
2 ，食葉性害虫 

1） トビムシ目（粘管目〕Collembola 

Springtails, Snowileas と呼ばれる。徴小昆虫で細長いものからほ 

とんど球形のものまでいる。口器は頭の内部に引き込まれ岨嚼または吸 

収に適する。脚の腫節と附節は－・般に癒合する。腹部は6 節からなり、 

第I腹板に腹管、第3腹板には保器あるいは絢器と第4 腹板または第5 

腹板に叉状躍器をそなえる。叉状躍器は静止の際には腹面前方に曲り、 

これを伸すことにより跳躍する。 

(1〕マルトピムシ科S mi nthur i dae 

体はほぽ球形、胸部と腹部の前4節が癒合する。頭部は普通垂直に位 

置し、口器は下方にある。跳躍器は腹部第5節にあり、活発に跳躍する 

ことができる。多くの種類は新鮮な植物質を好み、森林では稚樹、苗木 

の若い組織を加害する。 葉では不規則な穴をあけ、ハムシ煩、コガネム 

シ類など食葉性甲虫の食いあとを加害することもある。土中で生活する 

ものは茎の地表下の部分を食い切ったり、細根や毛根を加害する0 体が 

小さいので被害は普通少ない。 

2 ）パッタ目（直姐目）0rthoptera 

パッタ、イナゴ、キリギリス、コオロギ、クラなどを含む。小形から 

大形のものがあり、前翅は革質ないし羊皮紙質で綱日状の趨脈をそなえ 

るo 後翅は膜質で静止の時には縦に畳まれ覆翅（前翅）で覆われる。短 

翅や無翅のこともある。口器は姐部下方に位置し、“山町型。後脚Ll一般 
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公 食藁性害虫

リ トビムシ目 (粘管目)Co-‘embofa

Sprillgtails,Snowfleas と呼ばれ る。微小昆虫で細長いものか らほ

とんど球形のものまでいる。u器は頭の内部に引き込まれ肌唖または吸

収に適する。脚の廟節と鮒節は一般に癒合する。腹部は 6節からなり、

第 1腹板に腹管、第 3腹板には保器あるいは釣り器と第 4腹板または第 5

1度板に叉状凝器をそなえる。叉状躍器は静止の際には腹面育i一方に曲り、

これを伸すことにより跳躍する。

{1)マル トビムシ科 Sm・nthuridae

体はほぼ球形、胸部と腹部の前 4節が癒合する。頭部は普通垂直に位

置し、口器は下方にある。跳躍器は腹部第 5節にあり、活発に跳躍する

ことができる。多くの種類は新鮮な植物質を好み、森林では稚槻、苗木

の若い痴靴を加害する。葉では不規則な穴をあげ、ハムシ類、 i ガネム

シ類など食葉性甲虫の食いあとを加害することもある。土中で生活する

ものは茎の地表下の部分を食い切ったり、細根や毛根を加害する。体が

小さいので被害は普通少ない。

2) バッタ目 (直縄目)orthoptera

バ ッタ、イナゴ、キ リギリス、コオロギ、クラなどを含む。小形か ら

大形のものがあり、前期は革質ないし羊皮紙質で網目状の遡脈をそなえ

る。後期は]膜質で静止の時には縦に畳まれ覆翻 (前期) で覆われる。短

期や無想のこともある。ロ器は頭部-ド方に位置し、岨-糟型。後脚は一般
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に跳躍のためによく発達している。極地を除く全世界に分布し、多くは 

地上棲であるが、樹上、地中で生活する種類もいる。普通食殖性て、群 

飛するトピバソタ類の被害は有名である。 

(1）キリギリス科Tettigoniidae 

樹上棲のものは緑色で、上翅に葉状の模様をそなえる種類が多いか、 

地上棲のものは鈍色のものが多く、無翅か縮小した如をそなえる。触角 

は非常に長く細い。附節は4 節からなる。産卵管は剣状か鎌状で長く良 

く発達する。日中活動性でタ暮と早朝に覆翅にある発音器を擦り合わせ 

て鳴く。聴器の鼓膜は前脚脛節の基部外方にある。ほとんどの種類は葉、 

月、幼拍なとを摂食する。りHは」巾、菓や住の組織中に可卵される。枝へ 

の産卯痕が被害として問題になることがある。雨季に多い。全世界から 

約80属375種が知られている。 

(2〕コオロギ科Grylhdae 

触角は長い糸状。産卵管は釧状で外部に突出する。尾毛は特に長く無 

節。尾突起は一般に短い。左右の覆超にある発音器を擦り合わせて夜間 

中鳴く。産卯は上中に、一部の樹上種では小枝の材部に産卵する。一般 

に雑食性であるが、食植性のものが苗木に被害をあたえる。全世界から 

約100属800種が知られている。 

東南アシアに分布するタイワンオオコロギ（Bruc加b,esporten加sits 

Li chtenst ei n) は夜間－L中の巣から現れ、若い苗木や新梢を食ったり、 

巣に連んだリする。インドでは3 -9 月に被害が激しい。Ca.s uanna の 

造林木では樹高0.611lのものが被害を受け、1 5mのものは被害を免れた 

という。 

■
 

麟
 

加
 

観
馴
 

図-1 タイワンオオコオロギ（体長約5 er,,) (Beesori より） 
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に跳躍のためによく発達している。極地を除く全世界に分布し、多くは

地上楼であるが、樹上、地中で生活する種類もいる。普通食槌性て、まずド

ラ炎するトビバッタ類の被害は有名である。

{1)キ リキ リスキニITettigonlldae

樹上棲のものは緑色で、上地に菜状の模様をそなえる種類が多いか、

地上棲のものは鈍色のものが多く、無趣か縮小した畑をそなえる。触角

は非常に長く細い。鞘節は 4節からなる。産卵管は剣状か鎌状で長く良

く発達する。日中渡弱r性で夕暮と早朝に覆細にある発音器を擦り合わせ

て鳴く。嘘器の鼓膜は前脚胆節の基部外方にある。ほとんどの種類は葉、

“、幻自省なとを“1食する。卵は i11」、巣や技の組織中にiir卵される。枝へ

の産卵i嫁が被害として問題になることがある。雨季に多い。全世界から

約80属375種が知られている。

(Z)コオロギ料 Gryu・dae

触角は長い糸状。産卵管は針状で外部に突出する。尾毛は特に長く無

節。尾突起は一般に短い。左右の覆超にある発音器を擦り合わせて夜間

中鳴く。産卵は上中に、一部の棚上種では小枝の材部に産卵する, 一般

に雑食性であるが、食植性のものが苗木に被害をあたえる。全世界から

約100属 BOO種が知られている。

東南アシアに分布するタイワンオオコロギ (β煎じ毎云'粥 S PDγ加須osz′s

L1chtensteln)は夜間土中の巣から現れ、若い苗木や新棺を食ったり、

巣に逮んだ りする。インドでは 3 ~9 月に被害が激 しい。 Cq細〃““" の

造林木では潮高0.6nlのものが被害を受け、1 5m のものは被害を免れた

という。

図一 1 タイワンオオコオロギ (体長約 5cm)(Beeson より)
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(3）ケラ科Gr川otalpidae 

褐色ないし黒色。前脚は掘削に適し、騨節が大く掌状。附節は3 節。 

発音器と聴器は痕跡的。産卵管は突出しない。地中に穿孔する。全世界 

から約325属2,300種が知られている。 

ケラ（Gryllo危ゆa 功1cana Palisot de Beauvois）は日木、東南アジ 

ア、アフリカ、オーストラリアなどに広く分布し、苗木の根だけでなく、 

茎を環状にかじったり菓を食いちぎる。餌を土中の巣に持込むこともあ 

る。 

(4）パッタ科Acrididae 

触角は短く糸状、根棒状、鋸歯状。後脚の腿節は跳躍のため発達し太 

い。脛節には2列の刺を持ち、覆翅の径脈と摩擦して発音する。聴器は 

腹部の基方両側にある。緋は普通地中に産卵する。食植性。樹木では葉 

柄や葉の緑をかじリ落葉させる。苗木に被害が多い。全世界から約 

Lloo属7,000種が知られている。 

, 
ー、 

ひ 
I 

図―2 トノサマバッタ（体長約6 cm) 

上群棲型中 移住型下単独型（Kaishoven より） 
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(3}ケラ科 Gryllotalpldae

褐色ないし黒色。前脚は掘削に適し、豚節が大く掌状。楚付節は 3節。

発音器と聴器は痕跡的。産卵管は突出しない。地中に穿孔する。全世界

から約325届 2,300種が知られている。

ケラ (G“′お腹めα琴γ鑑のm Palisot de Beauvols) は日本、東南アジ

ア、アフリカ、オーストラリアなどに広く分布し、苗木の根だけでなく、

茎を環状にかじったり葉を食いちぎる。餌を土中の巣に持込むこともあ

る 。

(4)バ ッタ科 Acrididae

触角は短く糸状、視棒状、鋸歯状。後脳1の腿節は跳躍のため発達し太

い。豚節には 2列の刺を持ち、覆遡の径脈と摩擦して発音する。聴器は

腹部の基方両側にある。鮒は普通地中に産卵する。食植性。樹木では葉

柄や菜の緑をかじり落葉させる。苗木に被害が多い。全世界から約

1,100風 7,000種が知 られている。

図 - 2 トノサマバ ッタ (体長約 6cm)

上 群棲型 中 移住型 下 単独型 alshovenより)

ー lo-



トノサマパソタ移仕型(Locus加rn哲ratoria Ltzmaeus) , Desert lo 

cust （品h島tocera gregaria Forskal) ,Bombay locust K Crytan 

thacrzs succznc危Linnaeus) , Morocan locust (Doe冨staur,摺 

ntoroccanus Tbunberg) ,Italian locust (Ca/tip加m」パitalicus Lin 

naeus) , Brown locust (Lot its/a/ia /xirda/niu Walker), Red In 

cost (No,nadacrzs septemfasciata Seivillり は時に群飛移住し、進路に 

あたる草木をほとんど食い尽くす。北アフリカで1'Iii'i nateits /iazst III 

BoI がユーカリ類を、インドではAularches nulitaris Linnaeus が食 

葉虫の被害後の回復したチークの葉を加害した記録がある。またインド 

でJizeroglyplius banian Fabricius が竹林の害虫とされている。 

Zonocerus mriegatus Lirrnaeus はガーナの農作物とアグロフォレスト 

リーの重要害虫である。I甘「は20-90卵か らなる卵莢を1~4 個産む。仔 

i:li J昼問集合して摂食し、夜間は灌木内のねぐらに入る。成虫はゆっく 

リ歩いて移動し、あまり集合せず加害も少ない。造林木ではチークに被 

書が発生する。 

3 ）ナナフシ目 PhasmatIda 

成虫は中形ないし大形、細長く棒状の円筒形で枝に似たナナフシ類と 

幅広く菓状扇平なコノハムシ類とがある。色彩は緑色で周囲の小枝や葉 

によく似ていて擬態を示す。頭部は小さく自由で水平に位置し、咀嚼型 

口器をもつ。前胸け小さく、ナナフシ類では中胸が非常に長い。無翅か 

有超で、有翅虫の前翅は革質化して短くなり、小椿円形である。後翅は 

判リ形て幕質の肝部か畔やかな色彩を持つことか多く、静止時には扇状に 

畳まれる。脚は歩行脚でいずれも同様な構造で細長い。尾毛は小さく無 

節。全世界から約360属2,500種が知られている。樹上に生息し、静止時 

には擾態の姿勢をとり、食菓性で夜間摂食する。若仔虫は葉脈を残し食 

害するが、成長すると菓柄まて食うことがある。群生して摂食すると、 
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トノサ マバ ソタ移 住 型 (乙oc‘‘s‘" 加増ク謬 oγ迄 Lmnaeus),Desert lo

cust (北たなめcem gだgロメα Forskal),Bombay locust (C リヂヂ"“-

坊僻 77$ s?fccz“‘超 Linnaeus),Morocan locust (Doc2ssrα"γ“s

“zoγ餌節れ似s ThunbeTg),ltalian locust(C"" め如 m 娼 能 履 "s L1・}

naous),Brown locust (LPc′′砿〃川 加 化を/“′"Walker), Red lo-

cusヒ {No 加αd鑑〃ss 物溺れ宍硲c如加 Se・villo)は時に群飛移住 し、進路に

あたる草木をほとんど食い尽 くす。北アフ リカで 犀川 'mfp′儒ん〃る‘/〃

Bo- がユーカ リ類 を、 イン ドでは Aid の物 es mdi 加“sLim ・aeus が食

菜虫の被害後の回復したチークの葉を加害した記録がある。またインド

で 圧解かg少の膚zs bmzm れ Fabriclus が 竹 林 の 害 虫 と され て い る。

Zoれocems りの肥座 "侍 L1nuaeus はガーナの農作物 とアグロフォレス ト

リーの重要害虫である。鮒は20~90 卵からなる卵黄を 1~4 個産む。仔

虫ば昼間集合して損食し、夜間は薄木内のねぐらに入る。成虫はゆっく

り歩いて移動し、あまり集合せず加害も少ない。造林木ではチークに被

害が発生する。

3) ナ ナフシ目 Phasmatlda

成虫は中形ないし大形、細長く棒状の円筒形で枝に似たナナフシ類と

-幅広く業状扉平なコノハムシ類とがある。色彩は緑色で周囲の小枝や葉

にふく似ていて擬態を示す。頭部は小さく自由で水平に位置し、li且帽型

ロ器をもつ。前胸は小さく、ナナフシ類ではィ1胸が非常に長い。無麹か

有地で、有籾虫の納期は革質化して短くなり、小楕円形である。後遡は

、門川-ラて恭賀の川部か鮒やかな色彩を持つことか多く、静止時には扇 輝こ

畳まれる。脚は歩行脚でいずれも同様な構造で細長い。尾毛は小さく無

節。全世界から約360風 2,500種が知られている。樹上に生息し、静止時

には擬態の姿勢をとり、食菓性で夜間根食する。若仔虫は葉脈を残し食

害するが、成長すると栗林蔵 て食うことがある。群生して摂食すると、



そのかじリ音はかなり大きい。カカオ、ココヤシ、ユーカJ類などの害 

虫がいる。 

4 ）コウチュウ目（甲虫目、鞘超目）Co厄optera (beetles) 

微小ないし大形、革質または角質の皮膚をもつ。完全変態。頭部は自 

由。口器は咀IJ 型q 大あごは強い。触角は各種の形態となる。前胸は明 

確で通常自由。前翅は上翅または翅鞘とも呼ばれ、翅脈はなく革質ない 

し角質、普通体背面に左右一直線に合せて畳まれて後翅を保護し、時に 

短小あるいは癒合することもある。この目は現在昆虫綱中最大の目で、 

いたる所の生植物上、枯死植物内、地表、地中、水中などに生息する。 

植物や動物など全ての餌で生活可能であり、食植件、捕食性、肉食性、 

食腐性、内部寄生性などあらゆる習性のものがいる。食葉性害虫として 

問題になる甲虫はコガネムシ幼虫、ハムシ類、オトシブミ類、ゾウムシ 

類である0 

(1)コ ft ネ A シ 5U Scarabaeidae (chafeis, scarabs, June beetles, 

may beetles) 

小形から超大形種までいる。昼行性と夜行性とがあり、後者では灯火 

に飛来するものが多い。成虫の多くは長卯形でやや円筒形。皮膚はー般 

に堅く平滑で光沢がある。頭部は下口式。触角は膝状、末端の数節は総 

状となる。幼虫はシムシ型、肉質でC字形に湾曲する。大あごは強い。 

脚はやや長く、腹部の後端は大形になる。この利の昆虫は食糞群と食葉 

群に分けられる。前者の多くは動物の糞を食物とする掃除屋で、後者の 

成虫は葉、花粉、樹液などを食物にし、幼虫は土中や朽木中に住む。土 

中生活者には苗畑などで被害をあたえる根切虫かいる。木科の森朴に対 

する被害は成虫による失集被害と苗畑などにおりる根切虫破害である。 

全世界から約2,000属25, 000種が知られている。 
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そのかじり宮はかな り大 きい。カカオ、ココヤシ、ユーカリガーなどの害

虫力ゞ い る。

4) コウヂュウ目 (甲虫目、鞘超 目)Co ‘eoptera(beetles)

微小ないし大形、革質または角質の皮膚をもつ。完全変態。頭部は自

由。ロ器は岨-噌型。大あごは強い。触角は各種の形態となる。前胸は明

確で通常自由。前期は上遡または則鞘とも呼ばれ、姐脈はなく革質ない

し角質、普通体背面に左右一直線に合せて畳まれて後期を保護し、鴎に

短小あるいは癒合することもある。この目は現在昆虫網中最大の目で、

いたる所の生植物上、枯死植物内、地表、地中、水「11などに生息する。

植物や動物など全ての餌で生活可能であり、食槌件、捕食性、肉食性、

食腐性、内部寄生性などあらゆる習性のものがいる。食菜性害虫として

問題になる甲虫はコガネムシ幼虫、ハムシ類、オトシブミ類、ゾウムシ

蹟である。

(1) コ ガ ネ ム シ矛斗 Scarabaeidae (chafe1s,scarabs,June beetles,

may beetle

小形から超大形稲までいる。昼行性と夜行′性とがあり、後者では灯火

に飛来するものが多い。成虫の多くは長卵形でやや円筒形。皮膚は一般

に堅く平滑で光沢がある。頭部は下ロ式。触角は膝状、末端の数節は鯉

状となる。幼虫はジムシ型、肉質でC 字形に湾曲する。大あごは強い。

脚はやや長く、腹部の後端は大形になる。この科の昆虫は食糞キー¥と食葉

蒸すに分けられる。前者の多くは動物の糞を食物とする掃除屋で、後者の

成虫は葉、花粉、樹液などを食物にし、幼虫は土中や朽木中に住む。土

中生活者には苗畑などで被害をあたえる根切虫がいる。木材の森林に対

する被害は成虫による失業被害と苗畑などにおける根切虫被害である。

全世界から約2,000属 25,000種が知られている。
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Ado yetu,s va/Ru/us flai old はアフリカ、マタガスカル、イント、西 

パキスタン、南アジア、フィシーなどて幼虫・成虫ともに庭木や果樹の 

散発的な害虫であるが、イントとモーリシャス島では幼虫が根を加害す 

る苗畑害虫にされている。成虫は日中土中に潜み夜問に大群で飛翔し、 

葉脈を残し食葉する。インドでは成虫がSan/a/ion a/bion と Zisyphus 

?nauntiana の葉を加害する。A birnarginatiバOliaus はインドとパキ 

スタンに広く分布する。成虫は6 月と7 月の夜問に活動し、Boin bus 

inalabancum, Cassia 爪tula やその他の双子菓樹木の葉の葉脈問に穴 

を開け、レース網状に食害する。幼虫は上中に住み草の根を摂食する。 

本属の他の害虫はインドとパキスタンにいて A cultgmosits Burmois 

ter が Cassia fis/ula, Dalbergia sissoo, Shorea robusta などの双子葉 

ミ 
, 

(u 

I ?I- 3 Adoretus caliginosus 

上幼虫下左蛹下右成虫（体長約53mm)(Beesonよ り） 

樹木を、A 血vaitceli Blanchard がβoni has inalabaricuni, Gassia 

slP ,LageiS/roefli2o s PP などを、A lasiopygns Burmeister が Bombax 

mala加ncuni , Gas sza 戸shI危，Alangifera in請ca なとをいすれも成虫 

が食葉する。A latirostris Ohaus と A n効hriticus Ohaus の成虫は 
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Ado だれ‘ゞ 〃〃ノs雄乙‘s H alold は ア フ リカ、 マ タガ ス カル、 イ ン ト、 西

パキスタン、南アジア、フィシーなどて幼虫・成虫ともに庭木や果樹の

散発的な害虫であるが、イントとモーリシャス島では幼虫が根を加害す

る苗畑害虫にされている。成虫は "-↑-土「11に潜み夜間に大群で夷を翻し、

葉脈を残し食菜する。インドでは成虫が Sα"′"‘"'“諺膚〃〃と 為2め卿 s

mq“rzz超“αの葉 を加害する。 A わり〃"増ぞ〃α“は ohaus はイン ドとパキ

スタンに広 く分布する。成虫は 6月と 7月の夜間に活動し、βomb 解

侃"/"粥“伽加,CQssm 月影〆" やその他の双子葉樹木の菜の葉脈間に穴

を開け、レース網状に食害する。幼虫は上中に住み草の根を摂食する。

本属の他の害虫はイン ドとパキスタンにいて A cの増加 os婚 Burmcls

ter が Cq雅雄 万難‘ね D可もe増 zα sぼSOD,S 卿焔α roら?侍ね などの双子葉

図 - 3Adoretus cabg ‘nosus

上 幼虫 下左 ,鮪 下右 成虫(体長約53mm)(Beeson より)

樹 木 を、 A 忽 那那須 B1ancha1d が βo〃20解 姻〃幽晦 rねず7'z,C αssZ"

s1)p,乙"# のs′'の錆似 "spp な ど を、 A ‘偽 zoの g"s Burmeister が βの彫るα尤

'〃"‘のαれc卿な Cの "" 方露血 , 個の聡吻 m m 感餌 な どをいすれ も成 虫

が食葉 する。 A ‘叫zro彩れふohaus と 4‐〃少わブ‘2α岱 ohaus の成 虫 は

-13-



San talum alhwn などの葉を網目状に食害する。A nornala 属は 

Ruteline chafel と呼ばれ、成虫は夜行性の食葉性で、卯を土壌中に産 

む。幼虫は土中にあって植物の根や腐朽植物質を食う。蛹化は土中でし、 

蛹は最終齢幼虫の脱皮殻に包まれている。通常年1世代。一部の種類は 

苗畑の根切虫になる。A ルKniginea Fabncius の幼虫は根切虫である 

が、造林地や苗畑での実被害はない。成虫は多食性の食葉虫でBrnnbwc 

malabaricum,RCl問spp '&m 加加n album への被害が知られている。 

A . granurn Burrneister は中央・北インド、パキスタン、 ミャンマーに 

分布し、卵は土中に産みつけられ、幼虫は各種植物の根を食う曲型的な 

根切虫であるが、苗畑での実害はない。成虫は夜行性で、チークなどの 

若い葉の外縁をギザキザにかじる。A. nitidula Thomson はナイジェ 

リアの湿度の高い高所森林帯のチークの葉をしばしば加害する0 幼虫は 

土中で生活するが、林木への加害記録はない。Cephaloserica t/20fliSofli 

Brenske はインドに分布し、成虫の寿命は2 か月で、 Cassia 声tu乞の 

他多くの双子葉植物の葉を加害する。幼虫は土中にいて草本類の根を摂 

食する。Holotrwhza longゆcnn/s Blanchard の成虫は北インドとバキ 

スタンでQucrcus incana の葉を食い、幼虫は根切虫てある（食根性 

図- 4 Hototricliia 

prob/ematica （体長約22mm) 

(Beeson より） 

害虫の項参照177頁）。 1-I problernauca Brenske はインドと東パ寿スタ 

ンに分布し、成虫は6 月の夜間早い時間に群飛し、Cassia fisti‘危， 

Shonsa roblおta, Terminalia bdllenca などと他の双子菓樹木の葉を食 

う。幼虫は土中に住む根切虫で、Shorea robusta の造林地に普通であ 

る。El serrata Fabricius はインドに分布し、幼虫は根切虫であるが、 

一14一 

Sα似αね‘伽 似るz"“ な ど の 菓 を網 目状 に 食 害 す る。 Aれo?“〆" 属 は

Ruteline chafe1 と呼ばれ、成虫は夜行性の食葉性で、卵を1 壌中に産

む。幼虫は土中にあって植物の根や腐朽植物質を食う。蝿化は土中でし、

輔は最終齢幼虫の脱皮殻に包まれている。通常年 1世代。一部の種類は

苗畑の根 切虫になる。 A た“?‘gz“卿 Fabrlc【us の幼虫は根切 虫である

が、造林地や苗畑での実被害はない。成虫は多食性の食菜虫でβのめ媒

m 好めαγた"欄 ,Fzcz‘s spp,, 紘 “kz‘“'“ のあの ; へ の被 害 が知 られ て い る。

A.gm れ錫m Burme1ster は 中央 ・北 イ ン ド、パ キス タ ン、 ミャ ンマー に

分布し、卵は土中に産みつけられ、幼虫は各種植物の根を食う曲型的な

根切虫であるが、苗畑での実害はない。成虫は夜行性で、チークなどの

若 い葉の外縁 をギザキザにか じる。 A, “遊ばz‘如 Thcmson はナ イジェ

リアの湿度の高い高所森林帯のチークの葉をしばしばカー「対する。幼虫は

土中で生活す るが、林木への加害記録はない。 Cゆ卿‘oseγたα′′20“2som

Brenske はイン ドに分布 し、成虫の寿命は 2 か月で、 C婚s賜月影"如 の

他多くの双子葉植物の葉をカー「害する。幼虫は土中にいて草本類の根を擬

食す る, 息o卿γ2c′〃" わ“gzpe“れ鳶 B1anchard の成 虫は北イン ドとパ キ

スタンで Q"e'℃"も乙〃cα〃" の葉を食い、幼虫は根切虫てある (食根性

図 一 4 Ho とotrlc‘--a

prob′emat′ca( 体長約 2無 En)

(Beeson より)

害虫の項参照 177頁 )。甘 Pm もZe粥切にα Brenske はイン ドと東パキスタ

ンに分 布 し、 成 虫 は 6 月の夜間早 い時 間 に群飛 し、 Cq$′" 元もむ‘超,

S卿だα知友侍郷,7 1er“““α棚 彰 "のにαな どと他の双子葉樹木の葉 を食

う, 幼虫はi 中に住む根切虫で、秘めだαγo脚s如の造林地に普通であ

る, 甘 s“用ご"Fabriclus はインドに分布 し、幼虫は根切虫であるが、
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成虫は4 月に出現し7 月まで各種の双子葉樹木の葉を食う。木種による 

adea mono功cnn“と ＆h/c記hera okOsa の激しい失菓被害が記録さ 

れている。Ueonyc/ia cm/so Arrow はインドとパキスタンの落菜混交 

林に生息し、幼虫は根切虫であるが、林木には被害が出ない。成虫は 

Cassia 戸slit/a とその他各種の双子樹木の菓を食う。Leuc"h ohs pin 

gl‘おBurnieister はインドやスリランカなどの造林地の害虫で、成虫は 

各種双子葉樹木の菓を加害し、幼虫は根切虫である。この属には弛に 

L nummicuc/ens Newman, L , rondo Webei'L 一Iris (is Bi enske が 

マラヤでコムノキを加害する。Minim ル如鹿mUtt/a Blanchai ed は北 

インドとパキスタンの山地に分布し、成虫が Queiciパmeana の菜を 

食害する。幼虫は根切虫であるが、林業苗畑での加害記録はない。 

&Jiizonycho i-ujico/Im F'ahr ions はインドに分布する。成山は各種の 

双子葉樹木の菓を加害し、Cassisjis/u/a を食害した記録がある。 

Kyloinゆes gideon Linnaeus は東洋区に広く分布し、雄は頭部と前胸 

背に曲った角をそなえる力ブトムシである。成虫は各種植物の苗木の若 

い樹皮や新梢あるいは小枝などをかじり、パプア‘ニューギニアでは 

Cocos の、 マラヤては砂糖キビの害虫として知られている。林木では 

Atacia mmmm ，ゴムノキ，Toona ius/ra加の重要害虫である。マラ 

ヤでけ若いコムノキに突発的に激しい被害をあたえ、幼虫は獣糞や朽木 

などを食い、産卯はその中にする。 8 か月半ないし11か月で成虫になる。 

(2)ハ Aシf I- Chrysonles dae (leaf beetles) 

成虫は小形ないし「11形。体形は変化が多い。斑紋を持ったリ、金属光 

沢をそなえる秘類が多い。頭部は普通前胸より狭い。触角は糸状、数珠 

状、根朴状で、通常体長の2/3より短い。複眼は頭部の腹面に苦しく拡 

張しない。前基i釈」球形あるいは横位。尾節椒は多くの場合士趨に覆わ 

れ露出しない。後脚の腿節が太くなり跳躍に適した種類がいる。幼虫‘ 

成虫ともに食菓日－の種数が多く、－一部の幼虫は土中で根を摂食する。全 
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成虫は 4月キニ.i現 し7月まで各種の双子葉樹木の柴を食う。小種による

βzdeq iizのzoゆけ }芦隙 と S戊加えたem oをosαの激 しい失業被害が記録 さ

れている。扇 zのけじんα etc鳶口 Arrow はイン 1 とパ キスタンの落葉混交

林に生息し、幼虫は根切虫であるが、林水には被害が出ない。成虫は

Cα即αた班血 とその他各種の双子樹木の葉 を食 う。乙釧 copノzo‘zs p??r

g“rs BurnleisLcr はインドやス リランカなどの造林地の害虫で、成虫は

各種双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は根り〕虫である。この属には他に

乙 “"削粥 z 2‘dの郡 NCWma ー], L. γ○γz‘海
‐
W/ebpl ,L, 方!豆デs B1enskc 力ゞ

マラヤでゴムノキを加害する。屑な〃〆αルセ2dz勿ZZQZα B1anchai ed は北

イン ドとパ キスタンの山地 に分布 し、成虫が Q"e だ?β "?鯛“αの菜 を

食害する。幼虫は根切虫であるが、林業苗畑での加害記録はない。

洗脳2の2ydm γ"奔‘〆ね 1 ab・icms はイ ン ドに分布す る。成 虫は各種の

双」ぎ漣樹木の葉参加害 し、Cqsszs方叫ばαを食害 した記録がある。

苦〆α'・のFも郡ほどのz L1t11・aeus は東洋区に広 く分布 Lへ 雄 は頭部 と前胸

背に曲った角をそなえるカブトムシである。成虫は各種植物の苗木の若

い樹皮やi屑riあるいは小枝などをかじり、パプア oニューギニアでは

Cocos の、マワヤては砂糖キビの害虫として知られている。林木では

九‘解き"mm 朔ふ額 ゴム ノキ ,7
‐
boi′""z ばか"庭 の重要 害 虫で あ る。 マ ラ

ヤでは若いゴムノキに突発的に激しい被害をあたえ、幼虫は獣蔓や朽木

などを食い、産卵}はその「回こする。 8か月半ないし11か月で成虫になる。

(2)ハムシネトChrys()1・・印綬ae (1eaf beetles)

成虫は小形ないし中形。体形は変化が多い。斑紋を持ったり、金属光

沢をそなえる種類が多い。頭部は普通前胸より狭い。触角は糸状、数珠

状、籾棒状で、通常体長の2/3 より短い。複眼は頭部の腹面に苦しく拡

張しない。前基節LD未形あるいは横位。尾節板は多くの場f上畑に覆わ

れ浮輪.ト,しない。後脚の腿節が太くなり跳躍に適した種類がいる。幼虫 o

成虫ともに食柴回-の種鮒が多く、一部の幼虫は土中で根を摂食する。全
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[ft界から約2,500属35,000種が知られている。 

Attica corusca Eeichson はフィ ジーぐ、Best加ルノavalilcil の苗木 

に激害があった。被害菓は筋のように細穴か空けられる。高木でも激害 

を受けると生産量が減少する。A,cyanea Wehet は東洋区に分布し、成 

虫‘幼虫ともに多食性の食東虫であり、スリランカては稲の害虫とされ 

ているか、インドでは Tennenalia mynocaゆa の尚ネと造林地の幼齢 

木に食葉被害の発生があった。A，叩加加chlorゆIera Thomson と A 

see Icα加Allard はナイジェリアの高地森林‘出でMan sofia altissinea の 

葉を食害する。A ulacophora pveicollis Lucas はアジアとアフリカに 

広〈分布するウリ類の害虫である。多食性でインドとバキスタンでは成 

虫が林木の葉、花、果実を加害し、苗畑のDa乃erifia 525500,mc /en括 

chumpa m ，チークの葉を加害する。雌の蔵卵数は数●粒で、湿った上 

巾に産卯する。幼虫は根、茎、果実、落葉を摂食する。蛹化は土中です 

る。インドでの世代長目32 - 55日で、年5 ~ 8 世代を繰リ返す。しかし、 

イスラエルでは年2 回である。Cabp助Ia leayarea LaLce川e は北イン 

図一5 Ca!ope!a Ieayana 

伯eason より） 

ドと東パキスタンからミャンマーに分布し、メリナ遺林地の重要害虫で 

ある。成虫は樹皮の割れ目、叢、落菓層中ぐ、年に8 か月間夏眠および 

冬眠し、新葉の伸びるころ活動し、菓を大きく切ったり、円形の穴を明 

けたり、蓄や発育中の新梢をかじる。卵は黄色の格円形で、菜のド面や 

新梢に卯塊として産下される。若幼虫は主に葉裏で摂食し、被害菓は骸 

省状になる。蛹化は葉上でする。アッサムては樹木の生長期問に2 世代 

を繰リ返す。被害木は矮形化し、-1-ill死することらある。東北インドのメ 

リナー単一造林地で1年に2,000エー力ー以上の若造朴地が被害を受け、 
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世界から約2,500属 35,000種が知られている。

ノ班 化α のγ雛鯛 E・ichson は フ ィ ジー“ご、 βバグ船方" ノ"粥 川 " の 苗 木

に激害があった。被害巣は綿のように細穴か空けられる。高木でもキ没書

を受けると生産量が減少する。ハ.の′"′‘ααWel)et 銭東洋区に分布 し、成

虫。幼虫ともに多食性の食葉虫であり、スリランカては稲の害虫とされ

ているか、イン ドでは ZB“れ肋α卿 粥γi70mm αの古ーネ と造林地の幼齢

木に食葉被害の発生があった。 APO かけ棚 ぬわrop′em Thomsol1 と A.

“加血 AI1ard はナイジェリアの高地森林′鼎で 朋αmom α "/‘縞おz"の

葉を食害する。A7卿の鱗 om 舟ひ“の"お Lucas はアジアとアフリカに

広く分布するウリ類の害虫である。多食性でインドとパキスタンでは成

虫が林木の葉、花、果実 を加害 し、苗畑の Dd‘be壇 ms?ssoo, 瀬に粥無

効α粥Pqm, チークの葉 を加害す る。雌 の蔵卵数は数百粒で、湿った上

-11に産卵する。幼虫は根、茎、果実、落葉を摂食する。師化は土中です

る。インドでの世代長は 32~55F- で、年 5 ~ 8 世代を繰 り返す。 しか し、

イス ラエルでは年 2回である。 C〃わかゆ卿 毎のα〃α LaLrぐme は北 イン

圏 ー 5 Ca お膳 ia ieayand

(Beeson より)

ドと東パキスタンからミャンマーに分布 し、メリナ )五林地の重要′,写りrで

ある。成虫は樹皮の割れ目、叢、落葉層中ぐ、年に 8か月開票1眼および

冬=民し、新葉の伸びるころ活動し、巣を大きく切 フたり、円形のンを明

けたり、奮や発育[11の新村iをかじる。卵は黄色の楕円形で、余のト面や

新梢に卵塊として崖下される。者幼虫は主に葉裏で摂食し、被害葉は骸

骨状になる。師化は葉上でする。アッサムては樹木の生長期間に 2 世代

を繰り返す。被害木は緩形化し、枯死することもある。東北インドのメ

リナー単一造林地で 1年に2,000 エーカー以上の者造林地が被害 を受け、
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放棄された林分がある。C/irysvmeなchionna Man] ik はインドとパキ 

スタンのヒマラヤ地域に生息する。成虫は光沢のある緑色のハムシで、 

A んus nゆakns冨の菜を加舌」る。成虫はほとんとの組織を摂食し、幼 

虫は葉を骸骨化する。C lieniac Bryant はケニヤでPopulus a/ba の菓 

を加害する。幼虫は葉を骸帽化し、成虫は主脈を残し全組織を食う。 

C /i/ca pzc加Ba]y はインドに分布し、成虫は黒色と褐色のぶち色、体 

長は約5 tIm~ !leg/e nianuelos の葉に沢山の小さい穴を明ける。卵は 

『
輸
忙
n
か〕 

図―S Ciitea picta（体長約40mm) (Beesonよ り） 

葉、新梢、時に若い果実に産み千」けられる。幼虫は鈍褐色あるいはオレ 

ンジ色て、大きく暗色の肌門板をそなえ、主脈に幼虫孔を掘り食害する。 

被害は6 月から7 月に出現する。蛹化は菓内か土中でする。 

Coelaenoinenodew e/aezdis Mau]iic はガーナで油郡子の潜葉虫で被害 

は激しい。Coなsposoma asperatuni Lefevet , C . downesi Baly, C ml 

losurn Lefeyre 目イントとその近隣地でチークの葉を加害する。C in-

、tahi/e Harold はマラウィで「1/lddnngton ia iv加tei の幼齢林に被害 

をあたS た記録がある。C sernlcos ta/urn Jacoby は広くインドに分布 

し、成虫は（一assia fistuta, Pinlおroxburgluiとチークを含む多くの樹 

種の葉を加害する。Ciyptocゆ hatlィ'Sルustulus Suifnan はインドで 

Tamanx ga/twa の集を、C hec/wus Fabricius はマラヤでマホガニー 

の葉を加害する。C sehestedli Fabncius はインドで （】asuanna eqai 

set加ha の苗木に被害をあたえた記録がある。北インドとパキスタンで 

C . Inant和tans Hope が Quercusm危加Ia, Sake spp ，その他の広菓 
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放棄 された林分がある。 Cあっ仰朋可α r′血潮乙α Maullk はイン ドとパキ

スタンのヒマラヤ地域に生息する。成虫は光沢のある緑色のハムシで、

A加服 “ゆの8れsrsの葉を加害する。成虫はほとんとのまf拝礼をf芸食し、幼

虫は葉を骸骨化する。 C たの27"g Bryant はケニヤで Pop湯郷 〆無 の葉

を加害する。幼虫は葉を骸骨化し、成虫は主脈を残し全組織を食う。

CZZfeqPzααBaly はインドに分布 し、成虫は黒色と褐色のぶち色、体

長は約 11m。 ノ g/F“m“〃β/os の葉 に沢山の小 さい ) を明ける。卵は

図 一 G C!′tea p′cLa( 体長約 40mm)(Beeson より)

集、新柏、時に若い果実に産み付けられる。幼虫は鈍褐色あるいはオレ

ンジ色て、大きく暗色の」孔門板をそなえ、主脈に幼虫孔を掘り食害する。

被害は 6 月から 7 月に出現する。姉化は菓内か土中でする。

Cog毎β〃の〃eれoばem β超αばれs Maulik はガーナで油 "ず"子の潜葉虫で被害

は激 しい。 Cdq ゆ osDim αsP釧なすz‘フフヱ Lefcvel,C. ダozの2偽2 Baly,C ジメー

Zosz′擢 Lefevre 日イン トとその近隣地でチークの葉を加害する。 C〆“.

~/〃ムムダ Harold はマ ラウ ィで Wzdメフ翻馨の"α 2りわ陀 zの幼齢林 に被害

をあたズた記録がある。 C 艶加 zco如加“z jacoby は広 くイン ドに分布

し、成虫は Cqsszα方豆ぞず如 月 m 岱γo膚ー‘7g/ほぼとチークを含む多 くの樹

種 の 葉 を 加 害 す る。 Ci物おじ砂 破々婚 履 "s!“!"s sulfr1an は イ ン ドで

7わ 'm “ェ g可 Zz似 の 条 を、 C /zedmfsFabriclus はマ ラヤ でマ ホガニ ー

の葉 を加害 する。 C se/′eyed" Fabllcius はイン ドで Cqszfの z“"eq7 ‘

seがりなαの苗木に被害をあたえた記録がある。北インドとパキスタンで

C. 初 の 2g7‘ねれs Hope が Q′‘eだ J侍 の超如如 ,S α麻 spp , そ の 他 の 広 葉
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樹の葉を加害する。Dl‘功romoゆha balleata Lacordaire はインドで 

/luycia Ili/OIICO と Cassia szamelの葉を加害し、Di助10)1Wゆha 加I 

lens Olivier はBombax nia1abar1c1m2 の葉を、Dturetca Fabi icius 

は A cac危catechu の葉を加害した記録がある。Diorhabda lusca 

Maulik はインドで成虫・幼虫ともに5 -6 月に Cal/is aits/ralis の菓 

を食害し、幼虫は集を骸骨化する。Es伽mena chinensis I-lope はイン 

督図一7 Estigrnena chinensis 
期 

ドとパキスタンなど東アシアに分布する。成虫は細長くりll縁は平行し、 

体長は10-16mm 色彩は変化があり淡褐色から黒色、明瞭な暗色の陰を 

つける～Bam加sa arun曲nacea,Dendrocalinlパ s/richおなどの若竹に 

つく重要害虫である。南東モンスーンの前に越冬幼虫が活動し、竹の節 

間に小卵塊を産み、菓をかみ砕いた破片で覆う。若幼虫は桿表面と鞘の 

間にいて軟らかい組織を摂食するか、後に節間に潜り上方とート方に穿孔 

する。 9 月ごろ孔道内で蛹化する。Galerutida rutilans Hope は北イ 

ンドとバキスタンにいて、成虫はRnit_s roxhurghiz の針集を食害する。 

Mesopla加cincta 0! はガーナのSesban itt grandiflora の幼齢林でし 

ばしば発生する。Miniagh'a cyanura Hope はイントとパキスタンに広 

く分布し、成虫は広菓樹の葉を加害する多食性の害虫で、A curia 

catechu, Ce//is ausfrahs, Dalbergia sお500,アーモンド、』如ms a/ba 

などか加害樹として記録されている。Mono lap危 khttszensi' j\T0j30 は 

インドでZizypli us maui//ianα の菓を加害し、M longitarsis jacoby 

は Anacardium occidentaんの害虫とされ、M01/C)?mus ルCo如（J“マ 

ンゴの花を加害する。Ooca_ssula cittentui Fabricius と 0 pud功unda 

Bohern an はイ ン ドにいるカメノコハムシで成虫・幼虫ともに 

Zizyphiss maui diana の葉を摂食する。Cplinda h/usa/a Slebbiiig はイ 
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樹 の葉 を加 害す る。 DzαProi'2のが zα卿‘′8ばα Lacordaire は イ ン ドで

月報 " 〃ノ7′/〃/′α′ と Cqssz α szのれβ〃 の 葉 を 加 害 し、上方夢 中′〃の汐加 カメ -

′g“s olivier は βの粉無 w “m ねるα“cm れ の 葉 を、 D f7"czcα Fablicius

は A餌〆α c餌にね2‘の 葉 を 加 害 し た 記 録 が あ る。刀海r加わαα′閉じα

Maulーk はイン ドで成 虫 ・幼虫ともに 5 ~ 6 月に C郷熔 解郎′m 猿 の葉

を食害 し、幼虫は桑 を骸骨化する。 Es総〃28'?"c桜牌〃SISHope はイン

図 一 7 Estigmena chrnens ′s

(体長約 iarnm)(Beeson より)

ドとパキスタンなど東アシアに分布する。成虫は細長くf!モリ緑は平行し、

体長は10~16mm 。色彩は変化があり淡褐色から黒色、明=祭を暗色の陰を

つ け る。 βα侃る"班 α“僧α?“鑑 m,D 例 αrひ鯛 /mz《ゞ 5Zγ′焔 侍 な どの者 竹 に

つく重要害虫である。南東モンス…ンの前に越冬幼虫が活動し、竹の節

間に小卵塊を産み、葉をかみ砕いた破片で覆う。若幼虫は梓表面と靴の

間にいて軟らかい組織を根食するか、後に節間に潜り上方と“ト方に穿孔

す る。 9 月ごろ孔道内で踊化す る。 Gq 友γ雄司α留錫α催 Hope は北 イ

ン ドとパキスタンにいて、成 虫は 凸“鵜 川尤加増毎zの針集 を食害 する。

屑 es‘)〆"か α粥如 01 はガーナの Sesbαm‘z gm “‘/〆 o〆〃の幼齢林で し

ば しば発生す る。朋 mm 覚知 砂の以m Hope はイン トとパキスタンに広

く分布 し、成虫は広葉糊の葉を加害する多食性の害虫で、月conα

c鰭沈ん?‘,C α加 須慰 留毎 ,Ddbp 増脇 szssoo, ア ー モ ン ド、 屑 oms α/脳

な どか加害樹 として記録 されている。屑 o7zo/ePた7 ん々α“の2sバ Weise は

イ ン ドで 霧2卿ん"s ?mm “"〃“" の葉 を加 害 し、掴 ‘o'7girq六郎 Jacoby

は 4‐れ翁鯖山粥 ?7 0cc?叱 れ如を の 害 虫 と され、 財 のを〃′"魔 ′αCooγ は マ

ン ゴの花 を加害す る。 ooc(mzdq c'膨れ如 Fabricius と ()β〃みろ〃報わ

Boheman は イ ン ドに い る カ メ ノ コハ ム シで成 虫 ・幼 虫 と もに

Zz巧め/zぬ 粥""“ねα“" の葉を摂食す る。 0鰯川南 屑な"′"SLebbmg はイ
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ンドに分布する。成虫は黄色で褐色斑のある体長約12mmの ノミハムシで 

Boswellrn serrata の葉を摂食する。P1a4ypria andrewesi Weise はイン 

ドとパキスタンに分布し、成虫は体長約5 llhI1I 黄色ないし赤褐色、体表 

には多くの扇平な黒色の刺を持ち ZizjゅんIs rnauritl2na の葉を摂食す 

る0 幼虫は扇平で貰白色、体節の側面は短く後方に曲った鈎状に突出し 

ていて、葉を摂食する。Podonlia qnatuordeeiinpinc1a加Linnaeus は 

図ー8 Podontia 

quatuordecirnpunctata 

（体長約18mm) (Beeson より） 

プ 

インド、ミャンマー、マラヤに分布する。成虫は体長12 -15m、黒色の 

斑紋のあるピンク色のノミハムシである。り田」葉に産みつけられ、幼虫 

は各種広菓樹の葉を加害する。体は虫糞に覆われ主脈を残した全ての組 

織を食う。師化は土中てする。インドでは8 -9 月にDna banga son 

nercthoidCS, Acu.c elaslita を加害し、マラヤては助ondzas eduhs の 

害虫として知られている。Pnoptera punctzpennおWegener はイント 

とミャンマーに分布するり成虫は褐色、黒色斑のあるカメノコハムシ、 

Il、」、は約10jnrn。 CW0pゆLu /euI',nlu の市愛舌虫て、メリナの食菜虫てもあ 

る。卵は葉上に産みつけられ、年数世代を繰り返す。最終世代の幼虫は 

ii月に蛹化し、芥成虫け樹皮割れ目や落葉層巾で越冬する。 

(3）オトシフfミ科Atte急bidae 

成虫は小形ないし中形。色彩は変化がある。咽喉板は退化し、咽喉縫 

合線は1本。小』界鬚は4 節。触角は梶棒状で、膝状でない。上翅側縁は 

狭く側力て縁取られる。ii叫』基節は円錐状に強く突出する。食Iii 'I/Iで、巣 

をいわゆるオトシフミ（落とし文）のようにFf卯加－I する種類かいる。全 

世界から約325属2,300神が知られている。 

ンドに分布する。成虫は黄色で褐色塊のある体長約12nunのノミハムシで

Bo覚りe‘′′"se “"畝 の菜 を摂食する。 P如かぬ“"" “〆γewe駆 Wcise はイン

ドとパキスタンに分布し、成虫は体長約 5mn1、黄色ないし赤褐色、体表

には多くの扇平な黒色の*りを持ち 為収め如‘sテれ"?‘“加 'm の葉を擬食す

る。幼虫は扇平で黄白色、体節の側面は短く後方に曲った鈎状に突出し

ていて、葉 を摂食す る。 Po加川わな2似彰(〕mBc2'"〆‘'2メロ畝 Lmnaeus は

図 - 8Podont ′a

quatu 。rdec 字mpunctata

(体長約i8mm)(Beeson より)

イン ド、 ミ r ンマー、マラヤに分布する。成虫は体長 12~15mm 、黒色の

斑紋のあるピンク色のノミハムシである。卵は葉に産みつけられ、幼虫

は各種広葉樹の菜食加害する。体は虫糞に覆われ主脈を残した全ての組

織 を食 う。師化はゴー中 てする。インドでは 8 ~ 9 月に D 加如 i増α so彫

"の"′20?〆es,F に瓜 g/"鉱 餌 を加 害 し、 マ ラヤ て は 秘 伽 d2鷹 ed7‘/7s の

害虫 として知 られている。 P“(功卿 "P"?zc‘?Pe““2s Wegener はイント

と ミ r ンマ‐一 ,:‐分 布 す る。成 虫は褐 色、黒色斑、の あ るカ メ ノ コハ ム シ、

体」Jj 約 1ーmm 。 (}′/ripドルを ためγ′〃〃の市要き,リLf(、メリナの IE栄一Lて もあ

る。卵は粟上に産みつけられ、年数世代を繰り返す。最終世代の幼虫は

11月に姉化し、砦成虫は樹皮割れ目や落葉層中で越冬する。

{3}オ トシブミ料 Atrelab1dae

成虫は小形ないし中形。色彩は変化がある。咽-喉板は退化し、咽喉縫

合線は 1水。小il襟期もと4節。触角は梶棒状で、膝状でない。上超側緑は

狭くflldjノて縁取られる。前脚基節は円錐状に強く突出する。食癒す′'で、巣

をいわゆるオトシフミ(洛とし女)のように畔現川IJする種類かいる。 、

世界から約325属 Z,300赫が知られている。
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A加dents bestno/atus Faust はインドとパキスタンに分布し、揃は 

ルglans regza, Quercus 或危tale, Q incana の葉を巻いた中に産卵し、 

幼虫は巻き葉を食う。A. sissu Marshall 北インドとバキスタンに生息 

し、Dalbergia szssao の葉を加害する。造林地の新葉の若芽が祖害を受 

け、旧葉では少ない。西パキスタンの苗畑で激しい被害がある。雌は葉 

縁から基部にかけて切り、主脈に沿って縦に巻き込む。卵は主脈を噛ん 

でつくった小孔に産みつける。幼虫はこの巻き葉内で内層を摂食する。 

被害葉は落下するか、 しばらく木にぶら下がっている。蛹化は巻き葉内 

でする。北インドでは年8世代、成虫は春に多く、南西モンスーンの間 

に出現する。A fran quebaricus Fabricius はスリラン力とイントに分 

布する多食性のオトシブミでAnacardiurn occidentale，マンゴ，Size rca 

IO bits/a,Ta mi / nalia amj a na,T catap加,Ttoinenlos“ なとの巣 

を巻く。Dl)orazパinargina/us Pascoe はスリランカとインドに分布す 

な )
／
乙
／
 

図一9 Depora is marginatus 

によるマンゴの被害葉（Seesonよ り） 
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AP0denfs ozsf“o如数s Faus ヒはイ ン ドとパ キスタンに分布 し、鮒は

元増加“s だgm,Qz ‘emfs 霞奴解ね,Q zれcα“" の葉 を巻 いた中に産卵 し、

幼 虫は巻 き集を食う。 A.szss“ Marshall 北イン ドとパキスタンに生息

し、Dほめg7g7α麗尉の の葉を加害する。造林地の新薬の若芽が被害を受

け、1日葉では少ない。西パキスタンの苗畑で激しい被害がある。雌は菜

緑から基部にかけて切り、主脈に沿って既に巻き込む。卵は主脈を噛ん

でつくった小孔に産みつける。幼虫はこの巻き業内で内層を摂食する。

被害葉は落下するか、しばらく木にぶら下がっている。踊化は巻き葉内

でする。北インドでは年 8世代、成虫は春に多く、南西モンスーンの間

に日現す る。 A "復れ堺‘g加γzc"s Fabrlcius はス リランカ とイ ン ドに分

布する多食性のオ トシブ ミで A れα欄糊彰 ?舵 oα zdのば"‘e, マンゴ,S 卿γ粥

川 b"sf‘z,Temz ′」2〃/?"‘z′7z" 旧 , 丁 mmPP α,T か〃?ei?′os〃 な との葉

を巻 く。 Dゆ o粥 2婚 'れα増加郷婚 Pascoe はス リランカ とイン ドに分布す

図 一 9 Deporalis margmatus

によるマンゴの被害葉 (Beeson より)
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る。成虫は双子葉樹木の多食性の食葉虫で、マンゴと βjiteamo加 

S加rm“の害虫て、葉の表皮を摂食し、被害箇所は褐変し、被害菓は最 

後にクシャクシャになる。雌は主脈に卯を産み、基部近くあるいは葉柄 

まで切断し落葉させる。幼虫は落葉の組撤内に潜入し、土巾に入って蛹 

化する。卵から成虫までの発育期間は約25日であるが、成虫の寿命は約 

3 か月～ D marginellus Faust はインドに生息し、成虫は体長約6 mm 

褐色と黒色のオトシブミで細長い口吻を持ち、マンゴの葉の表皮を摂食 

し、雌は菓を切り組織内に産卵する。幼虫は落葉組織内に潜り、士中で 

蛹化する。Hen icolabl侍 discolor Fahraeus はインドに分布し、赤色と 

黄色のオトシブミで体長は約7一5nim。雌はAnogeissus lot如h“と 

Terntinalia spp の菜を基部近くで切って巻き先端近くに産卯する。 

R 加nchites contristatus Voss はインドに分布する小さいゾウムシで 

Xyluz xylo‘・arpa を含む広葉樹の新梢を加害する。雌は新梢をかじり、 

その末端に卵を産む。幼虫は粘死した新棺や土中に穿孔する。発育に3 

~7 か月を要し、成血は1 -2 月を除き出現する。 

(4）ソ。ウムシ科 Curculionidae (weevils, snout beetles) 

成虫は小形ないし大形。頭部は前方に伸びた象鼻状突起をそなえる。 

卯形から長形、円筒形から太いものまでいる。頭部は前口式。触角は膝 

状か直線状で，数珠状か梶棒状。幼虫は太く、 C 字形に腹側へ湾曲し、 

よく発辻した可は～をそなえるが、脚を欠く。木グ）「トIや暗所に’I 息する神類 

ては体色は白色から淡色であるか、外部てり活するものでは汚隅色や禄色 

である。成虫・幼虫ともに食植性で植物の各部を摂食する。これらには 

穿孔性害虫、食菓性害虫、虫えい害虫、食根性害虫、種子・果実害虫が 

いる。卯は一般に口吻で植物組織内に産みつけられる。全世界から約 

4,000属50,000種が知られている。 

A niblyrhinus 加rico1論SchOnherr はイントとパキスタンに分布し、 

成虫は多食性で広集樹の集を食う。Aegle niannetos, Albizia (ebbeck, 
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る。成 虫は双子葉樹木の多食性の食葉虫で、マ ンゴと 抜けe〃 i'その70‐

sP"jim の害虫て、葉の表皮を根食し、被害箇所は掲変し、被曹葉は最

後にクシャクシャになる。雌は土脈に卵を産み、恭部近くあるいは葉柄

まで切断し落葉させる。幼虫は落葉の組織内に潜入し、土中に入って姉

化する。卵から成虫までの発育期間は約25FTであるが、成虫の寿命は約

3 か月。 D “?"増 z“8!と-お Faust はイン ドに生息 し、成虫は体長約 6mm 、

褐色と黒色のオトシブミで細長いロー吻を持ち、マンゴの葉の表皮を摂食

し、難は菜を切り組織内に産卵する。幼虫は落葉組織内に潜り、土中で

輔化する。品e“zの紅卿 s d娘のめγFahraeus はイン ドに分布 し、赤色 と

黄 色 の オ トシブ ミで体 長 は約 7.5alm。 雌 は A“ogezssz侍 卿施卿 と

花畑山如卿 spp の葉を基部近 くで切って巻き先端近 くに産卵する。

産んγれ乾物 s c{〕"わな加数s Voss は イ ン ドに分布 す る小 さいゾウムシで

xyZzα勧めcαゆαを含む広葉樹の新柏を加害する。雄は新梢をかじり、

その末端に卵を産む。幼虫は枯死した新棺や土中に穿孔する。発育に3

~7 か月を要し、成虫は 1~ 2月を除き出現する,

(4)ゾウムシ料 Curcmionidae (weevlls,snout beeties)

成虫は小形ないL大形。頭部は前方に伸びた象鼻状突起をそなえる。

卵形から艮形、円筒形から太いものまでいる。頭部は前口式。触角は膝

状か直線状で、数珠状か梶棒状。幼虫は太く、 C字形に腹側へ湾曲し、

よく発達した頭部;をそなえるが、脚を欠く。木の中や=斬新に4息する杯類

てはf本色は [1色から淡色であるか、外部てご白存ずるものではき}褐色や禄色

である。成虫・幼虫ともに食植性で植物の各部を摂食する。これらには

穿孔性害虫、食薬性害虫、虫えい害虫、食根性害虫、種子・果実害虫が

いる。卵は一般にロー勿で植物組織内に産みつけられる。全世界から約

4,000属 50,000 種が知 られている。

A 捕るか海粥侍ゑの zc〆魔 Scrldnherr はイン トとパキスタンに分布 し、

成虫は多食性で広葉樹の葉を食 う。 A8郡e ?"研それdos,A ‘6;zm‘物庇隙 ,
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Anacarthum aeciden (ale, Dal加lgVI SISVJO，マンゴ，San laluin album, 

T 'ainaridus indira, Termtnalia cata/p",乃a功ha', tnau 'iIんn a の菓を 

加害する。またマンゴの花も食う。幼虫と蛹は」中にいて （(IS//it )'? I/a 

equisel加ha の苗木の細根を摂食する。/3. (me fonyc ii usp eregrinu.s 

01ivier はインド、パキスタン、 ミャンマーにいて果樹や庭園木の重要 

害虫である。 またマンゴの菓の主脈を残して加害し、zロypん(S 

niauntiana にもつく。a,litre; ////iS 加iniostr Marshall はインドに 

分布し、成虫（よ4 -7 月にチークの菓の緑を擦り切れたように加害する。 

幼虫は土中で根を食う。C iecionae fvla'sha]lはインドでチークの生育 

期初期に旧菓を食う。幼虫は士中に生活するが被害は問題でない。 

Dereodus 加Ilinosus Redtenbache/は北イントとバキスタンに分布し、 

Quercus incana, Rohinia pseudoacacia, Sliotea n功usia, Zizyplias 

nianni記na などの広葉樹の菓を食う多食性の害虫で、苗木から大径木 

まで加害する。インドでは Z , ,naunttana に激しい被害を発生させる 

こ とがある。D一 5加rsus Boheinan (L San (ahini album と Zizyp bus 

maunliana の葉を加害す る多食性のゾウムシでインドにいる。 

節esomus lacerki Fain icius は中部と南イ ン ドに分布し、/kacuz 

cyanophylla とチークを含む広巣樹の菓にかなリの彼害をあたえる。冊 

は寿命が長く、1 ,000卯以とを産み、粘着』莫で覆う。野化幼虫は葉を巻 

いて摂食したあと落下して土中に入って各相種の細根を食っり 

助Wmaces sq‘・eamasus Fabncjusはイントやマラヤなど東洋区に分布す 

図-1 0 Hyporneces sguamosus 

（体長約13mm)(Kalshoven より） 
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A れαcαγば?溺れ occm の′‘"/e,D 郷加増 7" も為切り,マ ン ゴ,S"77 粥‘′‘;}7郷友“偽

71のねαγ翻然 zれd化α,7 1gr′'2z“α‘m m 超/〕Pα,Zzz ゆれ"~ '}に2km 〆の7α の 葉 を

加害する。 またマ ンゴの花 も食 う。幼虫と輔は」 -liにいて L“~〃"〆〃〃′

eqα途郷勃 α々の 苗 木 の 細 根 を f琵食 す る。 /1‘'“efo〃」}‘棚 s 郷γeぎ7777解

0livier はイン ド、パ キスタン、 ミャンマーにいて果樹や庭園永の重要

害 虫であ る。 またマンゴの葉の主脈 を残 して加害 し、ゑzy熱孫~

柳α"“‘24“α に もつ く。 C卿 虚像′′〃′《sル粥川 os偽 Marshall は イ ン ドに

分布し、成虫は 4~7 月にチークの柴の緑を擦り切れたように加害する。

幼虫は土中で根 を食 う。 C fecあれ"g Ma1shd]1 はイン ドでチークの生育

期初期にIH葉を食う。幼虫は土中に生活するが被害は問題でない。

Pergo〆硲 Pα′z'?os"s RedLmbachm 葛北イ ン トとパ キスタンに分布 し、

Q 雄γczfs乙“ご"“& たり加川 "Psg 救わαm 〆",S たの eα 知友′s顔 Zzz跡白鷹

“ての‘ればα77αなどの広葉樹の菜を食う多舎日生の害虫で、苗木から大径木

まで加害する。インドでは Z,テ'mm" α7m に激しい被害を発生させる

こ とが あ る。 D 一如〆秘s Boileman は 隷mm ム〃〃須山‘7“ と Z izyp膚ぞs

'“""川名“" の葉 を加害す る多食性のゾウムシでインドにいる。

産め′sの“"s‘〃ce“α Fab1icius は 中 部 と 南 イ ン ドに 分 布 {ハ パの ""

cyα77ゆ毎"αとチークを含む広楽観の菜にかなりの被害をあたえる。雌

は寿命が長く、i,000卵以上を産み、粘着膜で覆う。楯化幼虫は葉を巻

いて摂食 したあ と落下 して土中に入って各位!種の細根を食っ。

劫少の解醗ゞ鮒と′〃'′ぞ〃、ws Fabn 肌ヱ詰まイン トやマラヤなど東洋区に分布す

図燭…iO Hypomeces もguamOSUS

(体長的 13mm)(Ka15r・oven より)
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る。成血は体k約14mm、光沢ある繰色粉壮の鱗毛に履われた矩吻のゾウ 

ムシである．幼虫は上中で草や漏木の根を食し、そのまま姉化する。 と 

きに陸稲、トウモロコシ、サトウキピ、タパコなどの農作物を加害する． 

成虫はときに大発生し、多食性で広葉樹の若集を外方から内方に食い、 

I日葉では勲鳳間の軌らかい組織だけを食う。激しい被斗菓は糞などで汚 

される。成虫の加害樹（」A eacia auncu/aefonnis,A 比,.aS zo加'a. AI 

んzk ル!ca加γ加，Aleunte montana, Arlocaゆ1's ,nftgro, Bonthax 

,ua(aharicu,n, Cassso 爪into, Casuanno eqn;selifolw, Ceida 加”・ 

m "din, Ji'uca加/us torell,ana, I汝”dersza bmy/e;wna ，ゴ ム ノ キ， 

女gen1romasptrio文7，マンコ，Pbなq“加m gu/ta, /セ,om,pus mdZC?45, 

チークなどである．この種類はマラヤに極めて普通で、しはしは尚畑で被 

害をあたえる。んdo;nws crelaceus Faust はインドで桑川植I勿の 

Ranu“孝a の重要食葉性害虫で各種広菓樹につさ、林木ではBoinbat 

,nala加,kurn, Moflis Spp ，チークが記録されている．成血ml吻で集 

に穴をあl’て“l撤を摂食十る。被害菓は萎れたリ毒葉する．Lゆ,・0p1(s 

au,ovittatus IJeller は市インドに生息し、成虫は体長12 -14”で細長く、 

Mu●に淡緑色の細い稿をそなえている．成虫'S各種の広集樹の菓を摂食 

し、Sa,gtaIw,, a/hun,とチークの葉を加省することがある．L . ciめ雄ah 

lorusWI司cinanu は東インド、東ノf寺スタン、ミャンマー、マラヤに分 

布する。成虫は各種の広菓樹の葉を機食する．コーヒーと茶の魯虫で、 

Sanwnetz sama”とゴムノキも加官する。L /ateraln Fabricius は北イ 

ンドて、ミvンマー、タイに分布する．成虫‘」細jr<く縁色で側力に談色の 

帯をそなえる．各I●の広菓相につき、茶やA/cnn/es fore/u. A uton. 

mm . Il切”bat inc/a加, icuin，チークをどを加害樹とする．Mv/lot e;ii.s 

ant/ge,,;ゆusl,ek,/us Faust はインドに広く分布する。成虫は体長4 -

6．皿．知吻型で、色彩は灰Ll色から光沢のある灰色がかったピンク色て、 

上甥にIi恐亀がある。成虫は多くの広葉樹の集を食う．ときにI加I加γ 

gtO S・$500 を激し く加害する．a75U4rIHa eqRise妖,Ito，マンコ， 
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る。成虫は体長約 14mm、光沢ある緑色粉状の鱗毛に覆われた短-吻のゾウ

ムシである。幼虫‘よ上中で草や潅木の根を食し、そのき、ま獅化する。と

きに陸稲、 トウモロコシ、サトウキビ、タバコなどの農作物を加害する。

成虫はときに大発生し、多食像で広葉樹の若葉を外方から内方に食い、

旧菜では葉脈間の軟らかい組織だけを食う。激しい被告業は翼などで汚

され る。 成 虫 の加 害樹 は A‐rqczα α"/"" 超釧ひ榊 zzs, 月 c毎姫 2ゆ 〆",/1/

加2j‘z超 に"彰“",A 卿 似 顔 〆mm 〃“",A “om 中郷 マメ理解 , βの?の鋼

“乙似"卿 “αのれ,C 口ssm 短 ridα,Cos 捌 '酬 fz eQmse 姉鰯班 ,C 蹴れ カeか

超J僻 地 , 激 化α△の殻s′のせZ/?僻粥 , だれ“森 鴬賜 るたけ/gi惚“仏 ゴ ム ノ キ ,

Lα郡 邪‘加川粥 中件のsα, マ ンコ ,Rzz 加(7z“"'“ gz′"", 理 のりじのめ"s ?7可 に法~

チークなどである。この種類はマラヤに極めて普通で、しばしば菌畑で被

害 を あ た え る。おz‘Zoi彬αs c'ば解憐ば Faust は イ ン ドで 薬 用 植 物 の

尺""wo 於" の重要食葉一生害虫で各種広葉樹につき、林木では βo′稀 L々

'11‘z命むの無 {m,Moms spl), チークが記録 されている。成虫は口吻で粟

に穴をあげて組織を摂食する。被害葉は萎れたり落葉する。乙じかけ戊△

僻 m 坊“αお郎 Heller は 1方イン ドに生息 し、成 虫は体長 12~14 ー1で細長 く、

黒地に淡緑色の細い縞をそなえている。成虫は各種の広葉樹の葉を僕食

し、S〃〃′〃//′ii"才偽′〃〃 とチークの菓を加害することがある。乙,じか〕馳功

わr′‘5 W1edcmann は東 イ ン ド、 東パ キス タ ン、 ミャンマー、マ ラヤ に分

布する。成虫は各種の広葉樹の葉を一笑食する。コーヒ と茶の害虫で、

S似れ"7乙班 sの""“ とゴムノキも加害する。乙 如加川′2sFal)r]cms u 北 イ

ンドて、ミrンマ一、タイに分布する。成虫は細長く緑色でイ貝リブパこ淡〔もの

帯 をそなえる。 各種の広葉糊 につ き、茶や 4 卿α"ゐルメメ??,/1 7〃〃“

′"'?α,Zヲのめ‘ば “mAzb の照りね, チ ー ク な どを加 害樹 とす る。ハイ''/‘oce“△

′‘“‘Jぼけ'中総力‘≧"′に~ Fausl は イン ドに広 く分布す る。成 虫は体‐長 4 ~

6mm、宝田吻型で、色彩は灰白色から光沢のある灰色がかったピンク色て、

」-畑には黒斑がある。成虫は多くの広葉樹の葉を食う。ときに D〃あげ

夢α s7ssoo を 激 し く 加 害 す る。 C"w" “〃" だ偶 浴綿脆 卿 ,マ ン ユ

ー-23-



乃z,ゃhis's nauriiwna か被告木としC-記傑さit,j か綿、果Ill1 民作物 

のw虫としても知られている．功虫日土中にいて苗木の細恨を食う．威 

虫は4 月に出現し、」中に産卵する．I●：代長は妬～60 Hで、年5 世代以 

上を繰り退す．北インドでは幼血で鶴冬する～ Pettofratheks a‘加S 

Pazcoe と R かI加s Faust はインドに生息し、威'Itはプークの某を加 

害する。Phyloscaphws inangidan, Olivier 仕市アシγに広く分布し、 

成血は灰色あるいU淡掲色、上姐には2個の自色血敏かあり、その間に 

暗色の帯がある。草や此ネを合む各種の植物につく。インドでは 

zlay/unパ,nato',!mm を、ジャワではCe.加加”血”dm，ゴムノキ，サ 

ト ウキピに最も 多い食葉虫である．1lInymecus circiondalus 

Wiedemaun の成虫かイントて乃2ゆJiltS 1111111) PIFUIWIの県を TI , i s加('a 

Maishallの成虫か I●II＆リgin slcsoo．乃2‘ゆhIかlila,,, 1/lalulの葉をそれそ 

れ加二‘十る。 1）功/2SOflC?llt gii'bosns Ma,sh;,JJ は北イントに牛息し、成 

血l士灰柵色で黒川かあリ、J'i)lifs I tnhuighii の菓を食い，幼血は十叶に 

根を加にI，する。 

S）チョウ目（鱗耕月）Lepudopしon (lAoしlus, butterifes) 

完全変態。成lii'はいわゆるチョウやガ魚である。小形ないし大形.体、 

題など全体に密なM毛と毛●そなえる．口昇は花血、樹鹿や嶋した果汁 

などの吸汁に適した長い管状で、丸く巻き込土れる．梅眼は大形、単眼 

は2個かまたは欠く．触角は変化に富み川l捧状、鋸歯状、絢状、球押状 

あるいは羽毛状。姐は普通よく苑達するか．まれに退化し娘跡的になっ 

たリ、財では欠く種類らいる。前・後堪は験質でそれそれl対。紺脈は 

分岐した紺服と小数の横脈を持ち、種々な色彩の鱗Ilと毛に覆われる． 

前脚は退化することがある．幼血は側釧I’式で．軌部と胸部の3 環節と 

腹部のIou 節からなリ、普Mu S対の胸脚と21り対の腹脚をそなえるが、 

まれに脚を欠く秘類もいる。休表向は平滑なhのからモを密生したり較 
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為為のん"s “m〃“‘2"川z か被告本 とし「記録 され、 また綿、黒崩、農作物

の害虫としても知られている。幼虫は土中 !こいて′貯水の細根を食う。成

虫は 4月に出現し、-i中に産卵する。世代表銭36~60H で、年 5世代以

上 を繰 り返 す。北 イ ン ドで は幼 虫で熱 冬 する。おg′f(府催′ze魚“嚇そ‘s

Pazcoe と P.燃そ彰s limーst はイン ドに生 息 し、′山腹はチ …クの菜を加

害す る。 P′zyfosc呼んz‘s Z“"'想〆αm mMer は南ア シアに広 く分析 し、

成虫は灰色あるいは炎褐色、一二錫には 2欄の白色斑紋かあり、その間に

暗色の帯がある。草や {ぞi二木 を含む各種の植物につ く。インドでは

Z72y!'"婚 姻"に"幽閉αを、 ジャワでは Ce効(zp例解〃の獣 ゴムノキ , サ

ト ウ キ ビ に 最 も 多 い 食 業 虫 で あ る。役粥yme 鑓 s はγcmればの縄s

W1eden ・mm の 成 虫か イ ン トて Zだめルハ′izr′""′ノ〃〃〃の 巣 を γ /′静か"/〃

Mm …,1・allの成虫か D〃/友ノ#m m・仮),Zだ~のんず“mm ′ノmm の ~にをそれそ

れ〃-g1,する。 方ノ/′発′mm" ダルノ/mm Mdishail は北 イントにノr息 し、成

虫は灰褐色で黒斑かあ り、ルノノ小 用山川g/′〃の 1長を食い、幼虫は rib て

根を加呈する。

5) チ ョウ日 (鰯糊 目) 」epー幻 IH cra(mOL ぞ-~ butte バーes)

完全変態。成虫はいわゆるチョウやガ類である。小形ない L大形。体、

親など全体に密な鱗毛と王寺そなえる。 --1暑ヰはイセギミ、樹液や然した果汁

などの吸汁に適した良い管状で、丸く巻き込まれる。複眼は大形、単眼

は 2個かまたは欠く。触角は変化に富みキー~棒状、常歯状、釣状、喋々甲状

あるいは羽毛状。超は普通よく発達す るか、まれに退化し痕跡的にもっ

たり、雌では欠く種類もいる。前 o後燭は}朕額でそれそれ i封。蝦脈は

分岐した鞘脈と小数の横脈を持ち、種々な色彩の鱗片と稼ご覆われる。

前脚は退化することがある。幼虫は"堪気1にi式で、頭部と胸部の 3環節と

腹部の10端節からなり、普通 3対の胸膜1も 2 ~ ひ封の腹脚をそなえるが、

まれに!脚を欠く種類もいる。体表 Tデー′は平沼をものから‐左を密生したり敷
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をそなえるものまている。いわゆるクムシ、イモムシ、アオムシである。 

口器は噴咽型で強山な人あごをそなえる．陸佳で食植性のものが多い。 

幼虫の多くは植物の菓と新輸を好み摂食するが、中には茎や樹幹あるい 

は地下部に穿孔するガや敷物や衣預さらに貯毅穀物につく小ガ頬もいる． 

またアプラムシや力イガラムンなどを捕食する天敵やセミヤドリガのよ 

うに寄生性のものもわずかであるが知られている． 

(1)ハマキ /Ij' Torti ic;dae (lea frofleis) 

成虫は聞弘30mm以~のこともあるか、ほとんとは小聖。細かい鱗I'.1に徴 

われ、淡暗色あるいは陰色で黄褐色、褐色、灰色の靭紋や帯紋をそなえ 

る．触角は前趨より良く乙い．普通単脱と毛隆をそなえる。口吻は発達 

するが鱗毛はない。1竹搬は通常知く、前方に仲びる．前翅の中室は閉 

じ、第2川脈は「ト史室の最後の'/4前から山ている，幼虫は小さく、白、 

黄、紅色なと色彩に変化が多い．黴毛や剛毛のある種預では、それらの 

基部に疣や淡着色部をそなえる。全II'界に広く分布し、熱帯、亜熱帯に 

多く（」約500kiW,000仲以~か知られている。成虫の多くはタ暮と夜I川に話動 

し、静ii:時には刻を釣鉢Aに骨むものか多い．卯は球形徴小で寄生植物 

の葉上や果実の」に此下される．幼血は活発て主に菓や果実やナ，ツな 

どを食害する。集を巻いた中、鵬介中、樹皮下や割れ日などで繭をつく 

り、軸化する。幼虫が粘菓を食い落集層の分解を助ける種頬もいる。 

Adoxophye', privutana Walket は東アシアの温帯から熱帯地域に広 

く分布する。 とイロン、インド、バキスタン、マラャ、パプアから記録 

I 図ー Ii Adoxophyes privatana 

古よI)幼虫、蛹、雄成虫、敵成虫 

(Kaishovonよ り） 

話
軸
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”
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をそなえるもの まている。いわゆるケムシ、イモムシ、アオムシである。

L端綱割勘附型で強閏な人あごをそなえる。陸棲で食箱性のものが多い。

幼虫の多くは植物の葉とれテ梢を好み拝ま食するが、中には茎やキ苗斡あるい

は地下部に穿すむするガや敷物や衣類さらに貰十穀穀物につくノj・ガ類もいる。

またアブラムシやカイガラムンなどを捕食する天敵やセミヤドリガのよ

うに寄生性のものもわずかであるが知られている。

(1)ハ マキガ科 Tom ・cmを・e(lealrollels)

成虫は=絹匁、鋤nlmi;員 のこともあるか、ぼとんとは小型。細かい鱗片に後

われ、淡暗色あるいは陰色で黄褐色、褐色、灰色の斑紋や帯紋をそなえ

る。触角は荊遡ふり長くない。箸通単眼と毛隆をそなえる。ロ吻は発達

するが鱗毛はない。-ト唇髪は通常短く、前方に伸びる。前矧の-キー室は閉

じ、第 2川脈は中央室の最後の1/4 醜から出ている。幼虫は小さく、白、

黄、紅色など色彩に変化が多い。徴毛や剛毛のある種類では、それらの

基部に沈や淡肴 ( 部をそなえる。全 111界に広く分布し、熱帯、亜熱帯に

多くは約500ルー鴇 000中手UJ か′駆られている。成虫の多くは夕暮と夜間に--極力

し、静止!特には難を釣鐘仏に皆むものか多い。卵は球形微小で寄生植物

の業上や果実のJも、:# 下される。幼虫は活発て主に葉や果実やナ ソツな

どを食塾さする。柴を巻いた中、塵介中、樹皮下や割れ日などで繭をつく

り、婦ー化する。幼虫が砧葉を食い落葉層の分解を助ける種類もいる。

Adoio がり勝 れγ{ノ‘′′"“"Walk ぐーは束ア シアの温帯か ら熱帯地域に広

く分布する。 ヒイロン、イン ド、パキスタン、マ ラヤ、パプアか ら記録

図 一 1I Adoxophyes privatana

左より幼虫、蝿、雄成虫、雌成虫

(Kalshovon より)
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され、シャワでは標高1, 200 rn以Iiの高地に生息し、幼虫は多食性で各 

種の双子菓樹木の集のはか花、果実、新梢も食害する。またマラヤでは 

苗畑や造林地のコムノキ幼木の新芽や伸長したはかリの菓に絹糸を張り 

食害するため、新柑の歪みの原因となっている。インドではZiz ,hus 

mauntiana, Glycosnus 加n/ap如lla, Lan lana acuteala を加害する。 

Archゅs micaceani&s Walker はイントからシャワ、ポルネオまでの東 

洋区に分布する。変異が多く数亜種に分けられている。幼虫は菓を綴り、 

その内側で表皮と葉肉を食害する。多食性で林木ではI1eacia arabica, 

A /biz危procera, Aster, Bombay tnalabaricurn, Ba読危”dia ,"ulnea, 

Cassia ps/u瓦 セドレラ（Ce die危/004の，Claysanthemum, Da/ber 

gin sissoo, Dillenia mdica, Eugenia jombo危”α， メ リ ナ，Lan/ann 

"mたα概 Micheha champaca, Ma /to/us phiti"nensis ，マンゴ，』心I 

let/rn auricula慨 Monis Cl加,M indica, Sahx ap ,Sanalurn album, 

8n 'giuin Citnilnh?，チーク， Tiimina/ia lomenlosa, Toona cilia/a の 

集を食害し、相橘、大豆、ストローベリーなどの農作物の葉も食害する。 

Ce die瓦I九ibergia, Dillenia, Lantana -C は花や果実も食害する。 

An /ups occidental智Walsmgbarn は熱帯アフリカに広く分布し、広葉 

樹、針葉樹を食害する。広集樹では葉を巻いて摂食し、針葉相では針葉 

にテントをつくって葉を加害したリ、柔らかい新梢に穿孔する。新梢へ 

の加害は樹体の歪形のもとになる。ナイシェリアでは高所の森林帯で、 

ケニアではサバンナ森林地域に生息し、ユーカリ類の苗木、幼木を加害 

する。ウガンタでは木種の加害樹として Clilorophora exce/sa, Cup?でS 

sits lusi加inca,MLies叩515 erniE/i,乃JUtS 加liim が報告されぐいる。 

Jioniona coffecina P'hetnel は口木のチャハマキに類似した種類で、セ 

イロン、インド、パキスタン、マラヤ、ニューキニアなど東アジアに広 

く分布する。多食性で各種双子菓樹木の菓を加害」る。セイロンとアッ 

サムでけ茶樹の、インドとニコーギニアではコーヒーの、マラヤてはイ 

ンジゴのi "II c 害虫てある。Acatia nieariisii，クスノキ，Eucaりり功凸 

され、シャワでは標高1,200m 以 仁の高地に生息し、幼虫は多食料で各

種の双子葉樹木の菜のほか化、果実、新治も食害する。またマラヤでは

歯畑や造林地のゴムノキ幼木の新芽や伸長したはかりの葉に絹糸を張 r)

食害するため、新梢の歪みの原因となっている。インドでは 為2珍加s

m α"“〆2の ?α,G 毎cos'72zsか雛 郷〆夢"",L" “超?2α 解 〃‘鑓如 を 加 害 す る。

Aγc粥ps "粥αご如“2‘s Walker はイン トか らシャワ、ボルネオまでの東

洋区に分布する。変異が多く数亜種に分けられている。幼虫姑葉を綴り、

その内側で表皮と柴肉を食害する。多食性で林木では 八頭"αの惚免じα,

A/ わ22ブα Pγoc釧α,Asrer, βのi2無エ “zα彰加 " α ?児, β7!c賜 "〃dm Poかみ2m,

Cαss協 力s‘z‘卿 , セ ドレ ラ (Ce の p超′の“"),C ん沙 sml≠/?錆れ"'“,D 餌庇 r

gm szssoo, り z/解消α ?“〆化",E “#emqi のれ加 /"〃", メ リ ナ , 乙ほれ畝 ?'α

αcz‘′""ね , 脳 zcん〆娘 c/雁粥刀"ご〃, 肋『"〃房雄 〆〆 ?PP2'?破況も, マ ン コ , ルダz‘-

′8/Zz"" 班化 "/"化?, 朋 oγ離 郷る〃, ルブ zれぬ餌 ,S"/ ‘嵩 sp ,Smz α′"?“ "Z6““z.

幼弱ぎ海 m czf“粥伽 , チ ー ク ,r “〃2“?"/z"′o'牌 “′os〃,7bo'2 ‘z c毅αZα の

粂を食害 し、柑橘、大 豆、ス 1・ローペ リーなどの農作物の葉 も食害する。

Cedre ね Dα妙の郡α, 動 物 '"", 乙の"のzαで は礼 や果 実 も食害 す る。

Aiて/"無 Dα′d鰯な7無 Walsmgham 猪熱帯アフ リカに広 く分析 し、広葉

樹、針葉樹を食害する。広葉樹では菜を巻いて摂食し、針葉欄では針葉

にテントをつくって業を加害したり、柔らかい新梢に穿孔する。新ヰFデヘ

の加害は樹体の歪形のもとになる。ナイシェリアーぐは高所の森林帯で、

ケニアではサバンナ森林地域に生息し、ユー力 -月額の苗-本、勾万本を加害

す る。 ウガ ンダでは水煙の加害樹 として Cん/Dropたoγ" 桝乙引照 ,C 物γes‐

s"s /"sZ銀′zたα, 屑 (把即応′~ “??7〃", 凡 牌侍 成功 r魔 が 報 告 さ れ こい る。

層o!“"m c切先の7‘! N-etne' は ロネのチ rハマキに類似 した種類で、セ

イロン、インド、パキスタン、マラヤ、ニューキニアなど東アジアに広

く分布する。多食性で各種双子葉樹木の葉を力甘言する。セイロンとアッ

サムでは糸横の、イン ドとニュー…ギニアではコ一ヒーの、マ ラヤてはイ

ン ジ ゴの i 裏 害 虫 て あ る。 A‐α Lkzテ艦‘!mm, ク ス ノ キ ,E? ′の かPねぬ
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niuUiflora, Grevillea. robuski, Sainanea sainan,易り'giuni cionin瓦 

乙2抄hz零”minbana を加告する。Aclem 0/3?庇srna Lower はセイIコ 

ン、インド、東パキスタン、オーストラリアなどに分布し、インドでは 

幼虫がP0り'alt/na long加tIC?の若い柔らかい葉を巻き食害する。蛹化は 

巻集内で薄い白色の繭をつくり行う。オースリラリアの助zion ota 

macropetana Meyrick は各種のユーカ)類の菓や花序を綴リ普通に見 

られる。ニューシーランドに侵人定着し、幼齢の造林地で激しい被害を 

発生させ、採種園の重要害虫とされている。S/reps/crates holotephras 

Meyric k は東洋区と太洋州に広く分布し、卯は葉に塊状に産下されるd 

幼虫はユーカJ 類の葉を絹糸で巻いたり綴り合せて加害する。S 

rhothia Meyrick はガーナで苗畑のユーカリ類の重要害虫でMansonia 

alizssizna にもつく。とくにEucalyptus たreticornzs を好み、日覆をし 

た床に被害か多い。卯は菜裏に卯塊で産みつける。老熟幼虫は体長4 -

5 rnaiになり、淡黄色。頭部は黒色で体背面には黒色の鯨と斑紋をそなえ 

る。落菓層中で蛹化する。蝋は裸の淡黄色で黒紋をそなえる。 

(2)ホソハマキガ科Cochylidac 

ハマキガ利に酷似するが、前趨の第2用脈は中央室のより外方から出 

ている。噴部の毛は粗い。単眼と毛隆が存在する。雄の触角には顕著な 

親毛がある。小』思鬚は退化的である。下唇鬚は長く前方に伸びる。小さ 

な利で北半球に分布し、旧世界の熱帯にも生息する。約30属500種が知 

られている。 

Ilyalos-pila leuconeurella Ragonot はインドでlinaca屈turn occiclen 

In々 の若い果実につく。 

⑧ミノカ1斗Psychidae 

成虫は小型ないし中型、暗色。雄は超かあり飛捌できるが、断は普通幼 

虫型で無翅かあるい目痕跡的な趨をそなえ、巣筒のミノから脱出しない。 

一27 --

?“"〃班 om,G だ 〃z′‘m γの 那 加 ,S のれの zm sq 加α72, 幼′の狸 "'“ α‘擁 z?zzz,

ZzzyPんz侍 榊m!川棚“αを加害す る。 Ade71s βP摺餌欄α Lower はセイロ

ン、イン ド、束パキスタン、オース トラリアなどに分布 し、インドでは

幼虫が Poかα傷み2" あれg宛 g7αの若い柔らかい薬を巻き食害する。師化は

巻菓内で薄い 色の菌をつ くり行う。オース リラリアの 彫りzわ"oね

加〃cmPet口“"Meyrlck は各種のユーカ リ類の葉や花序 を綴 り普通に見

られる。ニューシーランドに侵人定者し、幼齢の造林地で激しい被害を

発生させ、採種園の重要害虫とされている。S′γゆ櫛“昭es卿わ′ゆんなzs

Meynck は東洋区と大洋州に広く分布し、卵は葉に塊状に産‐Fされる

幼虫はユーカ リ類の葉を絹糸で巻いたり綴 り合せて加害する。S

γ/zofね7α Meyrick はガーナで苗畑のユーカ リ類の重要害虫で 掴α“sのzm

濯ご?ss≠'′2αに もつ く。 とくに Ezにα夢弱2‘s feだすzcoγ川s を好み、 日覆をし

た床に被害か多い。卵は柴裏に卵塊で産みつける。老熟幼虫は体長 4~

5"mになり、淡黄色。頭部は黒色で体背面には黒色の敷と斑紋をそなえ

る。落髪府中で鰯化する。堀は裸の淡黄色で黒紋をそなえる。

(幻ホソハマキガ本土CochyIK1ae

ハマキガネミーに酷似するが、前期の第 2月寸脈は中央室のより外方から出

ている。隙部の毛は粗い。単眼と毛隆が存在する。雄の触角には顕著な

繊毛がある。小′偲頚は退化白ケrある。下唇髪は長く前方に仲びる。小さ

な科で北半球に分布し、旧世界の熱帯にも生息する。約30属500種が知

られている。

自知 わゆ "α 卿′の“額γ〆/" Ragonot は イ ン ドで A “鑑好め ?mz occzde 〃-

如毎 の若い果実につく。

(3)ミノガネ・÷Psychidae

成虫は小型ないし中型、暗色。雄は趨かあり飛則できるが、雌は普通幼

虫なりで無嬢かあるいは痕湖,白くJな燭をそなえ、巣筒のミノから脱出しない。
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頭部の毛は粗い。推の触角は櫛歯状。ロ吻、小腮髪、下唇鬚は痕跡的か 

欠く。卯は薄く鱗状で休毛とともに産下される。幼虫は剛毛を疎生する。 

植物の葉や小枝あるいは土や塵芥などを表面に付着させたミノ内に生息す 

る。雄のミノは雌のものより小さい。幼虫（」ミ／の前方開口部から頭部と 

胸部を出して移動しながら、葉、花、樹皮を摂食し、後部開口部から脱 

糞する。老熟するとミノを植物に固定させて蛹化する。雄はミノの下部か 

ら羽化脱出する。雌はミノ内で飛米してきた雄と交尾し、内部に産卵する。 

全世界に広く分布し、約100属6,000種が知られている。熱帯地域では苗 

畑害虫として恒常被害か発生しているようである。 

Acanthopsyc/18 reinien Gaede は熱帯アフリカにいる多食性のミノム 

シで各種双子菓樹木の葉を加害し、ケニヤでD'don翫regia に激害があ 

った。またナイジェリアではCasuarim eqw2se1ゆha 苗木と冴齢木に被 

害が発生した記録がある。Crypto/Izelea ルnodi Heylaerts は」ナノ、ラ砂漠 

図-12 小枝を食い切り食菓するCryptothelea 

junodi、 老熟幼虫の体長は約27mm 

(F3eeson より） 
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頭部の毛は粗い。雄の触角は櫛歯状。口吻、小膿疑、下唇婚は痕跡的か

欠く。卵は薄く鱗状で体毛とともに陛下される。幼虫は剛毛を疎生する。

植物の葉や小枝あるいは土や塵芥などを表面に付着させたミノ内に生息す

る。雄のミノは雌のものより小さい。幼虫はミノの前方開口部から頭部と

胸部を出して移動しながら、葉、花、樹皮を摂食し、後部開ロ部から脱

糞する。老熟するとミノを植物に固定させて師化する。雄はミノの下部か

ら羽化脱出する。雌はミノ内で飛来してきた雄と交尾し、内部に産卵する。

全世界に広く分布し、約 100届 6,000種が知られている。熱帯地域では苗

畑害虫として恒常被害か発生しているふうである。

Acαれf卿 Psyc彰 だ;欄の Gaede は熱帯アフリカにいる多食性の ミノム

シで各種双子葉樹木の葉を加害し、ケニヤで DBわ"なフ〃g‘" に激害があ

った。またナイジェリアでは Cαs棚“72α eqr‘2sBMo‘m 苗木 と壮齢木 に被

害が発生 した記録がある。 C7y影o"ze彰αル“odz Heylaerts はサハラ砂漠

1IL′・..・..・'.・・1.L‐111

図… 12 小枝 を食い切 り食禁ずる Cryptothelea

Junodi、老熟幼虫の体 長は約 27mm

(Beeson より)
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以南のア7リ力のサバンナ森林でAcacia mearnu, A dealbala の葉を 

加害し、Waittle bagwoirn と呼ばれる。これは多食性てアカシアのほ 

かにaゅressu.s lusdan ice や各種のユーカリ類も加害する。若齢幼虫 

は柔らかい葉を食害し、ナイシェリアでは高地乾燥地域の若いユーカリ 

造林地にしばしば大発生する。ウガンダで目 Acasia delbata と各種の 

ユーカJ 造林地で局所的であるが大発生する。両地域の重要害虫であり、 

多角体ウイルスによる生物防除が試みられたことがある。C cervina 

Di uce は熱帯アフリカに広く分布し、多食性であるが、ギアナのサバ 

ンナ地域のEucalyplus carnalditleinsa, やウガ ンダの a ゅressus 

lusilan ice と C semervirens に多い。C rougeoti Bourgogne はウガ 

ンダやケニヤの Acacia mearns航 ユーカリ類，C ゆressus lasl危mica 

の造林地の害虫で、街路樹のSc/anus molle にも普通にみられる。 1 

齢幼虫目風で分散する。C cram en Westwood は東洋区西部のセイEl 

ン、インド、パキスタンに生息する。大型のミノムシである。幼虫は多 

食性でAuicia arabica, A (,alechu, AIhism spp ,Alseoda/ihne seine-

C?))p加lie,Antigonon lepl叩us, A ルniisIa v匠gans, Bisdiofia 

javanica, Bombas nia加bancuni ，ク スノ え-え, Cassia, モクマオウ， 

Eugenia, Lageistroerma in請ca, Li/sea pa加I/ia, San Ia lunia/hurn, 

Shore?! , ohus Ia, 7りl)I0)7 )IdItS md / (/ a, チ5,ノ キ， 7しIll//Iah" 

どhebula の葉と柔らかい樹皮を摂食し、イントてl」重要害虫にされている。 

C Ca)??習ala Sneiien は東洋区に広く分布する大型のミノムシで、ミノの 

一
 

賞：多 

Ei1 - 13 Cryptothe!ea variegata 

雄成虫（開張約40mm)(Kalshovenよ り） 
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以南のア フリカのサバンナ森林で 4ご"cm フルβ〃 '?zz,A ‘を煽ご'"‘" の葉を

加害 し、 W′alme bagwolm と呼ばれる。これは多食 1斗-てアカシアのほ

かに CifPress"も飯"奴"ぜ釦 や各種のユーカ リ類 も加害す る。若齢幼虫

は柔らかい葉を食害し、ナイシェリアでは高地乾燥地域の若いユーカリ

造林地にしばしば大発生する。ウガンダでは Acqszα庇妙α他 と各種の

ユ・ーカリ造林地で局所的であるが大発生する。両地域の重要害虫であり、

多角体ウイルスによる生物防除が試みられたことがある。 C c夢ひmo

Dmce は熱帯アフリカに広 く分布 し、多食性であるが、ギアナのサバ

ン ナ 地 域 の 劫‘cd沖ご婚 姻靴α‘"‘虚無ね や ウ ガ ン ダ の C2rprα5szfs

!rw 如れに" と C S制御好む!γ例 s に 多 い。 C のれ瞭 ofz Bourgogne は ウ ガ

ン ダ や ケ ニ ヤ の A 餌αα 加 eαγ′?s7z, ユ ーカ リ類 ,C とのγess鮮 魚 s"の“αz

の造林地の害虫で、街路樹の 毎“7‘s 7'zo舵 に も普通にみ られる。 1

船幼虫は風で分散する。 C ααmeね Westwood は東洋区西部のセイロ

ン、イン ド、パキスタンに生息する。大型1の ミノムシである。幼虫は多

食 性 で A‘鑑海 α雁脱c〃,A cの沈々2‘,A 妙 /zm spp ,AZS βodゆれれe sem 『

mm 赤 虚α,A 鰯増の?の2‘ePZOかば,Ar 厄 〃乙srq z〃姿α“$ β7sc/ぞ〆郷

煎り"摺餌 ,Bo? 児盤ば 留口おるαrmmi, ク ス / キ ,Cqssm, モ ク マ オ ウ ,

麟堰のz解 , 乙α8ei おり87γ如 け綬にα, な お如 か〃か"′!′",S 解け"/?‘7izば加 川 ,

秘ノひだ " ノリか rふ化!,
′
方〃〃"′閉 山 は 朝 山 L′, チ ャ ノ キ , rp “〃′′′"/′"

吻ぬ"毎の葉と柔らかい樹皮を楼食し、イントては屯要害虫にされている。

C m “鍵可〃Snel1en は東洋医に広く分布する大型のミノムシで、ミノの

図 一 13Cryptothe ′ea var′egata

雄成虫(開帳約40mm)(Kdlshoven より)
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大きさは4 - 7 Cm 。イントではモクマオウ，クスノキ，Shorea robusiji を、 

マラヤてはCel加加ntandra とコムノキを、インドネシアては街路樹の 

AIbizia を、スマトラではメルクシマツを加害する。スマトラでは3 か月 

半ないし5 か月で成熟する。Kopiwne snelleni Heylaerls は東洋区に分 

布する小さいミノムシで、ジャワでは茶の害虫として知られ、マラヤでは 

ゴムノキの冉生樹皮を加害し、幼虫が樹液採取板に多数群がることがある。 

雌は羽がなく、ミノは6 - 7 nmniになる。K（功hene mooret Heylaerts は 

インドで Lagetき：troernia の食葉虫である。Mcmii加aetluops Harnpson 

は東部と西部アフリカに広く分布し、普通アカシアに多いが、ラジアタマ 

ツやCゆressus lusilamm にもつく。局所的に発生するようで、ケニアの 

マツ幼齢林に大発生があった。この時アカシアはあまり被害を受けず、西 

アフリカ地域まで被害が波及しなかった。0読etzcrndes sierricola White 

は西ナイジェリアでユーカJ 類の幼樹に被害を発生させることがある。ウ 

ガンタではMaesopsis enunil につくが大発生の記録はない。Ptero ma 

,lagu功hieps Hampson はインドで Tarmarindus indica のミノムシと 

こフ 

図一14 Pteroma p!agioph!ops 上被害葉、下枝から垂下する 

老熟幼虫と蛹のミノ（長さ16mm)(Kalshovenよ り） 
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大 きさは 4 ~ 7cm。イントではモクマオウ, クスノキ,S たoreαγobz‘s如 を、

マラヤては Cgz飯 加川α72の僚とゴムノキを、インドネシアては街路樹の

A 妙高海 を、スマトラではメルクシマツを加害する。スマトラでは 3か月

半ないし5か月で成熟する。Kop膨れe s"彰解離 Heylaer縞 は東洋区に分

布する小さいミノムシで、ジャワでは茶の害虫として知られ、マラヤでは

ゴムノキの再生樹皮を加害し、幼虫が樹液採取板に多数群がることがある。

雌は羽がなく、 ミノは 6 ~ 7mm になる。 Kop 海“E2moor の Heylaerts は

インドで 乙"gerszm のmq の食菓虫である。脳αれ昭卿 解 f/zmps Hampson

は東部と西部アフリカに広く分布し、普通アカシアに多いが、ラジアタマ

ツや C"Press"s f"sifq“た" にもつ く。局所的に発生するようで、ケニアの

マツ幼齢林に大発生があった。この時アカシアはあまり被害を受けず、西

アフリカ地域 まで被害が波及 しなかった。α復すzco"Z8s sとげれco彰 White

は西ナイジェリアでユーカリ類の幼樹に被害を発生させることがある。ウ

ガンダでは 財αesop豆s e〃““z7をこっ くが大発生の記録はない。理解o“?"

〆"〆 op粥ゆ s Hampson はイン ドで 71α““αrmd?‘s i'24zm の ミノムシと

図一 T4 Pteroma ag′oph′eps 上 被害葉、 下 枝から垂下する

老熟幼虫と顛のミノ(長さ16mm)(Kalshovenより)
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して知られ、ジャワ、スマトラではAl6ma などの豆科植物の集を加害す 

る。ミノは16．ぐらいの円館形で集片をモザイク状につ‘’る．蝋化が近づ 

くと格円形に変り、枝の下方に糸でぶら下がる． 

"）ハモグリガ*4 Lyonetndae (rubbed-case, beau els) 

ツマオレカ11とらいう。成虫は徹小なガで、しばしば光沢のある色彩 

をそをえる．唄部は粗い鱗片と剛毛をそなえる．単眼を欠く。触角は基 

部に眼州を形成し、n吻は徹小か欠く。小腮製は非常に短い。ート樽財は 

tciい．後脚の那節は背緑にk刺tをそなえる，前翅は却I長く槍状で、先 

増が後方に曲る種類かいる。後超は線lkで長い操毛をそなえる。幼血は 

尉平ないし円簡状、多くの種類は葉の中に潜リ葉肉を食害するため、美 

観を損ねるか実官は少ない。全世界から約12属300極か知られている． 

Bucculizirax caierucnw Meyi, ckはイントでBo,nbar ,nalabaneu;nの 

葉を食宮する．幼虫は線色で体長6 rumに達し．管齢期は潜葉性であるが、 

成長すると葉の表山から食官する，成熟十ると葉や小枝に縦隆起線をもっ 

た舟彩の曲をつくりその巾で蟻化する．B.,nendax Meyt ickはDoルe,gw 

sI●smのハモグリカでインドから知られている．Leitco/,Ieta sphcnojjrapla 

、． ’ 

需 
岡
覇
斜
畿
器
曹
・
 

図-15 Leucoptera sphenograpta 

左被害葉中幼虫（体長4 Smn）右成虫（開張1") 

(Seeson より） 

して知られ、ジャワ、スマトラでは A肋zm などの豆科植物の巣を加害す

る。ミノは16mmぐらいのrq錐形で柴片をモザイク状につける。頬化が近づ

くと楕円形に変り、枝の下方に糸でぶら下がる。

(4)ハ モ グ リガ科 Ly{)net・ldae(r1bbed ‐case,bealels)

ツマオレ々荊ともいう。成虫は微小なガで、しばしば光沢のある色彩

をそなえる。頭部は粗い鱗片と=刷毛をそなえる。単眼を欠く。触角は基

部に眼幅を形成し、 n吻は微小か欠く。小i偲据は非常に短い。-ト唇据は

短い。後規JIの鵬頃宵は骨縁るこ長卿毛をそなえる。前畑は細長く槍状で、先

端が後方に-由る種類かいる。後燭は線状で長い緑毛をそなえる。幼虫は

扇平ないし円筒状、多くの種類は葉の中に潜り菓肉を食害するため、美

観を損ねるか実害は少ない。全世界から約 12属 300棟か知られている。

β"cc〆あわα cmZe'?} “""Meyllck は イ ン トで βのノあの '〃〆"加 “"“〃の

葉を食害する。幼虫は緑色で体長 6mm に達し、若齢期葛渚葉性であるが、

成長すると葉の表面から食害する。成熟すると巣や小枝に縦隆起線をもっ

た舟形の曲 をつ くりその rliで蝿化 する。β.“昭司αふ Meyuck は Dmbe7gm

秘ムmo のハモグ リカでインドから知 られている。 Lezfco斜め琵勢力のめ8招かず〃

図 一 博 」eucopterd phenograp d

左 被害喪 中幼虫(体長4 5mm)右 成虫(開張 7mm)

(Beeもonより)
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Meyrick は インド、パキスタンに生息し、成虫の題は光沢ある白色で黄色 

と暗色の斑紋をそなえる。幼虫は淡緑色で頭部は談褐色～ J)a/加rgw sts 

500の重要なハモグリガで、卯は菓の裏面に産みつけられ、解化幼虫は葉 

内に潜り込み、全長約2 cmクH山がりくねったシミ状の食痕を残す。老熟 

幼虫は葉の上表面に出てきて、光沢ある絹糸で覆いをつくり蛹化する。被 

害葉は曲り落葉する。イントのTischena p/ann jea Meyrick U Zrzyplncs 

maurit危naの葉の上面表皮に小さな楕円形のシこをつくる。蛹化は葉内 

でする。T. compta Hubner はインドのTennrno/ia chain！危 のハ干グリ 

ガである。 

(5〕ホソガ科Gi actllariidae (leafblotch miners) 

成虫は微小ないし小型で綱長い。灰色ないし掲色、あるいは銀、銅、黄 

金色など金属色の模様をそなえる。静止時には体の前方を高めている。頭 

部は通常滑らか。単眼はない。触角は細長く糸状、前姐とはは同じ長さで 

あるカ'C 基部には眼帽を欠く。口吻は良く発達する。小』il鬚は細く前方に 

図-16 静止中のホソカ成虫 

(cslRoより） 

伸びるか上向する。前通は細く、先端はときに長く尖かり縁紋を欠く。後 

翅は前翅よりさらに細く長い縁毛をそなえる。幼虫は幼齢と老齢で形態を 

異にし、はじめ頭部は扇平で、腹脚は痕跡的かあるいはないが、成長する 

と円筒形になり、頭部U 正常で腹脚はよく発達」る。全世界から約65属 

1,000種が記載されている。若幼―I:‘の多くは葉、樹皮、果実に潜り、肩平 

な大あごを刺し吸汁するが、成長するとそのままか、菓から出て葉をがじ 

るようになる。 
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Meyrick はインド、パキスタンに生息」 成虫の姫は光沢ある白色で黄色

と暗色の斑紋をそなえる。幼虫は淡緑色で頭部は淡褐色。D礎加増!αszs

sooの重要なハモグリガで、卵は葉の裏面に産みつけられ、堀化幼虫は葉

内に潜り込み、全長約 2cm の曲がりくねったシミ状の食痕を残す。老熟

幼虫は葉の上表面に出てきて、光沢ある絹糸で願いをつくり蝿化する。被

害菜は曲 り落葉する。インドの 71sc/zeγ7"〆〃“"rq Meyrlck は Z7ぇ沙ん婚

触媒窺わ72αの葉の上面表皮に小さな楕円形のシミをつくる。姉化は葉内

でする。 T. 仰創P如 Hubner はイン ドの 7をrmz'm‘zα cため 2そ如 のハキグリ

ガである。

(5)ホソガ科 G1aclllariidae(leafblotcl ・mincrs)

成虫は微小ないし小型で細長い。灰色ないし褐色、あるいは銀、銅、黄

金色など金属色の模様をそなえる。齢山崎・には体の前方を高めている。頚

部は通常滑らか。単眼はない。触角は細長く糸状、前超とほぼ同じ長さで

あるが、基部には眼帽を欠く。口吻は良く発達する。小股髪は細く前方に

図一16 静止中のホソカ成虫

(C5ーRO より)

‐{,‐

伸びるか上申iする。前超は細く、先端はときに長く尖かり緑紋を欠く。依

拠は前期よりさらに細く長い緑毛をそなえる。幼虫は幼歯と老齢で形態を

異にし、はじめ頭部は席 iFTで、腹一郎は痕勘イー(坊1あるいはないが、成長する

と円筒形になり、頭部は正常で腹脚はよく発達する。全世界から約65届

1,000種が記載されている。若幼咳の多くは葉、樹皮、果実に潜り、扇平

な大あごを刺し吸キドするが、成長するとそのままか、業から出て葉をがじ

るようになる。
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Acrocercopc latiniella Meyriekはユーカリ類のハモグリガでオースト 

ラリアに分布する。成虫は小さく、前翅は褐色で白色、金色の縦帯をそな 

える。孵化幼虫は潜葉するが、老映すると脱出して落菓層中に繭をつく I) 

輔化する。I 世代は6 ~8 週間て、 1年に数世代を繰り返す。樹齢に関 

係なく加害し、激害木の樹冠は褐変する。A. /euintnalzae Staintonはイ 

ンドのTenninaha ca lappa,Tmyi zocarpaのハモグリガで、卵は葉の表 

面に産下される。甥化幼虫（よ葉肉内に潜り込み、食害部の外皮は離札水 

膨れ状になる。踊化は加害樹の各部で完全な白い繭内でする。Cabphim 

teiratypa Meyrickはインドに生息し、幼虫はDalbergia sissooと＆zJit urn 

nab施aimの菓を糸で巻き、その表面を食害し、被害葉は萎れる。幼虫は 

驚くと糸で垂下して落ドする。CL如mophanes Meyricicはイントに生息 

し、若齢幼虫はLannea coroinandelicaの 集 中に潜り、生育すると葉上に 

現われ、葉を糸で綴リ食害する。インドではLitlioco/letes eta/na Meync!c, 

L vu-gala/a MeyncicとL. e叩Icanes MeyrickはSahx le/rasperma の、 

L zoch乃isis IVLeynckはZiiyphus maurl/eanaのハモグリガとされている。 

インドではMet harmostis as劬hac‘危Meyricicがモ クマオウの葉状茎に潜 

り、時に苗畑で激しい被害をあたえ、Phyl/ocn es/is curdl/a Staintonは柑 

橘類、Aegle, Cinnamomuenな どに、P. celronynipha MeyrickはLannea 

coromandc抗α につく。 

』l 

舞 

図一17 E3utaa ti ondosa葉上につくられたLithocofletis 

virgu/ataの潜葉痕 （日seson より） 
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Ac 殉じeγのか ねはれ?〆/"Meyr1d 〈はユーカ リ類 のハ モグ リガでオ…ス ト

ラリアに分布する。成虫は小さく、前期は褐色で白色、金色の縦帯をそな

える。鰯化幼虫は潜菓するが、老熟すると脱出して落葉層中に繭をつくり

蟻化する。 1世代は 6 ~ 8週間て、 1年に数 L旦代を繰り返す。樹齢に関

係な く加害 し、激省木の樹冠は掲変する。 A.〆8“賜 ""Zzqe stamton はイ

ン ドの 7を“紛れα/zα m′"妙 Q,T ガリ7mm のαのハモグ リガで、卵は葉の表

面に産下される。鰯化幼虫は葉肉内に潜り込み、食害部の外皮は離れ水

膨れ状になる。師化は加害樹の各部で完全な白い繭内でする。C郷o髭"迄

海‘m かPα Meyri ぐ膿まイン ドに生息 し、幼 虫は Dq 始めぢ7α szssooと鰍か"粥

seb宛〃““の葉を糸で巻き、その表面を食害し、被害葉は萎れる。幼虫は

驚 くと糸で垂下して洛ドする。C 物鰯ヱop加欄s Meyrlcl〈はイントに生息

し、若齢幼 虫は Zαれ欄α coγ鯛 2"“吻勿 "の票‘11に潜 り、生育すると葉上 に

現われ、葉を糸で綴 り食害する。インドでは Lば/mco/′郷ぉ zzei“"Meyr1ck,

L ひ"皆"殻 r"Meyrlck と乙 .BDP/超れes Meyrick は Sα麻 嫁 沼ゆ eγ粥αの、

L zoc′2け s!s Meyr1ck は れ zy力ね"s 用α′‘γ汝の '研 )ハ モグ リガ とされてい る。

イン ドでは脳“ル鯖“?僻総 αsqp/iQぞ‘ね Meyrick がモクマオウの葉状茎に潜

り、時に苗灯ーーで激しい被害をあたえ、P毎"oc形山s d/だ′如 S1amton は柑

橘 類、 Aeg ね C 痴れαm の〃miz な どに、 P. α身の汐〃2P′雄 Meyrlck は乙の ?“〃"

のγの“"" 〆α産卵 につ く。

図 一打 Butea fーondosa 薬 上 につ くられ た Lーthocoi′etーs

vげgu!ataの潜葉痕 (Beeson より)
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(6LXガt-F Yponomeulidac (ermine moth) 

成虫は微小ないし小型、翅の開張は12-30mmで美麗な色彩をもった 

種類がいる0 頭部は滑らかで毛隆をそなえる。単眼は小さいか欠く。触 

角は基部にしばしば櫛状の毛をそなえる。小聡鬚は退化するか欠く、下 

唇鬚は細く滑らか。翅は幅広く、前趨は縁紋をそなえ外縁が丸い。後翅 

は短縁毛をそなえるか、槍状のものでは縁毛を欠く。幼虫は裸休で微毛 

が牛え、単独か巣内に群生して食葉する。全世界から約40属1,000種が 

知られている。 

懸
 

図118 静止中のスカ成虫 

(C引P0より） 鵬
 

2 0 mm 
望、 

A /twa 血bitt ic/la Swederus は 南インドに普通で、ポルネオにもいる。 

インドではAtlant/uis etcclsaを最も好み、Boswcllea serrataやSan Iti It??)? 

albumにもつく。卯は寄生樹の菓裏に1ないし数個ずつ産下される。幼 

虫は体長約20mmに達し、緑灰色で談色の帯をそなえ、疎な白色の小脅 

から生えた知毛がある。菓や新梢を綴った巣中にI詳生して食害し、蛹化 

は巣の中で透明な,り形の繭内で行う。 ］年約9 世代でA dan/u,造林地に 

激しい被害をあたえ、幼木を枯死させることがある。冬期間に寄生性コ 

パチの1種(Bmc如in aria nゆ加nlidis Gahan）の寄生率か高くなる。 

Apl儒tidal/a Fabriciusはトリニタードで＆niaruba amat',lの菓を食害す 

る。Elhmia sys/ema/ca Meyrickは双子葉樹木の菓を加害する多食性 

の種類で、成虫は淡灰色に黒斑のある趨をもっている。イントではチー 

クやAtacia /auc"l,oleaの害血で、幼虫は被害葉の主脈に葉縁を引き込 

んで巣をつくリ、その巾に群生する。驚くと巣の向端の開口部から地而 

に重下する。繭は巣内につくる。 
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(6)ス ガキート Ypono1neuLidac(ermine moth)

成虫は微小ないし小型、燭の開張は12~30mm で美麗な色彩をもった

種類がいる。頭部は滑らかで毛隆をそなえる。単眼は小さいか欠く。触

角は基部にしばしば櫛状の毛をそなえる。小=患蛋は退化するか欠く、下

唇霜は細く滑らか。棚は幅広く、前期は緑紋をそなえ外縁が丸い。後期

は短縁毛をそなえるか、槍状のものでは緑毛を欠く。幼虫は裸休で徴毛

がノ「え、単独か巣内に渚生して食葉する。全世界から約40層 1,000種が

知 られている。

園 -18 静止中のスカ成虫

(CS-RO より)

月"g〃αたり"Lze/超 Swederus は南イン ドに普通で、ボルネオに もいる。

イ ン ドで は Az/ の"/z?△ etce為αを最 も好 み、丑ひgw α′zαふαメメロたzや & “""/zf'〃

"Zゎ潜れにもつく。卵は寄生樹の栗実に 1ないし数個ずつ産下される。幼

虫は体長約20mm に達し、緑灰色で淡色の帯をそなえ、疎な白色の小続

から生えた勉毛がある。葉や新梢を綴った集中に群生して食害し、姉化

は巣の中で透明な秀一形の繭内で行う。 ]年約 9世代でAz勿77ムハ造林地に

激しい被害をあたえ、幼木を枯死させることがある。冬期間に寄生竹コ

バチの 1種 (& “c/ゅ〃2Bγノα“ゆ卿“′zd7s Gahan) の寄生率が高 くなる。

A か照沼〆/"Fabrlcius は トリニダー ドでS熔解れ心αα用僻むの葉を食害す

る。蕩々'}2m 艶々''?mm Meyrlck は双子葉樹木の葉 を加害す る多食性

の種類で、成虫は淡灰色に累犯のある燭をもっている。インドでロチ一

クやA乙"cm /g7ずの〆′o迄αの害虫で、幼虫は被害葉の主用Kに柴緑を引き込

んで巣をつくり、その中に群生する。驚くと巣の百M端の開 LI部から地而

に重‐下する。繭は梨内につ くる。
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(7）マイコガ科Heliodinidae (sun moib) 

小型。成虫は陰色で光沢ある玖「紋をそなえた種類かいる。頭部IJ滑ら 

かで毛隆はない。単眼をそなえ、触角の基節には櫛状の毛を欠く。日吻 

は長い。小聡鬚は短く、下唇鬚は上向し、未端節は尖がる。後脚の輪生 

刺は長い。前・後翅ともに細く槍形。静止の時には中脚または後脚を上 

げるか側方にひろげる。幼虫は食葉性か肉食性である。全世界から約70 

属350種が知られている。 

Yzeroinant番 laりis危Meyrickの幼 虫は9 mm に成長し、品lileic/zera 

/ iijugaの葉を巻き込み摂食する。蝋化は葉上で透明な繭内でする。イン 

ドぐはラック生産木の害虫である。 

(8）ノ、マキモドキガ科Glyphipterigidae 

小型。頭部I」滑らか。まれに毛隆をそなえる。単眼はある。小腮鬚は 

小さく不明瞭。翅は幅広い。下唇髪は鱗片かあり上向する。成虫のほと 

んどは昼間活動する。分布（J広く約40属400種が知られている。とくに 

オーストラリア、ニュージーラントに多い。 

An//o15h而aegy/)Iea(a Zellerはインドとパキスタンで各種のPicasの 

葉を食害するが、Sizorea iv bus/aにもつく。幼虫は若菓上に絹糸で巣を 

つくリ加害する。Fztus hengalenszsで け新しい気根を食害するという。 

Bram加にはFmsやCon/iaを加害する食菓虫がいる。Phycodes iadzata 

Ochsellhermer はセイロン、 イ ンド、バキスタンに分布し、j 'zcus 

gtome ia/aやその他のFt CUSの若い集を巻き、表皮を食う。幼虫は体長25 

I-OLDに連し、黄白色、体側には不連統な幅広い黒帯をそなえる。桶は絹 

糸で被覆する。 

(9）ヒロバキバガ引 Xyloryclidte 

成虫は小型ないし中型で、キハガ利に似ている。頭部は滑らかで、毛 

降かある。甲眼はない。触角の基部には櫛状の1」を欠く。小腮髪は3 '-' 
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(7)マイコガネ;トHel1odulldae(sun moもh)

小型。成虫は陰色で光沢ある斑紋をそなえた種類かいる。頭部は滑ら

かで毛隆はない。単眼をそなえ、触角の基節には櫛状の毛を欠く。 LI吻

は長い。小 i総括は短く、下唇祭は上向し、末端節は尖がる。後脚の輪生

=ミリは長い。前 d後報ともに細く槍形。静止の時にはlit脚または後脚を上

げるか側方にひろげる。幼虫は食葉性か肉食性である。全世界から約70

属350種が知られている。

"z桝 o柳のzお わり」s卿 Meyrlck の幼 虫は 9 mm に成 長 し、 Sc/‘/雑物の惚

かけ2懲αの葉を巻き込み損食する。姉化は葉上で透明な繭内でする。イン

ドではラック生産木の害虫である。

(8)ハマキモ ドキガ科 G1yIJhlpterlgldae

小型。頭部は滑らか。まれに毛隆をそなえる。単眼はある。小〆1懇緊は

小さく不明瞭。綴は幅広い。下唇繋は鱗片かあり上向する。成虫のほと

んどは昼間活動する。分布は広く約40尾 400種が知られている。とくに

オー ス トラ リア、 ニ ュー ジー ラ ン トに多 い。

ハテ2/たゆんぞ/〃 "暖め"似α Zellcrはイン ドとパ キスタンで各種のおれ fsび)

葉を食害するが、S卿γm mも似s館にもつく。幼虫は若葉上に絹糸で巣を

つくりカーi省する。 FZL“s 彰〃gq超然 2sでは新 t い気機 を食害するという。

β削ご/?如こは霧 rm汽 Cの雑魚を加害する食菜虫がいる。弾けcodes md?" 如

ochsenhc1mer は セ イ ロ ン、 イ ン ド、 パ キ ス タ ン に 分 布 し、凡 α侍

郡のれe難解やその他の騒ごzβの若い巣を巻き、表皮を食う。幼虫は体長25

mm に達し、黄白色、体側には不連続な幅広い黒帯をそなえる。師は絹

糸で被覆する。

{トリヒロバキバガ斜 Xyloryctidde

成虫は小型ないし中型で、キバガ利に似ている。頭部は溜らかて、毛

隆かある。甲山暮まない。触角の基都には櫛状のコ」を欠く。小標語は 3 ~
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4節で、口吻基部に折リ曲りられる。 ド唇鬚は曲らず3節。後脚の腫節 

には長毛がある。趨は比較的臨広く、前翅は尖がらず、第5径脈は外縁 

に終わる。第1と第2』寸脈は広く離れている。後趣はしばしば前姐よリ 

幅広い。幼虫は苔や菓を綴り食害するが、樹皮や樹幹の樹皮下に孔道を 

つくる種類もいる。主にインド、オーストラリア、太平洋地域に分布し、 

約40属数100種か記録されている。 

Acria emargenetla Donovan は北インドとパキスタンに分布し、幼虫 

は各種の双子菓樹木の葉を食う多食性の害虫である。多くの加害樹種の 

内にチークとMOriis aibαが含まれるが、被害は問題にならない。 

Aeol-anthes sa穿Ilata Meynck はイ ン ドとバキスタンに分布し、 

（九gezvw 山the rgioides，幼請let raspernia,チー ク、Toona t?lU7tf1 な 

どの双子菓樹木の葉を絹糸で綴り食葉する。多食性の害虫である。世代 

長は季節によって異かるが年間を通じて食害する。 

⑩マルノ、キバガ利Oecophoridae 

成虫は小型。頭部は滑らか。まれに単眼をそなえる。毛隆はある。触 

角は単純、基部にはしばしば櫛状の毛をそなえる。小腮髪は3 ~4 節で 

I'吻基部上に~11リ曲げられる。下唇鬚は長い。後脚の脛節目長い鱗毛を 

もつ。翅は比較的幅広く、先端は一般に丸い。前趨の第1瞥脈は良く発 

達し、後翅の第1中脈は中室から出ている。幼虫は植物の菜を食うか、 

種子、果実や茎に穿孔する種類らいる。全“I界から約400属4,000種か知 

られ、特にオーストラリアに種類か多い。 

mp 'sofia属 の種類はオーストラリアではユーカリ類の菓に潜リ食吉す 

るが、後にこれを被覆物として利川して近くの葉の組織を加害する。 

H )加iii oJ)んIの幼虫はユーカリ類の菓裏に絹糸と虫糞で筒状の被覆物を 

つくリ、菓の周緑を加告」る。 
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4節で、 L--吻基部に折り曲けられる。下唇票は曲らず 3節。後脚の=堅節

には長毛がある。紐は比較的幅広く、前燐は尖がらず、第 5桃脈は外縁

に終わる。第 1と第 2」村川夫は広く離れている。後嬢はしばしば前超より

幅広い。幼虫は苔や葉を綴り食害するが、樹皮やキ方枠?の樹皮下に孔道を

つ くる種類 もいる。主にインド、オース トラ リア、太平洋地域に分布 し、

約40属数 100粒か記録されている。

Ac “α g''?"増加β""Donovan は北イン ドとパキスタンに分布 し、幼虫

は各種の双 -菓樹木の葉を食う多食性の害虫である。多くのカー「春樹種の

内 にチ ー ク と財のγ‘s q 卿が含 まれ るが、 被 害 は問題 にな らない。

A8o 迄'?豹βs sqg〃/"ね Meyr1cl{ は イ ン ド とパ キ ス タ ン に分 布 し、

0〃君ez72?" 〆"‘わe埋 zo7ばes,S"#r 彰粥 zspgr刑α, チ 一 ク、 To の?"" ‘z‘z粥 な

どの双子葉樹木の葉を絹糸で綴り食葉する。多食ィfLの寄り士である。世代

長は季節によって異なるが年間を通じて食害する。

(1のマノー/ハキバガキョ oecophor1dae

成虫は小型i。頭部は溜らか。まれに単眼をそなえる。毛隆はある。触

角は単純、基部にはしばしば櫛状の工をそなえる。小賜り髪は 3~4 節で

日吻基郡上に折り曲げられる。下唇頚は長い。後脚の膜i命日長い繊毛を

もつ。矧は比較的幅広く、先端は一般に丸い。前週の第 1轡脈は良く発

達し、後蝿の第 1中脈は中車から出ている。幼虫は植物の葉を食うか、

種子、果実や茎に穿ヂしする種類もいる。全 tEL界から約 400属 4,000種か知

られ、特にオース トラ リアに種類か多い。

ど?字解/z〃属の種類はオーストラリアではユーカリ類の葉に潜り食害す

るが、後にこれを被覆物として利用して近くの葉の組織を加害する。

HJ′かけ力〃〆〃′の幼虫はユーカリ類の業裏に絹糸と虫奥で筒状の被覆物を

つくり、菜の間緑を加害する。
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⑩キハガ科Ge!echiidae 

以前バクガ科といわれていた。成虫は微小ないし小型。唄部は滑らか 

であるが毛隆はある。単眼はしばしば存在する。触角は単純で、基部に 

は榊状の毛を欠く。口吻は巾庸の長さで、基部には鱗片をそなえる。小 

腮髪は痕跡的かまたは欠く。下唇鬚は3節で細長く、先端は尖かり上に 

曲る。後脚の輝節は長毛や鱗毛をそなえ、下面には毛房か粗い鱗毛をそ 

なえることがある。翅は普通第1臀脈を欠く。前翅は一般に後翅より狭 

い。後翅は通常はは梯形で、翅縁はしばしば陥入し、先端は尖がる。幼 

虫は円筒形、裸体で淡色か帯紫色、腹脚を欠くものもいる。ほとんどの 

種類は食草性で巣を紡んだり、茎や葉に潜り食害する。種子害虫もいる。 

全世界から900属4 ,000種以上が知られている。蛹化は葉上の巣内や地上 

の小石の間につくった繭内でする。 

Anarsia l山叩lila Meyl icicはインドに分布する小型のガ。幼虫は灰 

黄色で体長7 mm ~ Cassia 廊tWaの葉を綴り食害する。/1 u /C/C nap/ac/a 

Meyrick はインドに分布し、幼虫はマンゴの花序を加害したり、芽や新 

梢に穿孔する。蛹化は孔迫の先端で脱出孔をもった絹糸の被覆物の中で 

する0 接木新植地の重要害虫にされることがある。Afri曾lypku 

Meyxicic はインドでA car/a calechi‘の葉を紡ぎ食害する。A sag//ta v/a 

Meyri c Ic はイ ン ドでZuzyphus maim tiana の新精に穿孔する。 

Dichonierts endanlis Meyrlしkはインドとパキスタンに広く分布し、 

J 篇 

~~ 

I3J-19 0icliomeris erjdantcs 

上幼虫（体長約l6mm) 

下左蛹 

下右成虫（開張約19mm) 

（日eesonよ り） 
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(11)キハガ科 Gelechlldae

以前パクガ料といわれていた。成虫は微小ないし小型。頭部は滑らか

であるが毛隆はある。単眼はしばしば存在する。触角は単純で、基部に

は櫛状の毛を欠く。ロー吻はけ1庸の長さで、基部には鱗片をそなえる。小

肥髪は痕跡的かまたは欠く。下唇援は 3節で細長く、先端は尖がり上に

ぬる。後脚の願節は長毛や鱗毛をそなえ、下面には毛房か粗い鱗毛をそ

なえることがある。親は普通第 1轡脈を欠く。前糊は一般に後期より狭

い。後期は通常ほぼ梯形で、細緑はしばしば陥入し、先端は尖がる。幼

虫は円筒形、裸体で淡色か→者紫色、'腹脚を欠くものもいる。ほとんどの

種類は食卓性で巣を紡んだり、茎や葉に潜り食害する。種子害虫もいる。

全世界から900届 4,000種以上が知られている。蝿化は菜上の巣内や地上

の小石の間につくった繭内でする。

A'm 娼勿 ばzopfz友 Meylick はイ ン ドに分布する小型のガ。幼虫は灰

黄色で体長 7mm 。 C褐 szα /Zs粥幽の葉 を綴 り食害す る。!1 〃7ごねimp/ば南

Meyrlck はインドに分布し、幼虫はマンゴの花序を加害したり、芽や新

梢に穿孔する。蛸化は孔通の先端で脱出孔をもった絹糸の被覆物の中で

す る。 接木 新植地の重要害虫にされることがある,A Dを収めkz

Meyllck は イン ドで Ac口αα cαze物 "の葉 を紡 ぎ食害す る。 A sαgZf如“α

Meyrlcl( は イ ン ド で Zzz父の初鰯 '〃""“ねα“" の 新 橋 に 穿 孔 す る。

D〆c左の“e〃s endα瑠 zs MeynLk はイン ドとパキスタンに広 く分布 し、

　　　　　　　　　　　. へ

図 -19 0′chomer ′s endant ′s

上 幼虫(体長約IBM)

下左 ,輔

下右 ,成虫(開張約19M)

(Beeson より)
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Shisham leaf-rollerと呼ばれ、Dalbergia sissooG')菓を巻いて食害する。 

成血は小さく灰色ぐ、細長い翅をもち、開張は16 iii m ～老熟幼虫は体長 

25mm、少し扇‘Ilで、緑黄色か暗灰色で薄い線をもっている。頭部と胸 

部は黒色。蛹化は二枚の葉の間か地上でする。年7 世代。成虫は昼間ート‘ 

層植生に隠れ、夜間活動する。卵は1個あるいは小卵塊で寄生樹の葉の 

裏側に産みつりられる。幼虫は2枚以上の菓を紡き、その葉の内側をか 

じったり穴をあける。新葉も旧葉も加害する。時々大発生し、 7 -8 月 

に被害が激しい。趣加jima spathola Meyrick はウルシ科植物につき、 

初め若い軟らかい菓を袋状に糸で綴り合せて加害」 る。ムhmm凸 

erauopa Meyi irkはインドでButea monospermaの葉裏を加害し、葉に 

付着した紡錘形の曲内で蛹化する。Stegasta variana Meynckはインド 

やマラヤなどの東洋区に分布し、マメ利植物の葉を2枚綴リ合わせ、そ 

の中で食葉する。&issza fight/aや同属の相木に普通に見られ、マラヤで 

はグランドナッツを加害することがある。オーストラリア固有の 

Iケ0切k'h‘α 属の幼虫（おth ユーカリの葉を巻き、 稽葉問に繭をつくり婿 

化する。Teゆbase n助rovida Meyrickはイントに分布する小さなガて、 

幼虫はLannea coioniande/ica の菓を綴リ食害する。 この中で扇平な繭 

をつくり蝋化する。7' pfatyP/zrw fri Meyrirkも同じ樹種につきイントと 

パキスタンにいる。T myricariella Freyはインドとパキスタンにいて 

Tantanx ゆ加//a の菓を巻く。蛹化は他の昆虫の虫えい内でするという。 

⑩ササベリガ利 Epei ineniidae 

成虫は微小。頭毛は滑らかで、毛隆と単眼を欠く。触角は単純で櫛状 

の毛をそなえる。l1吻け鱗毛で覆われない、小』思鬚は3節、ート唇髪は3 

節で上向する。後脚艦節には全体に長い毛がある。趨け槍状。前癒は後 

縁に1～数個の突出した歯状鱗をそかえ、径分脈は外縁か、まれに趨頂 

まで伸び、中室には第4 +5 径脈の基部か存在し、中脈はない。全世界 

から6属約70種が知られている。 
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Shlsham leaf」ro1lerと呼ばれ、 D" あの宮m s岱SODの粂 を巻 いて食害す る。

成虫はノJ・さく灰色で、細長い細をもち、開張は16mm 。老熟幼虫は体民

25mm 、少し扇・平で、緑黄色か暗灰色で薄い線をもっている。頭部と胸

部は黒色。蛸化は二枚の葉の間か地上でする。年 7世代。成虫は昼撰rト

層植生に隠れ、夜Rih舌動する。卵は1個あるいは小り眼舟で寄生桂一の葉の

裏側に産みつけられる。幼虫は 2枚以」二の葉を紡き、その葉の内側をか

じったり穴をあげる。新菜も旧柴も加害する。時々大発生し、 ?~8 月

に被害が激 しい。 らの"‘Z7m sp獲物粥 Meyrick はウル シ料植物 につ き、

初 め若 い軟 らかい葉を袋状に糸で綴 り合せて加害す る。人ね′mm

のロ“卸PQ Meyllck はイン ドで及ばe〃 ''20izospeだ朔αの葉裏を加害 し、葉に

付着 した紡錘形の曲内で蛸イヒする。Sfegq綿α第“α“"Meyrick はインド

やマラヤなどの東洋区に分布し、マメ料植物の巣を 2枚綴り合わせ、そ

の中で食葉する。 Cば経m 方szm訳 )同属の樹木に普通に見られ、マラヤで

はグラン ドナ ッツを加害 する とがある。オース トラーjア固有の

Pmfo を戊為 勝の幼虫は通常ュ一力iiの集を巻き、落葉間に薦をつくり姉

化す る。 !e少んz侍α z“zpm〃?〆"Meyrick はイン トに分布する小 さなガて、

幼 虫は Lα““〃〃の′o“"〃?熊粥α の粟を綴り食害する。 この中で周平な繭

をつくり轍化する。 T 〆復飾 /zrmごαMeyrick も同じ樹種につきイントと

パ キスタンにいる。 r 加y77c〃γzg‘A7 Frey はイン ドとパ キスタンにいて

要αjimγ2ェゅ毎/超の栄を巻く。蝋化は他の昆虫の整えい内でするという。

(12)ササベーノガオョ Epe}menudae

成虫は微小。頭毛は滑らかで、毛隆と単眼を欠く。触角は単純で櫛状

の毛をそなえる。補助蛸葬毛で縫われない、イー偲頚は 3節、下唇蛋碁 3

節で上申-する。後脳切望節には全体に長い毛がある。超‘ゴー倉状。前蝿は後

緑に 1~ 数個の突出した商状鱗をそなえ、径分mには外縁か、まれに班暁

までイーilび、中茎には第 4 + 5化脈の基部か存在 し、中脈はない。全世界

から 6厄~約70種が知らォじている。
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Epnnai p/isphiloconwe Meyricicはインドに分布し、幼虫は赤褐色で 

Butca monospennaやXy/ia xylocarpaの菓を加害する。通常菓の表面で 

絹糸と糞の覆いの下で食害する。この殺いは集裏にもつくられ、小さな 

穴により裏表が連絡されている。蛹化は二枚の葉の間や葉の表而に乳白 

色で紡錘形の繭内でする。 

園マダラガ科 Zygaen旧ae (leaf siceletonizer) 

成虫は小型ないし巾型のガ。毛降は良く発達する。単眼はある。口吻 

は発達し鱗毛を欠く。触角は雌では未端に広がリ、雄では櫛歯状。小腮 

鬚は1~2 節。下唇髪は短く上向する。後脚の腫節は平滑。超は細いか、 

または幅広い。第I腎脈をそなえ、後翅の亜前縁脈と径脈とは平行に走 

り、横脈で結合する。幼血は前胸に圧蓋状の突起をそなえる。幼虫は菓 

を巻くか、裸体で菓を食べる。繭は強く細長い。成虫は昼間活動する種 

類が多い。今世界から約50属220種が知られ、熱帯に種類か多い。 

Phwida /7atnnians ATaIlccrはインドに生息し、幼虫はナメクジ状、 

鳥の糞に似た色影の毛虫で、成長すると体長12mmになり、FIn鶴 

glornerataの葉を食う。年2 世代を繰り返し、項丈な褐色の融内の前蝋 

で越冬する。7b,anのhora senzz毎alina Kol iarはインドとパキスタン 

LiJ --20 Trypanophora sernihyalina 

雄（開張約30mm）日eoson より） 

に分布し、黒色のカで、超には多くの透明紋をそなえる。幼虫はナメク 

シ様 CS /ia rcam加s/u, 7初nvnaha cilia/i加, T fomentosa, Born加ュ 

maんbanc urn LaRers/roelnea sjieczosa, Zizyp/ins rnaiiritzaiia などの各 

種双子巣樹木の菓を加害する。 
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Epzm のめ′なめ飼わcの〃α Meyrlck はイン ドに分布 し、幼虫は赤褐色で

β"解α伽oブ70speγタm や Xj′/?"湖わcなめαの楽を・加害する。通常業の表面で

銀糸と糞の覆いの下で食害する。この覆いは禁裏にもつくられ、小さな

穴により裏表が連絡されている。姉化は二枚の葉の間や葉の表面に乳白

色で紡錘形の繭内でする。

回マダラガチョ Zygaenidae(leaf 詠 c]etonizer)

成虫は小型ないし中型のガ。毛隣は良く発達する。単眼はある。口吻

は発達し麟毛を欠く。触角は靴では永端に広がり、雄では櫛歯状。小一際

顎は 1~2 節。下唇脹は短く上尚する。後脚の雁節は平滑。趨は細いか、

または幅広い。第 1腎脈をそなえ、後難の跡前緑脈と才量脈とは平行に走

り、横脈で結合する。幼虫は前胸に圧謙状の突起をそなえる。幼虫は葉

を巻くか、裸体で葉を食べる。菌は強く細長い。成虫は昼間活動する種

類が多い。今世界から約50届220種が知られ、熱帯に種類が多い。

P肋 "〆" 月々′附加欄 Walkcr はイン ドに生 息し、幼虫はナメクジ状、

鳥の糞 に似た色彩の毛虫で、成長する 体長 12mm になり、凪ms

g/o7“の裸加の葉を食う。IF2 世代を繰り返し、頑丈な褐色の曲内の前蝿

で越冬す る。 7力めのぞop物〆"se “7z旬'α′z'2α KO1 疑rはイン ドとパ キスタン

図 一 20 丁rypanopho 「a sermhya 鵜沼

雄 (開張約総 nm)(穣ecsonより)

に分布し、黒色の力で、溺には多くの透明紋をそなえる。幼虫はナメク

シ 様 で S卿〆@" γひろ′rふたz,7 を溺伽 2郷 zα 似顔 J卿 ,T /の7?F“′◇泌 , βの吻αュ

欄α‘の "γ似ィ“?,Lq 懲 's穿僻 m‘‘z speczo 似 ,Zz 却め/〃‘s “zqノ摺 れば“" を・ど の 各

種双子葉樹木の栗を加害する。
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0りイラガ科Limacodidae (oreulal moths, slug c:aterpillar moths) 

成虫は中型。体は太短く、密毛に覆われる。毛隆と半眼を欠く。日吻 

と小』界髪は小さいか、または欠く。下唇鬚は短く、 2 - 3 節。姐は短く 

幅広い。第2中脈は中央よりかなり後から生する。前超は2 木の腎脈を 

そなえ、第2 臀脈は基部で叉状となる。後翅の臀脈は3木で、中室の基 

部に結びついている。幼虫は知く、肉質でナメクシ様、頂部に小さく、 

前胸に引き込むことができる。触角は長い。脚（ま小さいか痕跡的で腹脚 

はなく、皮膚は厚く顆粒や刺毛をそなえる。各種の樹木の葉を食害し、 

毒練をもつ種類が多い。蛹は楕円形か球形の堅い表面の滑らかな繭のり1 

にいる。全世界から約200属800種以上が知られていて熱帯に種類が多い。 

Al/lw nivea Walkerはインドからスマトラ、ジャワまての東洋区に 

分布し、多食性で各種の双子葉樹木の葉を食害し、インドでは＆m功ax 

maルbaricum, Pobロmia long加ha'Shorea rob us/a, Tei minutia 

,型hOCm加，Tloinentosaが加害樹種として知られている。シャワぐは 

標高1,700mの茶園で時に大発生する。Cheromellia ajilCata Moore (= 

Be lip加laleana Moore）はインドで各種の双子菓樹木の葉を加害し、カ 

カオ、コ～ヒー、茶の害虫として知られている。造林木てはA lean/es 

fort/li, Butea monoゆerma,戸碧伽is regea, 3ch1e1c11e7a /4)昭a, 

Toona cilia/aを加害する。体は太短く、照き脚はヒから隠され、I骨走 

するように移動する。蛹化は硬い繭の中で行う。Mルcliz ne/alma J<ol 

」
」
」
 

…m
鷺
 」

 

りり‘I－」響” 甲、“1'1ミ、 

E ]--21 Natada velutina 

左幼虫（体長約34mm）右成虫（開張64mm) 

伯ceson より） 

一40 -

{!4)イ ラガ料 Limacodidae(onen{ai motl・s, 可ug cRLcri〕dlar ‘・10日・

成虫は中型。体は太短く、密毛に覆われる。毛隆と単眼を欠く。「i吻

と小膿髪は小さいか、または欠く。下唇髪は短く、 2 ~ 3節。蝦は短く

幅広い。第 2中脈は中央よりかなり後から生する。前組は 2水の轡脈を

そなえ、第 2腎脈は基部て叉状となる。後身説の轡厭葛 3木で、中卒の基

部に結びついている。幼虫は短 く、肉質でナメクシ様、頭部は小さく、

前胸に引き込むことができる。触角は長い。脚は小さいか痕跡的で腹膜1

はなく、皮膚は厚く類粒や刺毛をそなえる。各種の樹木の葉を食害し、

青蚊をもつ種類が多い。輔は始円形か球形の1堅い表面の滑らかな歯のり1

にいる。全世界から約200嵐800種以上が知られていて熱帯に種類が多い。

A"ん雛“即卿 Walker はイン ドか らスマ トラ、 ジャワゴ、ての東洋区に

分布し、多食性で各種の双子葉樹木の葉を食害し、インドではβ鰯ゆ鍵

m α如加γz鰍 粥 ,Po 券α偽 2α わ“g 丞油α、 S卿γm m 窮鼠α, 劣の〃z‘′m/zα

myγ′ocのめα,T ‘の粥川 osαが加害 *劃種 として知 られている。 シャワ ぐは

標高 1,700m の茶園で =おこ大発生す る。 C卿 mme 肋な李に〃/"Moorp(=

ββ妙Pα超をα“"Moor はイン 1で各種の双子葉樹木の袋を加害し、カ

カオ、 コ ヒー、茶の害虫として知 られている。造林木てはA/禦が s

ルフ南 7, 抜け節 粥 o"ospe “"",./2‘g毎′s 〆egm, /2/ezc白け " ′町〃#",

の77α cぬ燭αを加害する。体は太短く、敗 肺は 1二から隠され、;賛意

するように移動する。蛎化は硬い繭の中で行う。 ~〃′〃ゐz〃磯山'ノ!!}〈o1

図 一打 Natada veluLma

左 幼虫(体長約34mm) 右 成虫(闇張G4mm)

(Beeson より)
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Ia「はイ ン ドに生息し、 多食性でBombax ma危baricum, Lannea 

coromanた！ma' マンゴ、Terminaha spp の他各種の双子葉樹木の葉 

を加害するり年1回の発生で成虫はモンスーンの初期に出現する。幼虫 

の体には分岐した毒突起をそなえるQ 蝋化はやや大きな繭の中で行う。 

Parosa lepida Cramer はセイロン、インド、パキスタン、マラヤなど 

の東洋区に生息する。多食性で各種の双子葉樹木やヤシの葉を加害する。 

7 

図-22 Panasa !epida 

左‘幼虫（体長約24 mid）右成虫（開張約3 8mm) 

(Beeson より） 

茶、 コーヒー、ココナッ、 ニッパヤシの害虫で、Acer mmpbe"ii, 

Aleaガ/es montana,Anacardijon occiden加k,Amca ゆus hirsum, 

aetea niono功erma,Flclおgんmerata,マン ゴ、Pterocarpus in読ms, 

Terminalia catappaなどの加害樹種が知られている。インドでは年3 

世代で、 1 世代長は15 -17週間である。ジャワでは海抜1,500m以上の 

ところに生息し、 1世代長は10-il週間である。卵は葉上に約6m粒を 

鱗の様な卵塊として産下される。幼虫は緑色で毒毛をそなえ、初め群棲 

して表皮を食うが、その内に穴を開けるようになる。しばしば行列して 

木から木に移動する。電話線に伝わってlOOm以上移動した記録がある。 

蛹化は樹皮上に群をなした堅い粗い繭の中でする。高木の被害は少なく、 

苗木や幼木に発生する。P. ananii Kurselの幼虫はナメクジ様で東部ナ 

イジェリアでときどきEucalyptus camaidwiensisの 幼木の葉を加害する。 

P herb勇ra Walkerはインド、マラヤなどの東洋区に分布し、幼虫は 

ナメクジ様、緑色で頭部後方と尾節に毛束が規則的に並んだ4 列と黒紋 

をそなえる。マラヤではAルurites mon加naを、インドではTとrminaha 
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larは イ ン ドに 生 息 し、 多 食 性 で Bo伽る解 燦α如卿奮%" 伽 , 乙α72728α

com 削α72de力m, マ ンゴ、 7TermZ“〃卿 spp の他 各種の双子葉横木の葉

を加害する。年 1回の発生で成虫はモンスーンの初期に出現する。幼虫

の体には分岐した毒突起をそなえる。蝋化はやや大きな繭の中で行う。

Rzz打凝α迄メメzz Cramer はセイロン、 イン ド、パ キスタン、マラヤなど

の東洋区に生息、する。多食性で各種の双子葉樹木やヤシの葉を加害する。

図 一 22 Panasa ′epida

左 :幼虫(体長約24mm) 右 成虫(開張約38mm)

(Beeson より)

茶 、 コ ー ヒ ー、 コ コナ ツ、 ニ ッパ ヤ シ の 害 虫 で、 Ace γ cm 物 彰′産す,

A′ez‘“#『榔 粥ひ"≧"“",A ‐72解αγ〆〃〃〃 occZde 可αを ,A 打ocαゆ〃s 卿 n 粥仏

β"彰α“2072ospeγ刑α,Fzcz ‘s g力榊 em 如 , マ ン ゴ、 Pie〆o餌 7P"s ばれdzc縦 ,

Terminalia catappaなどの加害樹種が知られている。インドでは年 3

世代で、 1世代長は15~17 週間である。ジャワでは海抜1,500m 以上の

ところに生息、し、 1世代長は10~11 週間である。卵は葉上に約600粒を

鱗の様な卵塊として産下される。幼虫は緑色で毒毛をそなえ、初め群棲

して表皮を食うが、その内に穴を開けるようになる。しばしば行列して

木から木に移動する。電話線に伝わってloom以上移動した記録がある。

姉化は樹皮上に群をなした堅い粗い繭の中でする。高木の被害は少なく、

苗木や幼木に発生する。Pβ加川z Kurselの幼虫はナメクジ様で東部ナ

イジェリアでときどきEmq 収め『俗 解7加′〆“誇れs〆sの幼木の葉を加害する。

P 棚効兎 m Walker はインド、マラヤなどの東洋区に分布し、幼虫は

ナメクジ様、緑色で頭部後方と尾節に毛束が規則的に並んだ 4列と黒紋

をそなえる。マ ラヤではA/禦がfes ?加川の24を、イン ドでは 71勿削ぎ""‘粥
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inynota功a を加害した記録がある。幼虫は群棲して菓を食い、 しばし 

ば行列して移動する。蛹化は葉上の丸い繭内でする。P加rinap幼on 

Karsch はウガンダでBnrttdavya nyasicαとコーヒーの葉を加害する。 

Thosea cana Walkerはセイロン、イントに生息する。セイロンでは茶 

の食集性害虫で1世代2 -3 カ月である。Cassia auncula瓦C‘声tula, 

Dalbe壕「in sissoo, Tenninalia tonientosaなどの樹木につく。T sinensi-s 

Walkerは南部、 東部アジアに分布し、多食」」で草や他の下層植生に多 

く、樹木の集も加害する。Akjirjtes ルrdu,Amon 加na ゴムノキ、 

マンゴなどが記録されている。ジャワとフィ リピンで大発生したことが 

ある。幼虫は体長25mmになり、灰緑色で変化のある色の線と毒毛をそ 

なえる。ジャワでは卵から成虫になるまで10-14週問かかる。蛹化は落 

菓層中でする。T Ii'功artita Mooreは インドでShorea rohustaの葉を加 

害した記録がある。 

（旧マドガ科Thyridtdae 

成虫は小型。麹は白色か黄色味を帯びた透明紋をそなえる。単眼は退 

化するが、口吻は良く発達する。翅刺をそなえる。腹部には鼓膜器官を 

欠く。後脚基節は2 刈の距刺をそなえる。幼虫は5対の腹脚をそなえる。 

全世界から約600種が知られ、熱帯とくにアフリ力に多い。 

Addaea trirneronalis Walkerはインドに生息し、7'ennznalta toinen 

tosa, Mallotus philt かnensisを 含む各種の双子菓樹木の集を加害する。 

幼虫は寒い時期を通して食害する。Rhodoneuia inyrsusalis Walkerは 

熱帯各地に分布する。Acliras zapota,MadJmm lat加Im, 7lmmmlm 

tomentosaな どの菓を巻いて加害する。I? inyrtaea Druryは東洋区に広 

く分布し、西イント諸島にも生息する。アカテツ利の葉を食害する。卵 

は通常食樹の菓面に産みつけられる。幼虫ははしめ赤色であるが後に黒 

斑をもった青色に変リ、体長は35mmになる。葉の先端を巻き込み、そ 

の中に与，自、する。蝋化は巻き葉内、上中、落菓層巾で蛹化する。ジャワ 
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“zy71αq物" を加害 した記録がある。幼虫は群棲して葉を食い、しばし

ば行列 して移動する。輔化は葉上の丸い繭内でする。P卿““"めepo“

Karsch はウガ ンダでβ7""〆αのα“川 s化"とコー ヒーの葉 を加害す る。

T肋 sm m""Walker はセイロン、イン トに生息す る。セイロンでは茶

の食条′糾害虫で 1世代 2~3 ヵ月である。 Cαss?""z間難船勿,C. 斥sfzdα,

Dq あのg7α szss‘)o, 筈好 '粥 'zoZZQ Zのれ8焔わ卿な どの樹木 につ く。 T s粥の乙szs

Walker は南部、東部アジアに分布し、多食1ョで草や他の下層植生に多

く、樹木 の集 も加害す る。角/粥川 es危′直す,A '〃oれ如“", ゴム ノキ、

マンゴなどが記録されている。ジャワとフィリピンで大発生したことが

ある。幼虫は体長25mm になり、灰緑色で変化のある色の線と毒毛をそ

なえる。ジャワでは卵から成虫になるまで10~14 週間かかる。姉化は落

葉層中でする。 r "ゆα“""Moore はイン ドで S卿外eα知友燈Zαの葉 を加

害した記録がある。

Q5)マ ドガ科 Thyrldldae

成虫は小型。遡は白色か黄色味を帯びた透明波をそなえる。単眼は退

化するが、口吻は良く発達する。翻刻をそなえる。腹部には鼓膜暑著目を

欠く。後i脚基節は 2対の逮回giをそなえる。幼虫は 5対の腹脚をそなえる。

全世界から約600種が知られ、熱帯とくにアフリカに多い。

Add α如 かず“惚知“餌‘s Walker はインドに生息 し、 7Tの粥β“〆賜 わme “

o班 ,脳〃/‘oZ郷 P初ゆPm 塊 zsを含む各種の双子葉樹木の葉を加害する。

幼虫は寒い =鮮明を通 して食害する。尺んo痴れβそのα粥yな郡α熊 帆/alk erは

熱 帯 各地 に分布 す る。 Adims zqporα, 屑α〆/≧“c〃 /のめ如 ,7 1の翻初雄α

′のれα'zzosαなどの葉 を巻いて加害する。尺“2y"解〃 Drury は東洋区に広

く分布し、西インド諸島にも生息する。アカテツ料の葉を食害する。卵

は通常食樹の菓面に産みつけられる。幼虫ははしめ赤色であるが後に黒

班をもった青色に変り、体長は35mm になる。葉の先端を巻き込み、そ

の中にョラ豊する。鞘化は巻き菜内、上中、落葉層中で歩液化する。ジャワ
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では卵から成虫になるまで約30日かかる。Striglina scitaria Walkerは 

イントから太洋J・Il、オーストラリアに分有iする。A lbた2a pyocera, 

Anogeissu.s lid加ha, Dalbergia la 加lia，マ ン ゴ、Terminaha hal 

lerica,為I/ia xy(acm加など各極の双子葉樹木の葉を食う多食性の害虫 

である。卯は菜の上に産みつけられ、幼虫は絹糸の巣内にいる。インド 

では3 -4 週問でi世代を繰り返し、卯期は2 ~3 日、幼虫期は12-14 

日、蛹期は6 -8 日である。 

(IQメイ fll 'l- Fyi aliclae (webw'orms, leaftiers) 

成虫は小形ないし大形。娘部は大きく、単眼と毛隆はあるか、ない。 

複眼は裸で、II吻はあるか、ない。ある場合には鱗毛を欠くことが少な 

い。前脚の樫節は葉状片をそなえる。前・後翅とも中室は閉じる。鼓膜 

器は腹部にある。全世界から約1,500属2,000種が知られている。農林業 

の重要害虫が多くいる。 

Act ho lix flav?hasahs Giien'eは東洋区に分布し、各種の双子葉樹木の 

葉を加害する。イントで（」ドアバンガ、マンゴを、マラヤではルmbosa 

jam hasに被害があった。幼虫は暗褐色で、体長25mmになり、葉を巻い 

て摂食し、その中で蛹化する。Agro tare has玩a/ate Harnpsonは東南ア 

ジアに広く分布し、フトモモ科を主にミソハギ科のLag'mloam/aなどの 

巣を綴り摂食し、その中で蛹化する。インドではSiygiuni cunzznzi, 

Loge rst roemia 加TV加ha, L ゆeciosa, Zizygium cttniiniiからの記録が 

あり、年初めからモンスーン期にかけて食菜が見られる。北部では幼虫 

か蛹で越冬する。13os Ira zjibzcalis Laderer はインドのShorea robustaの 

幼木や苗木の菓を加害する。幼虫は平滑で黒色。日中は落葉層巾に潜み、 

夜間木に昇 り 食葉 中る。蛹期は 9 月で2 週問。C/rn/cal助Ic in 

strarninalis Guen己eけインド、パキスタンに分布し、Shorea , obustaな 

どのフタパガキ科や、Lagers/roemia speciosaなとの菓を食害する。年 

数世代を繰り返す。（コthic 1610/2/el (I 61"C )iSal2S Sneilcu はイン ドで 
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では卵か ら成虫になるまで約 30日かかる。 Sとγ窓′?“"scz 超“"Walker は

イ ン ドか ら大 洋州、オ ー ス トラ リアに分布す る。 AZもぎ2彰 Pγoce泡 ,

4m 堰ezsszfs Azz狗‘2α,DQ 妙e増海 Z似先 α々, マ ン ゴ、 “沈ね2“の 2α る〆‐

‘eγ食α,X)-‘-α叉〆ocα物Qなど各種の双子葉樹木の葉を食う多食性の害虫

である。リ"は葉の上に産みつけられ、幼虫は絹糸の巣内にいる。インド

では 3~4 週間で 1世代を繰り返し、卵期は 2~3 日、幼虫期は12~14

日、師期は 6~81j である。

(1のメ イガ料 Pylalldae 幅 'e vorllls,le≧lftlers)

成虫は小形ないし大形。頭部は大きく、単眼と毛隆はあるか、ない。

複眼は裸で、【ー吻はあるか、ない。ある場合には鱗毛を欠くことが少な

い。前脚の鰹節は葉状片をそなえる。前 o後組とも中室は閉じる。鼓膜

器は腹部にある。全世界から約 1,500属2,000種が知られている。農林業

の重要害虫が多くいる。

Aeごたり′獄月" の偽物 s Guenきeは東洋区に分布し、各種の双子葉機木の

葉を加害 する。 イン トでは ドアバ ンガ、マ ンゴを、マラヤでは.厄粥ろo卿

超朋ゎosに被害があった。幼虫は暗褐色で、体長25mm になり、葉を巻い

て摂食 し、その中で師化する。 A‐gmzem 無櫛“◇如加 Hampson は東南ア

ジアに広 く分布し、フトモモ料を主にミソハギ科のLαど桝sroe蹴彰などの

某 を綴 り根 食 し、その中で踊化す る。 イン ドでは S戦g"' 〃 "‘耀 m 〃,

LQg の霊ァ僻“2郡 無 靭航o/?",L Spedos α,Z 祷階 数桝 c"“2z煽ぎか らの 記 録 が

あり、年初めからモンスーン期にかけて食菓が見られる。北部では幼虫

か輔で越冬する。βひ材摺 りiDぼαぬ Laderer はイン ドの Sたoだα rob那加の

幼木や繭木の葉を加害する。幼虫は平滑で黒色。 R中は落葉層中に潜み、

夜 間 才 に 昇 り食 葉 す る。師 期 は 9 月で 2 週間。αzr′だ"/op′em

s虜の概ねα′zs Guenee はイン ド、パ キスタンに分布 し、 Sルoだα 'ob鷹畝な

どのフタバガキネ十や、上"どじな/焔のれzα spedosαなどの葉 を食害す る。年

数 阻代 を・繰 り返 す。 C/′〃km 少 ′々ご′〃仰ごノ′s覆い Snellm は イ ン ドで
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A nogel認us Eat加ha, 7'ernuna加bet/rica Ttornentosaなどのシクン 

シ科の菓を食う。Pa加SW'i望CルIa Walkerは東洋区 に分布し、マメ科 

の菓を綴って加害する。インドではCassk, Jistulaの食菜性害虫として記 

録されている。C加hoc/es bicotor Swainsontt 日世界の熱帯から亜熟帯 

地域にかけて広く分布する。キョウチクトウ科の葉を食害し、インドで 

はOugeinia datbei曽lo ides を加害した記録がある。Glypliodespy勿α居 

Walker はインド、バキスタンに分布し、Morus atbαの重要害虫であり、 

葉を綴り主脈と大きな葉脈を残して食葉する。老熟幼虫は体長20-25mm 

になり、葉問で蛹化する。蛹で越冬する。C加坑odes stolatis Guen巨eは 

熱帯アフリカから太洋州まで分布し、nciaの食葉性害虫である。C 

りcina Tarns は熱帯アフリカに生息し、ウガンダではChiorophora cx-

celsaの 食菜性マイナー害虫である。この種はしばしばキジラミの 一種 

Pitytoケmaの虫えい房間にいて摂食し、この時たまたまキンラミを捕食 

したり死に至らしめる。Lamprosenia 危(ci i/ici加Harnpson はナイシェ 

麟麟篇麟隣縄 

り／で1曹、.4',え7二 

豊
 

図-23 Lamproserna lateriteahs 

上・中 幼虫（体長約2 0mm)下成虫（開張約2 2mm) 

(Wagne「 らより） 

144 

A720ge?ssz′s 如‘勿 如 ,7 セ削 z?77α如 6e偽 “餌 ,T わ“2靴 わs"な どの シ ク ン

シチナの葉を食う。D卿α那覇eα"廓 Walker は東洋区に分布 し、マメネナ

の菜を綴って力=′者する。インドではC餌霊α五sね幽の食栗性害虫として記

録きれている。 Gもめんロメ硲 あの′“ Swainson は旧世界の熱帯から亜熱帯

地域にかけて広く分イーラする。キョウチクトウ料の葉を食害し、イン 1で

は 02‘g鱒れわ〆"‘be増 zozdesを加害 した記録 が あ る。 G収めたodps 好めα/7s

Walker はイン ド、パキスタンに分布 し、間伊関 〆無の重要害虫であり、

葉を綴り主一脈と大きな葉脈を残して食葉する。老熟幼虫は体長20~25maI

にな り、菜間で輔化する。姉で越冬する。 G窃かzodes sf〆"′?s Guenee は

熱帯アフリカから大洋州まで分布し、Fzc‘‘sの食事き性害虫である。 G

sj濁れ"Tams は熱帯アフ リカに生唐、し、ウガンダでは C似Drop加地 81‐

cdsαの食莱性マイナー害虫である。この種はしばしばキジラミの -種

Pわめか“αの虫えい房間にいて摂食し、この時たまたまキシラミを捕食

した り死に至 らしめる。乙α粥Pγosのれα超‘のzれ(z/7sHampson はナイシェ

縁談諺鷺客軍事趣靴
　　　　　　　

図 -23 Lamprosema ′aとerr口 arfs

上 o中 幼虫(体長約20mm) 下 成虫(開張約22mm)

(Wagner らより)
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リア、ガーナの低地降雨林に広く分布し、Penocopsis e危Enの重要害虫 

である。成虫は開張18-21mm.黄褐色、翅は黄色て3 波状紋が走ってい 

る。30 -200粒からなる卵形の卯塊を菜面に産む。牌化幼虫は2枚の葉 

を組糸で綴り合わせ群棲して摂食する。被害葉は骸骨状になり褐変する。 

4 -5 齢幼虫は体長11-- 16mmになり、葉を綴り袋状の巣をつくって群棲 

し激しい被害をあたえ、この中で蛹化する。卵から成虫まで34 -45日で、 

年a -9 世代を繰り返す。 1卵塊で苗畑の6 -?か月生の苗木数木を完 

全に失菜させる。この虫の防除に天敵微生物のBacillus thuringi4525を 

用いてよい結果がえられている。Macal/a carbon加ra Meynek (= 

Lam ida carbon勇助はイントで双子葉樹木の食葉性害虫でAnogeisslバ 

ml加ha, Lagershioemia Palo加ha，マンゴ、Ternunalia behlenca,T 

torn en/osaな どにつく。幼虫は葉を綴り、その中で不規則にあるいは葉 

脈たけを残して食害し、絹糸の被覆物下で蛹化する。Massゆ加ab-

solutal?s Walkerはイン ドとパキスタンに分布し、Dendrocalanilお 

s/rictusの 食葉性害虫で、年1 世代以上を繰り返し、幼虫で越冬する。 

A1ゆJiopleryx ritodoluおa加}-lampson はインドに生息し、Ca-ssia 声tuba 

の葉や他の軟らかい部分を加害する。 2枚あるいは数葉を綴って巣をつ 

くり、その中で主脈を残し食害する。新莢に穿孔することもある。 1 年 

に数世代を繰り返す。Noo ida ノessahis Swinhoeはインドとパキスタン 

に分布し、Anogeissus tatゆhaとShorea roiwslaの他各種の双子葉樹木 

の葉を加害する。幼虫はインドでは6 ---7 月に活動し、樹皮の割れ目で 

蛹化する。0 it/zagaは東洋区の属のガで、双子葉樹木の葉を綴り、その 

中で食害する。インドでは0 mang加rae Harnpsonの他数種がマンゴ 

の葉を摂食する。また0 rhodop ti/a Meyrteldi Chukrasia tabulansの葉 

を綴リ加害する。Paゆi/a lahcosta加Gueri6eは 太 洋州 から東洋区に広く 

分布する。多食性で各種の双子葉樹木の葉を加害するが、H0/aγ所cue 

antidysenたHCaに被害が多い。成虫は白色て前翅は賞色に縁取られる。 

幼虫は体長35mmに達し、褐色で側面に黒色の唐をそなえ、群居し、昼 
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リア、ガーナの低地降雨林に広く分布し、Pe“oのかzs e々 血の重要害虫

である。成虫は間張18~21mm 、黄褐色、紐は黄色て 3波状紋が走ってい

る。30~200 粒からなる卵形の卵塊を菓面に産む。購化幼虫は 2枚の葉

を絹糸で綴り合わせ群棲して横食する。被害葉は骸骨状になり禍変する。

4 ~5 齢幼虫は体長11~16mm になり、葉を綴り袋状の巣をつくって群棲

し激しい被害をあたえ、この中で姉化する。卵から成虫まで34~45 日で、

年 8 ~9 世代を繰り返す。 1卵塊で苗畑の 6 ~7 か月生の苗木数本を完

全に失菓させ る。 この虫の防除に天敵微生物のβαc?′′2侍 偽z‘“'壌2e“szsを

用 いて よい結果 か え られてい る。肌αcの超 cのめ "新〃"Meyrlcl 〈 (=

Lの欄dαG鯖彰“晩期)はインドで双子葉樹木の食葉性害虫でAれogeissz婚

妙 味o虚β,L α座 7sZme 榊 2α力"彫琢〆遊 , マ ン ゴ、 718郡 2?“"" 海抜 “cα,T

foiize昭osαなどにつく。幼虫は葉を綴り、その中で不規則にあるいは葉

脈たけを残 して食害 し、絹糸の被覆物下で姉化する。肌嫌 ゅ棚 の‐

の‘"燦々 s Walker は イ ン ドとパ キ ス タ ンに分布 し、 DB“のり倣わ伽2‘s

s筋 czz‘もの食葉性害虫で、年 1世代以上を繰 り返し、幼虫で越冬する。

N ゆ卿少だりば〆/zodoo俗物 s Halllpson はイ ン ドに生 息 し、 C偏 sm 万鷲 7ばα

の葉や他の軟らかい部分を加害する。 2枚あるいは数葉を綴って巣をつ

くり、その中で主脈を残し食害する。新薬に穿孔することもある。 1年

に数世代を繰 り返す。No研げαたs盟友s swn・hoeはインドとパキスタン

に分布ー{ A加藤 ?撤婚姻あ卿とSん“eα 'のり硲如の他各種の双子葉樹木

の葉を加害する。幼虫はインドでは 6~7 月に活動し、樹皮の割れ目で

顛化する。 omm ぎαは東洋区の届のガで、双子葉樹木の葉を綴 り、その

中で食害する。 イン ドでは 0 2“〃“g乾焔β Hampson の他数種 がマ ンゴ

の葉を摂食す る。 また 0 舵 odopご飯 Meynck は C捌か佃 m ねるヱ‘卿・sの葉

を綴り加害する。Hzzの“αねれcosrα盤 Guenee は大洋州から東洋区に広く

分布する。多食性で各種の双子葉樹木の葉を加害するが、品o′"γ戒め2α

α鰯zdyse煽げた"に被害が多い。成虫は白色て前紐は黄色に縁取られる。

幼虫は体長35mm に達し、褐色で側面に黒色の癌をそなえ、鯖居し、昼
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間は被害葉と虫糞を付けた絹糸網の被覆物中に潜み夜間そこから出てき 

て食葉する。移動時には頭を葉から反りかえし、ガタガタと音を立てる。 

年数世代を繰り返す。Pa伽加tnargzna加Rarnpson は東南アジアに広 

く分布し、マラヤではキナノキの‘‘はまきが’’として知られ、Bombax 

malabaricurnや Lannea coroniandelicaにもつく。Pンゆita vertunznahs 

Guen巨eはアンダマン諸島、ポルネオ、スラウエシー、インド、ニュー 

ギニア、北オーストラリアに分布し、チークやBombax makbmIctirnは 

じめ各種の双子菓樹木の食葉性害虫である。幼虫は生長すると32 in inに 

達し、暗緑色で多くの黒斑をそなえる。 2枚の菓の緑を綴り合わせ、そ 

の中で食害する。インドでは年2 世代、幼虫で越冬する～ Ptonea 

aureolatzs Lederer はアンダマン諸島、インド、パキスタン、 ミャンマ 

ーに分布し、メリナ、T加ninalia ch功idaなどにつく。P /hlり叫mbtie (a 

Mo ore はインドでDen droca切nus strictusの食菓刊害虫である。Jコhoc 

ions milvtnahis Swinhoeはインドとパキスタンに分布し、チークと 

羅 

勢
 

醸
 

j-24 Piiocrocis miiv!nalis 

左被害葉上幼虫（体長約2 7mm) 

中蛹（開張約28mm) 
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間は被害葉と虫糞を付けた絹糸網の被覆物中に潜み夜間そこから出てき

て食葉する。移動時には頭を葉から反りかえし、ガタガタと音を立てる。

年数世代 を繰 り返 す。 Pαめztα mtz増加 "超 Hampson は東南 アジアに広

く分布し、マラヤではキナノキの ままき力ぞ として知られ、Bomb 倣

?〃"ね加 “c"?れや 乙α72“eα のγの〃の 2卿 Zmt こ もっ く。 Rzz肋 節 泥中伽 "m ‘2s

Guen きeは ア ンダマ ン諸 島、 ボル ネ オ、 ス ラウエ シー、 イ ン ド、ニ ュー

ギニア、北オース トラリアに分布 し、チークやβのめ解 榊αおる僻 Zcm“は

じめ各種の双子葉樹木の食葉性害虫である。幼虫は生長すると32mm に

達し、暗緑色で多くの黒斑をそなえる。 2枚の巣の緑を綴り合わせ、そ

の中で食害する。インドでは年 2世代、幼虫で越冬する。Pzoれgα

α鮒の‘煽る Lederer はアンダマ ン諸島、イン ド、パキスタン、 ミャンマ

ーに分布 し、メ リナ、 Ze“"≠カメ?α物 e卿函などにつ く。P" 卿咳翻る?〆"郷

Moore はイ ン ドで D卿αmc 〆"伽郷 szrzcz硲の食業 1害虫で ある。弾めc

γoczs 欄"““"ムs swlnhoe はイ ン ドとパ キス タンに分布 し、 チー クと

　　　　　　　　　　＼ ＼

繊
麗臓
圏
瀞

図 一 24 P"ocroc ′s miMna ′′s

左 被害葉 上 幼虫(体長約2 7mm)

中 鰯 (開張約28mm)
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a 'ssiit fishiなの葉を食害し、 1年数世代を繰り返す。乃rausta 加mー 

bucivora Mooreはインドとバキスタンに分布し、Ba,励Itsa vztなansと 

Dendroca/ainus s/rtc(usなどの竹類の葉を食う。パンシャブ地方で時に 

被害をあたえる。卵塊は寄生竹の薬に産下され、幼虫が葉を巻いて曲内 

で蛹化する。乃cans/a coc/esa/is Walkeiはイントとパキスタンに分布 

し、Bambusa vulgansとDen droca/ainus s/ic/usその他の竹類の葉を食 

う。インドネシアで目サトウキピにつくことが知られている。シャワで 

は寄生蜂がこの虫の生息密度を適当に制御しているという。P 

nwc/uoeralis Walkerは インド、バキスタンから東洋区オ・ーストラリア 

に分布するチークの害虫であり、チーク・スケルトナイザーと呼ばれる。 

成血の開張は］9~ 26mmて、前翅は黄色で変化のあるシグサグ紋をそな 

え、後趨は黄土色か赤色の線か帯をそなえる。幼虫は体長22 -25mmnに 

達し、緑色ないし褐色あるいは紫色かかり、褐色、黄色あるいは縁色の 

条紋を側縁にそなえ、 4 黒斑をもち、各体節は白色か黄色に縁取られる。 

クマツズラ科の葉を食害し、チークの重要害虫である。 1 世代は18 -H33 

日で、 1 年に10世代以上を繰り返す。成虫は夜間活動し、かなり飛翔す 

る。 1 断は数百卵を寄生樹の菜表や葉裏に産下する。幼虫は荒い網目状 

のテントの下で葉脈を残し加害する。蛹化はテントの中や下草あるいI」 

諸葉層「Ilで行う。被害樹は活力が低下し、生k量も低下する。クロスシ 

キンノメイガ（S加epic ha/tea/n Fabncios)はョーロッパ、アフリ 

力、アジアに広く分布し、幼虫は双了葉林木や濯木の菓を食う多食性の 

害虫である。 シャワては茶を、インドてはAnacai仇201? OcCIden加厄 

Lan nec corounan dc/icc, Sliorea rohus/a，ナイシェリアでLI Eucal)や[215 

cetnodora, E toret/zana,マラヤてI」Pa切utiuni gut/a, 日木ではQ(IC)' 

(US Sj)が加害柑として記録されている。産卵は葉に1粒ずつ産みつけ 

られ、幼虫は集を巻く。インドでは幼虫期は約24日、蝋期は約14日であ 

る。 ii、本神はチークのl ,&食巣性害」にある仏h/nec puem Ci ame1 

とチー ク・スケルトナイサー（乃ialista mnaIio"raius \valket ) を抽食す 
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C佃s迄乃豆“〃の葉を食害 し、 1年数世代を繰 り返す。Pym 婚姻 加フル

鰯飲めγα Moore はイン ドとパキスタンに分布 し、 Bの逆 7′煎 り?‘忽"r総と

Deヵ御 oc〆"''?縦 srγ‘山畑などの竹類の葉 を食 う。パ ンシャフ地方で時に

被害をあたえる。卵塊は寄生竹の葉に産下され、幼虫が葉を巻いて曲内

で姉化する。 Pym 婚姻 仰ご′g照応 Walkel はイン トとパ キスタンに分布

し、β〃伽卿細 り"忽の7sと Dc“〆節餌毎m 雄 s伊仙‘sその他の竹類の粂 を食

う。インドネシアではサトウキビにつくことが知られている。シャワで

は寄生蜂がこの虫の生息密度を適当に制御1しているという。P.

“?僻め e針α焔 Walkcr はイン ド、パ キスタンか ら東洋区オース トラ リア

に分布するチークの害虫であり、チーク ・スケル トナイザーと呼ばれる。

成虫の=日張は]9~26mm て、前畑は黄色で変化のあるシグザグ紋をそな

え、後超は黄土色か赤色の線か帯をそなだろ。幼虫は体長22~25mm に

達し、緑色ないし褐色あるいは紫色かかり、褐色、黄色あるいは緑色の

条紋をず1ミリ緑にそなえ、 4黒班をもち、各体節は白色か黄色に縁取られる。

クマツズラ科の葉を食害し、チークの重要害虫である。 1世代は18~33

1jで、 1年に10世代以上を繰り返す。成虫は夜間活動し、かなりヲ掩潟小ず

る。 1鮒は数百卵を寄生樹の葉表や葉裏に産‐ドする。幼虫は荒い網目状

のテントの下で葉脈を残し加害する。輔化はテントの中や1 草あるいは

落葉層 rllで行う。被害樹は活力が低下し、生長量も低 1する。クーフスシ

キンノメイガ (S/y/ゆ南 Or′〃r"/〃 Fabll ぐlus) は ヨーロッパ、アフ リ

カ、アジアに広く分布し、幼虫は双ァ葉林水や潅木の葉を食う多食1生の

害 虫で あ る。 シャツては茶を、イン ドては A77αc〃ぬ"'〃 occ辺の2粥/β,

Lα粥解α α'γの〃αi?〆だ/rm,S/ ′oフでαγり無 郷 , ナ イ シ ェ リアー はβ〃倣収野 "s

c′′“o加〆〃,E ‘or〆超 "", マ ラヤ て は Rα超卿 z〃〃2 g〃z畝 1:1くで は Q〃er

cz侍 sp が加害樹 として記録されている。産卵は葉に 1粒ずつ産みつけ

られ、幼虫は集を巻く。インドでは幼虫期は約24Fー、蝋燭=↓的14日ずであ

る。 j7、不朽;はチークの i没食某至上害虫てある /か弱〃招 か′em Cmme1

とチ ク ・スケル トナイサー (′ヤ 棚 sr"りm〈卿淑覆そ Walked を一雨fです
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図-29 Hybiaea puera 

左被害葉右上幼虫（休長約32mり 

右下成虫（開張約3日m) 

(Beesoilよ り） 

』算磐xく苫］ミで奪ミ、 

fl 肩舞 

図-26 Stylepta derogata 

左被害葉右上幼虫（体長約24mm)成虫（聞張約3 1am) 

(Kaishoven) 

るイI右ト虫てもある。Sly!epla dci ogata Fahriciiis は東‘「i4、 6')熱弗と'1ト熱 

帯地域、アフリカから東南アシア、ニューギニア、けモア、フf シー ま 

で広く分布する。成虫は開張30mm.談黄色で網口状の曜色線をそなえ 

る。幼虫目縁色で綱長く、綿の害血として知られているか、アオイ利の 

ほとんどの種類とその近縁の科の葉を食害する。Cat加pen tan di'a, 

均d」a‘・alycina, Oclironia (ago加'Sなども加害樹として記録されている。 

卯は談黄色で寄生樹の集の両面に産下される。若幼Il-kは葉を巻いた被覆 
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図 一 25 日威′aea puerd

左 被害蕪 右上 幼虫(体長約32mm)

右下 成虫(1粥票約38EM)

(Beeson より)

図 一 26 Stylepta de「ogata

左 被害薬 右上 幼虫(体長的郷′溜り 成虫 (開張約37#}"?)

(Kaー5hoven)

る有益リて もある。S/〆⑦ /"化〃¥;〃云〃Fahrlclus は束、r斗の熱唱;と神熱

帯地域、アフリカから東南アシア、ニューギニア、 サモア、フ 「シーま

で広く分布する。成虫は開張30mm 、淡黄官ーぐ細ロ.法の暗色線をそなえ

る。幼虫は緑色で細長く、綿の害虫として知られているか、アオイキーの

ほ とんどの種類とその近緑の科の葉を食害する。 Cez棚 加川α77の“,

′極 m m かメタ2仏 oc/′知ヵm ′αgop縦な ども加害樹 として記録 されている。

卵は淡黄色で寄生樹の葉の両面に産-1ぐされも。苛☆小宴は柴を巻いた被覆

-48--



物の中に群集する。生長すると分散し個々の幼虫か集を巻く。蛹化I」巻 

き葉内か土中でする。インドでは年3 - 5世代繰リ返す。卵、幼虫、蛹 

の期間はそれぞれ2 -6 , 15 -35, 6 -12日で、マラヤでは3 , 15, 7 

日である。S 玩na/is Guen己eはインドとパキスタンに分布し、成虫は開 

張約25mm,灰色て前翅の縁近くに淡色の条がある。幼虫は体長20mm 

に達し、白毛からなる房をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛 

虫てあるか、ブトウフ) ',I,虫てらあリ、Que;CKS (llc(lJlaにし・つく。幼虫の 

活動期は6 月から10月で寄生樹の集の上に集合して食害する。 

Trac加lejndza fruct2cassiel/a Ragonotは東半球の熱帯でCassw 戸5/U臨な 

どの莢に潜る。イント、パキスタン、ウガンダではかなりの被害がある。 

(I?)トリバガ科PLerophoridae (plume noths) 

成虫は小形り前翅は2本に、後翅は3本に裂ける。和名は鳥羽蛾の意 

である。口吻は良く発達し、小腮髪は微小で1節。下唇鬚は細長く上向 

する。睡節の刺は長い。幼血は比校的滑らかか刺がある。花、葉を摂食 

するが、茎や種子内て生活するものもいる。世界から約500種が知られ 

ている。 

PdbりpI'hapusd1/idh‘り必は スリランカ、イント、 ミャンマー、香港、 

ハワイ、酉イ ンド諸島、南アフリカに分布する。英名はLa niana 

plume mothと呼ばれている。 

(18)セセリチョウ科Hesperndae (slippeis) 

成虫は小型ないし中型、太短い。毛と鱗毛を密にそなえ、黒色、灰色、 

褐色あるいはrs色。頭部は大形。触角は梶棒状、先端が鉤状で尖がる。 

ド唇鬚は3 節で直線か上向する。前難の翅脈は全部が分離し、普通姐棟 

はない。阿却は良く発達する。昼間敏捷に飛翔する。幼虫は裸体で扇平 

かやや円筒形。頭部は大きく、しばしば前方に幅広くなり、対をなした 

突起をそなえる。腹脚は5 対。多くけ夜行性で各種の植物を加害する。 
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物の中に群集する。生長すると分散し個々の幼虫か菜を巻く。筋化は巻

き菓内か土中でする。インドでは年 3 ~ 5世代繰り返す。卵、幼虫、蛸

の期間はそれぞれ 2 ~ 6 、 15~35 、 6 ~12 ロで、マラヤでは 3、 15、 7

日である。 S,‘“7z"‘ZS Guen きeはイン ドとパキスタンに分布 し、成虫は開

帳約25mm 、灰色て前組の緑近くに淡色の条がある。幼虫は体長20mm

に達し、白毛からなる房をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛

虫てあるか、ブ トウクァ1 虫て もあ り、Q鵜川ハリーα1'mに もつ く。幼 虫の

活動期は 6月から10月で寄生樹の菜の上に集合して食害する。

rm ぼけZepzdzα万mm 僻駐郷超 Ragonot は東半球の熱帯で C備 sm 月山「わな

どの英に潜 る。イン ド、パキスタン、ウガンダではかな りの被害がある。

(1のトリバガ科 PLcrophorldae(plume llotlls)

成虫は小形。前殻は 2木に、後遡は3木に裂ける。和名は鳥羽鰍の意

である。口吻は良く発達し、小豚嬬は微小で 1節。下唇援は細長く上向

する。歴節の刺は長い。幼虫は比較的滑らかか刺がある。花、葉を贋食

するが、基や種子内 r〔生テ吉するものもいる。世界から約500種が知られ

てい る。

P奴籾かねど紹 P"覇"娘αの南はス リランカ、イン ト、 ミャンマー、香港、

ハ ワ イ‐ 西 イ ン ド諸 島、 南 アフ リカ に分布 す る。英 名は LanLana

plume moth と呼ばれている。

◎セセ リチョウ利 Hesper1idae(slippels)

成虫は小型ないし中型、大短い。毛と鱗毛を密にそなえ、黒色、灰色、

褐色あるいは榊色。頭部は大形。触角は梶棒状、北端が釣状で尖がる。

下唇婚は 3節で直線か上向する。前期の期脈は全部が分団Lし、普通班疎

はない。前脚は良く発達する。昼間敏捷に飛擁する。幼虫は裸体で扇平

かやや円筒形。頭部は大きく、しばしば前方に幅広くなり、対をなした

突起をそなえる。腹脚は5対。多くば夜行性で各種の植物を加害する。
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殺作物、禾木科草類、ヤシ類、豆科植物を食うものか多い。全世界に約 

500属3,000種が知られている。 

Badwnza exclarnahonis Fabitciusはインド、パキスタンから中国、 

オーストラリアに分布し、インドではAmフgeissus acuntinala, T とγ 

nnnaha belle iimはじめ多くの樹木の葉を食害するが、マイナー害虫で 

ある。Malapa ana Mooreはインドに生息し、幼虫はDendrocalanzus 

glnllIsな どの竹類の葉を巻いて食害する。 

囲アゲハチョウ利 Papilionidae (swallowteils) 

成虫は大型ないし中型。美胆な光輝色の蝶で、大部分のものは虹彩あ 

る黒色、暗藍色または青色で、鮮明な黄色、赤色、藍色などの斑紋をそ 

なえる。触角は顕著な球杵状。脚は全部発達する。麹は大形で、後翅は 

第1臀脈を欠き、しばしば尾状突起をそなえる。色彩は雌雄または季節 

によって変ることがある。幼虫は大形、肉質で滑らか、背面と側面に肉 

質の突起をそなえることがある。胸部はしばしば大形となり、背上に臭 

角をそなえるものが多い。 

C /ulase Cbha Lianaeusはスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に 

『、－' 

I/ 
、、一／一 

図-27 Graphium agarneninon 

左蛹右一幼虫（体長約40mm)(Kalshovenよ り） 
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穀作物、禾木科草頚、ヤシ類、豆矛;ト植物を食うものが多い。全世界に約

500届 3,000種が知られている。

βα〆の欄α 錆 c如?棚′2om も Fab ・lclus は イ ン ド、 パ キ ス タ ンか ら中国 、

オ ー ス トラ リ ア に分 布 し、 イ ン ドで は A れogezsszfs 解 2"?zi“"≠", 8r

′“〃m幽 晦物“似はじめ多くの樹木の葉を食害するが、マイナー害虫で

あ る。財のαPQ の徽 Moore はイ ン ドに生 息 し、幼 虫は De“のα〆α伽榔

勝泊ぶなどの竹類の葉を巻いて食害する。

(糊アゲハチ ョウ不一 Pap・lionidae(swallowtcils)

成虫は大型ないし中型。美麗な光輝色の蝶で、大部分のものは虹彩あ

る黒色、暗藍色または青色で、鮮明な黄色、赤色、藍色などの斑紋をそ

なえる。触角は顕著な球梓状。脚ば全部発達する。組は大形で、後細は

第 1腎脈を欠き、しばしば尾状突起をそなえる。色彩は雌雄または季節

によって変ることがある。幼虫は大形、肉質で滑らか、背面と側面に肉

質の突起をそなえることがある。胸部はしばしば大形となり、背上に臭

角をそなえるものが多い。

C/‘?‘ぬαじか‘7α Lmnaeus はス リランカ、イン ド、マ ラヤなど東洋区に
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図 一 27 Graphium agamemnon

左 蟻 右 .幼虫(体長約40mm)(Kalshoven より)
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生息し、成虫は趨に黒の縞と斑点があり、色彩の変化により数亜種がい 

る。クスノキ、Cinnainomuin zevianicuniなどの菓を日巾摂食する。幼 

虫は輝いた色彩で休に多くの棟をそなえる。蛹はぶら下がり枯枝に似る。 

Gnゆhium agameinnon Linnaeusは東洋区からオーストラリアの主に 

高温高湿度の地域に分布する。幼虫は主にAnnonaceaeの 集を加害する 

が、インド、マフヤでMit lie!w chain加mを食葉した記録がある。南イ 

ンドでは4 -5 週問で1世代、産卵は葉の裏面にする。蝋は菓柄と枝に 

固定されている。アオスシアゲハ（Ci妙lnuin saipedon Liunaeus)は 

東洋区に分布し、成虫は輝いた黒と緑のチョウで、幼虫は緑色でクスノ 

キやCinnarnonum say/an icurnなどのクスノキ科やMichelea c加rnjliaca 

の淡緑色の新柏に産卵する。幼血は夜間に活動し、はじめ新柏の外細織 

を、のらに集を食害する。輸化は葉の下面で」る。インドでは蛹期間が 

寒期に3 /)月。成虫は3 月に出現する。P（ゆi/ia dernoieus Lmnaeusは 

アフリカから東I剃×を通って太洋州才で分布する。飛翔力が強く、太陽 

光線の強い時にしばしば群飛する。幼虫は体長4 mm になり、緑色ある 

いは麦わら色で褐色や白色斑紋をそなえる。多食性で各種の双子菓樹木 

の菓を食べる。相橘類の害虫として知られているが、AagIa marine/os, 

Chん,1フ円3)んxi su,ietenia, 乙司ゆhus man元/lanaにもつく。卯は1個か小 

群で寄生樹の菓に産みつりられる。若齢幼虫は暗褐色で白斑が入り鳥の 

糞に似る。輔は葉や小枝につく。 1 世代は20 -100口、インドでは年5 

-6 世代を繰り返す。卯、幼虫、輔の期間はそれぞれ3 - 6 、 15 -29. 

7 --2411である。 

(20)シロチ iiウ41 Pieridae (white -and salter butterflies) 

成虫は巾形、多くは白色て橙色や黄色の種類もあり、暗色や黒色の斑 

紋をそなえる。触角は顕著か球智状をなす。下唇髪は頭部より短いかま 

たは長い。脚は完全に発達する。後翅は臀脈をそなえる。幼虫は帯青色 

か帯黄色で、暗色の小預粒か線をぐなえるものがいる。体はやや細く冷 
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生息し、成虫は鰯に黒の鯖と斑点があり、色彩の変化により数亜種がい

る。クスノキ、α〃“"′'20'm‘'?zzeγ/"欄 c"'“などの葉 を n 中すま1食す る。幼

虫は輝いた色彩で体に多くの敷をそなえる。輔はぶら下がり枯枝に似る。

Gmp 廓 "?“ "#α“溺れフ7の‘Limaeus は東洋区か らオ一ス トラ リアの主に

高温高湿度の地域に分布する。幼虫は主にAnnonaceae の菜を加害する

が、イン ド、マラヤで脳に/ze′?Q c郷フれP解αを食菓 した記録がある。南イ

ンドでは 4 ~5 週間で 1世代、産卵は葉の裏面にする。緬は菓柄と枝に

固定 されている。アオスシアゲハ (CmP ′"“粥 sのかeぬれ Linnaeu も) は

東洋区に分布し、成虫は輝いた黒と緑のチョウで、幼虫は緑色でクスノ

キや Cz〃""“20“〆〃z zぞ〆の"cm 〃な どの クスノキ料や脳北海 !2α c卿 mpαcα

の淡緑色の新婚に産卵する。幼虫は夜間に活動し、はじめ新梢の外編機

を、のちに葉を食害する。緬化は柴の下面でする。インドでは蛸期間が

寒 IUIに 3 ヵ月。成虫は 3 月に出現する。 Pqp7′zo demo′gr4sLil・naeus は

アフリカから東洋区を通って大洋弁1ぎで分布する。飛朔力が強く、太陽

光線の強いil占にしばしばir編輯する。幼虫は体長 41nm になり、緑色ある

いは麦わら色で褐色や白色斑紋をそなえる。多食性で各種の双子葉樹木

の葉を食べる。相橘類の害虫として知 られているが、 A 昭を“z"テ“2e/os,

Cなお鞘樽ノわ“ 姻〆""",Z 脚力厳格 '“""“≧市72"に もつ く。卵 は 1個 か小

津洋で寄生樹の葉に産みつけられる。若齢幼虫は暗褐色で白斑が入り鳥の

糞に似る。師は薬や小枝につく。 1世‐代は20~100 日、インドでは年 5

~6 世ず を繰 り返す。卵、幼虫、姉の期間はそれぞれ 3 ~ 6、 15~29 、

7~24R である。

(20)シロチ ョウ科 P1er1dae (wh1te and sulfer butterfiles)

成虫は「同ク、多くは白色て澄色や黄色の種類もあり、暗色や黒色の斑

紋をそなえる。触角は顕著ウョ詩ミネギ状をなす。下唇髪は頭部より短いかま

たは長い。脚は完全に発達する。後矧は轡脈をそなえる。幼虫は帯青色

か帯黄色で、暗色の小願粒か線をそなえるものがいる。体はやや細く情
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らかか頼粒あるいは毛をそなえる。胴部の環節は二次的環節をそなえ、 

腹脚の鈎爪は2 またけ3列からなる。 

Cal oj)sllRa (locale Ci anieiI」東洋区とオーストラリア区に広く分』」し、 

図―29 Catopsiiia crocale 

成虫（開張約60mm)(E3eeson より） 

Cassia属 の葉を加害し、イントではButea monoゆer/naの菓も加害する。 

成虫は硫黄色、開張はS -7. Scot 昼間飛翔し、水たまリに集る。イン 

トでは1世代は］か月。卵は葉に1粒すつ産みつけられる。幼虫は体長 

4LI ruin,輝いた緑色から青緑色、暗色の背線と幅広い白色の側帯かあり、 

背仰と側面に黒ないし緑色の小瘤をそなえる。蛹は葉や小枝にふらドか 

る。激害木は粘れたり歪型となることがある。C florelta Fabiiciusは 

アフリカに広く分布し、インドには亜種がいる。成虫は移動性かある。 

幼虫はCassia の 菓を食へる。ウガンタでは苗畑のCassia jammm に激し 

い被害をあたえる。マラウィでは綿の害虫として知られているが被害は 

軽く局所的である。C 加niona babricius日イント、バキスタン、セイ 

ロン、 マラヤ、香港、オーストラリア、フィシーなどに広く分布し、 

Cassiaの 集を加害し、苗畑で激しい被害のてることがあるか、通常被害 

は少ない。蛹化は葉の裏面でする。C "ran the 1-I ei bstはオーストラリ 

ア区、東洋区に分布する。成虫は集合して移動する。卵は集に1粒すつ 

産卵する。輸は集や細枝にぶら下がる。幼虫は細長く緑色て Cassia の 
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らかか順粒あるいは毛をそなえる。胴部の環節は二次的環節をそなえ、

腹脚の釣爪は 2または 3効からなる。

C"/opszZ2" ばα "′〃 C}an1eI は東洋区 とオース トラリア区に広 く分布 し、

図 醐 28 Catopsi ′′a crocafe

成虫(間張約60mm)(Beeson より)

C婚s鯉属の葉 を加害 し、イン トではβ"をα '“oれos加川 ?αの集 も加害す る。

成虫は硫黄色、開張は 5 ~7.5cm 。昼間勇せ擁し、水た誹りに集る イン

トでは 11な[f は 1か月。卵は葉に 1粒ずつ産みつけられる。幼虫は体長

40mm 、輝いた緑色から青緑色、暗色の背線と幅広い白色の側帯かあり、

背面と側面に黒ないし緑色の小溜をそなえる。師は葉や小枝にふら下か

る。 f教害木は枯れた り歪型 となることがある。 C 月ore葛"Fab1 1uus は

アフリカに広く分布し、インドには亜種がいる。成虫は移劉r挫かある。

幼虫は C zssmの葉 を食へ る。 ウガンダでは苗女川の CdsM α 7α粥徹餌に激 し

い被害をあたえる。マラウィでは綿の害虫として知られているが被害は

軽 くh 所的である。 C Dのれo〃α 1 abriclusと」イン 1・、パキスタン、セイ

ロン、 マラヤ、香港、オース トラ リア、 フイシーなどに広 く分布 し、

C‘裕smの巣を加害し、苗畑で激しい被害のてることがあるか、通常ネ安斉

は少ない。踊 化は葉の裏面でする。 C 加川〃≧′2e Helbst はオース トラ リ

ア区、東洋-ズに分布する。成虫は集合して移動する。卵は条に 1粒すっ

産卵する。師は葉や細枝にぶら下がる。幼虫は細長く緑色て Cαss2αの
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葉を加害する。タイワンキチョウ（Eurema b危nc/a Boisduval）はス 

リラン力、インド、アンダマン諸島、 ミャンマーに分布する。成虫は開 

張35-50mm ,黄色であるが、翅は黒色に縁取られる。豆科植物の葉を 

食う。造林木ではAcrocaゆus frax玩如hus,AIbizia Chinensis,A ルl 

ca/aria, A lebbeck, A o山ra！誘hna, Cassia Jist“危，C.noc/osa, Xylia 

xyloca功αなどが加害樹として記録されている。インドでは年数世代を 

繰り返し、 1 世代長は低地では約1か月、海抜高1,500m以上の所では 

50日あるいはそれ以上である。成虫は時に大群で群飛する。卵は低所の 

葉裏に産みつけられる。幼虫は体長25mmになる。緑色で頭部は黒く側 

面に淡色帯を持ち、集合して主脈を残して食害する。加害樹あるいはそ 

の他の木で蛹化する。蛹は黒色、多少扇平で、尾端でぶら下がる。集合 

性がありしばしば塊状になる。この種類は苗畑、幼齢造林地、街路樹で 

激しい被害を与えることがある。キチョウ（Fm'enia mthe Liii 

naeus) はアフリカから南アシア、オーストラリア、太洋州までの熱帯 

地域に分布する。幼虫は体長約25mmに達し、緑色で頭部は暗色である。 

一般に豆科植物と各種の農作物の食葉性害虫であるが、林木ではAI一 

bizia ルIcataria, Aprocera, Cassia 声U,加，C sunnea, Pithecellohiurn 

血Iceなどの豆科樹木のほかチークにもつく。成虫は道路の水たまりに 

よく群がる。蝋は小枝や葉脈から頭を下にぶら下がる。フィジーでは 

Cassia siameaの菓を激しく食い、マラヤに生息するキチョウの一亜種 

のEh, conlubernabs Mooreは乾期に造林地のAlbizia 血Icat ariaと苗畑 

と幼齢造林地のチークに被害をあたえたことがある。 

ロ］）シシミチa ウ利 Lycaenidae (blues, coppel亀 haji streak司 

成虫は小形。姐の上面の地色は普通金属的藍色、青色、青銅色。触角 

は祝棒状で、各環節は白鱗粉で輪環状に色ずけられる。雄の前脚は短い。 

幼虫は短く扇平でナメクジを縮めた形状をして、体表は平滑かあるいは 

癌がある。頭部は伸縮自山で、脚は短く隠れる。 
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葉 を加害す る。 タイワンキチ ョウ (E卿鋤僻 みおれ吻 Bolsduval) はス

リランカ、イン ド、アンダマ ン諸島、 ミャンマーに分布する。成虫は開

張35~50mm 、黄色であるが、週は黒色に縁取られる。豆矛}←植物の葉を

食 う。 造 林 木 で は A‐cm 僻 め 2佑 声伽粥的′z婚 ,A 妙粥 α c粥彫の?szs,A 危 /.

c似α?7α,A /e肋沈々,A odo 棚幼s郡'“",Cqs “" “態“ね ,C, “odom,Xy 鳶α

卸ご鑑の汐αなどが加害樹として記録されている。インドでは年数世代を

繰り返 し、 1 世代長は低地では約 1か月、海抜高1,5001n以上の所では

50ロあるいはそれ以上である。成虫は時に大群で群飛する。卵は低所の

葉裏に産みつけられる。幼虫は体長25mm になる。緑色で頭部は黒く側

面に淡色帯を持ち、集合して主脈を残して食害する。加害樹あるいはそ

の他の木で姉化する。師は黒色、多少扇平で、尾端でぶら下がる。集合

性がありしばしば塊状になる。この種類は苗畑、幼齢造林地、街路樹で

激 しい 被 害 を与 え るこ とが あ る。 キチ ョウ {&" の“αん沈め e LII}

naeus) はアフリカから南アシア、オーストラリア、大洋州までの熱帯

地域に分布する。幼虫は体長約25mm に達し、緑色で頭部は暗色である。

一般に豆科植物と各種の農作物の食葉性害虫であるが、林木ではA‘‐

biziq 忽 たQ忽77口,A, メガ◇ce〆Q,CQSS7 α弄s‘"′",C S海?郷α,P 海28α拘 われ““

汝化どなどの豆科樹木のほかチークにもつく。成虫は道路の水たまりに

よく群がる。蝋は小枝や葉脈から頭を下にぶら下がる。フィジーでは

C"sszq szの“〃"の菜 を激 しく食い、マ ラヤに生息す るキチ ョウの一亜種

の房 あの 'z粥彰γ“〃‘zs Moore は乾期 に造林地の A 偽後彰 た奴破けiqと苗畑

と幼齢造林地のヲ‐一クに被害をあたえたことがある。

鯛)シ シ ミチ フ科 Lycaenidae(blues,coppe ・s,ha1l streak

成虫は小形。籾の上面の地色は普通金属的藍色、青色、青銅色。触角

は祝棒状で、各環餅ーは白鱗粉で輪環状に色ずけられる。雄の前脚は短い。

幼虫は短く周平でナメクジを縮めた形状をして、体表は平滑かあるいは

斑がある。頭部はずIH続自由で、脚は短く隠れる。
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Arhopala amantes Hewitsonは各種の 双子菜肘木の集を食うが、造 

林木からはShorea robus危，Terniznaha lontentosa, Xyha xylocai加が 

知られている。iU Itopula atiax Hewitson IJインドとマラヤに生息し、 

幼虫はShorea robustaの葉を食うが、被害は問題にならない。Euch 

rvsops pandava Hrn afieldは東洋区に分布し、幼虫は豆科植物の葉、花、 

莢などを食い、インドではaitea )nonoゆenna, Ougeinia dalhergioides, 

均IW 13山m,伽zを加害する。マラヤでは下層の作物に普通の害虫である。 

ウラナ ミ シジミ （Lam/ndes boeticus Linnaeus） はlongtailed blue 

butterfly ともbean butterflyとも呼ばれる。成虫は移動竹があり、分布 

は非常に広くョーロッパ、アフリ力、アシアから太洋州で日本にもいる。 

成虫は開張28- 30mm、幼虫は頑丈な虫で、深緑色ないし赤褐色で背面 

に暗色の縦条をそなえ、各節側面に斜の淡色条をそなえる。インドでは 

2 , 3 月にヒマラヤから北の方に移動し、 I ~3 月にかるとイントから 

南あるいは束南方のスリランカやマラヤへと移動する。幼虫は豆科植物 

の花、種子、若菜を食う。ェンドウマメ、大豆などの豆、アルファルフ 

ァなどの作物の害虫として知られている。イントではB“たα,m"OS 

pcrow,xyIi'l5)而(ar/)aの集、花序、若い果実を加害した報告がある。 

卵は加害樹の各所に産卵され、蜘化は樹上か落 層中でする。発育IJ気 

温によって違い、ヲーロノパてけ多く目年1 世代、暖日lては2世代のこ 

とがある。シャワでは卵から成虫まで5 ---?週間ぐある。Vnncliok 

isocrates Fahi iciusはインドとバキスタンに分布し、幼虫は果実に穿孔 

し種子を加害する。蝋化前に被害果実の軸を糸で束ねるため、被害果実 

は落下しない。サクロの害虫であるか、Achras zゆOtaやlkwiai indus 

md''m－なども加害する。 

囲タテハチョウ利 Nymphalidae (hi ushloot ed butterflies) 

中ないし大形U 多くのものは鮮明色であるか、－－部には鈍色の種類も 

いる。触角は梶棒状、髪は大形で悦体状。超は大形、まれに亜前室が存 
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A “?噂α如α物αγzfes Hewltson は各種 の双子葉樹木の条 を食 うが、造

林 木 か らは S′mγm mb 婚姻 ,Ter ノ′2z""ねα わ粥 eれゎ班 ,X コメ‘?" 湖ごom ゆαが

知 られている。 /1中りp〃/〃〃′′‘乙r 1 ewitson はイン ドとマラヤに生息 し、

幼 虫 は Sた“鋤 /ob〃s如の葉 を食 うが、被害 は問題 にならない。 Ezに′み

7関り s pαれぬりα Ho・silcldは東洋区に分布 し、幼 虫は豆料植物の巣、花、

英などを食い、インドでは及ばeα ''2o“o功の“即,0 〃ge′,zたz d謬るe増加露も

又〆如卿あて"“"を加害する。マラヤでは下層の作物に普通の害虫である。

ウ ラ ナ ミシ ジ ミ (乙α雛Pzdes b鱒粥〃s Lm・laeu は longuided biuc

butLerflyともbean butterflyとも11科よれ る。成虫は移動丹生があ り、分布

は非常に広 くヨーロッパ、アフリカ、アシアから大洋州で FI本に もいる。

成虫は開張28~30mm 、幼虫は頑丈な虫で、深緑色ないし赤褐色で背面

に=音色の縦条をそなえ、各節側面に斜の淡色条をそなえる。インドでは

2、 3月にヒマラヤから北の方に移動し、 1~ 3月になるとイントから

南あるいは東南方のスリランカやマラヤヘと移動する。幼虫は豆キト植物

の花、種子、若菜を食う。エンドウマメ、大豆などの豆、アルファルフ

ァな どの作物の害 虫と L て知 られている。 イ ン トではβ"だα“m“o

perm α,Xy ‘海 x〕ばαの労αの栗、花序、若い果実 を加害 L た報告がある。

卵は加害机の各所に産卵され、鯛化は機上か落梨層中でする。発育は気

温もこよって違い、 ゴーロソパてば多 03 年 1 世代、暖ーせては 2世代のこ

とが あ る。 シャワでは卵か ら成虫 まで 5 ~ 7 週間 ぐある。 VDてに/の如

zsoc輝きes Fabnclus はイン ドとパキスタンに分布 し、幼虫は果実に穿孔

し種子を加害する。頗化前に被害果実の軸を糸で束ねるため、被害果実

は落下 L ない。ザ クロの害 虫であ るが、 A‐ごねγ偽 z叩く#〃や 7ね“ノ"mzd 〃s

堀霞粥なども加害する。

傷めタテハチョウ荊 N y1npbahdae(bmsbfooied buL『erflles)

中ないし大形。多くのものは鮮明色であるか、‐‐部には鈍色の種類も

いる。数角は梶村≦状、婚ば大形で梶村ま状。雌は大形、まれに1]ず覗け室が作
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在し、中央宰は聞口または1小脈にて閉ざされている。前脚は者しく退 

化する。卯は植物上に単独か小群状に産ドされる。幼虫は裸体かまたは 

有棘で双子葉植物の樹木と草木の菓を摂食する。蝋は尾端でぶら下がる。 

Charaxes ルbins Fabncius は イ ン ド でDalbergia stssoo と Xyha 

xyloca功αの葉を摂食する。C po加cmi Fabi iciusはDa1hergia lat加liaa) 

菓を食う。またウガンダではC achaenzones Fe!dei一が天然林でMacs叩 

sis emznzzの小径木の葉を食う。En加ea athamas Druryはインドとパ 

キスタンに分布し、AcaciaやAlbiz記などの豆科植物の菓を食害する。 

Lethe drjゅetis Hewitsonはイ ン ドでBamblパa arundinaceaを食う。 

N ,tisノumbah Mooreはインドに生息し、双子葉樹木の多食性の食集 

性害虫で、加害樹の中に助In加X mam加ncurn, Dal加,gin sp,, Pon-

gain apnina加，PlerocaゅUS inasrsゆ加m,xylia zyルccゅa,乙zyp has 

mauntianaな どが含まれる。 

ロりシャクガ科Geornetridac (looper) 

成虫は小形ないし巾形。頭部の毛隆は発達する。小』思は小さく1-2 

節。口吻は鱗毛に覆われない。下唇鬚は3節、単眼はしばしば欠如する。 

鼓膜器けある。第b径脈は第4 径脈から遠くなく、多くの場合この脈と 

有栢となるか、あるいは小室から出る。前順節にけ葉状片がある。雌て 

は翅が退化したり完全に無翅のものもいる。幼虫は腹部の後方に2対ま 

たは3タ」の腹脚をそなえ、尾脚I」特に良く発達し、いわゆるシャクトリ 

ムシ（looper) である。体表は普通滑らかである。静止の際には腹脚で 

小枝に止まリIlII枝に擬態するものがいる。植物の菓を主に摂食するが、 

膏や花を食うものもいる。農林業害虫の種類が多い。全世界から約 

1,500属20,000種か知られている。 

Antetrygodesは熟帯の属て、A can in/inca WalkeiはインドでAd/na 

cordびb/ia とAnthoceplwlns cadambαの菓を食う。A scolzs celeilarm 

Denis at Schiffeiratillelは旧世界の熱帯と亜熱’帯に広く分布する。成 
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在し、中央率は閉口または 1小脈にて閉ざされている。前脚は著しく進

イヒする。卵は植物上に単独か小群状に産ドされる。幼虫は裸体かまたは

有疎で双子葉植物の樹木と草木の袋を摂食する。蛾は尾端でぶら下がる。

C彰焔斑 s加鰯‘s Fabr1clus は イ ン ド で D可能′郡α s乙ssoo と Xy′m

×γ′ocq物αの葉 を摂食する。 Cpo ら堀“α Fabllcms は D‘z劫e7gzα加味磯 "の

葉 を食 う。 またウガ ンダでは C α物解“20“8S Felder が天然林 で朋僻 mか

szs emi72zzの 小 径 くの 葉 を食 う。丑“加数 ‘'豹の ?・口s Drury は イ ン ドとパ

キスタンに分布 し、Acαcmや A′わな海などの豆料植物の柴を食害する。

Le肋e ばか膨れs Hewitson は イ ン ドでβαγ“友婚αα溜れαz“""" を食 う。

貼りZ2sノ“mbαんMoore はインドに生息し、双子葉樹木の多食性の食粂

性 害 虫 で、 加 害 欄 の 中 にβom る伽 加αねるα?・c"?“,D α加増 2α sp,,Po 枠

gzzm 竜 ぬ靴“餌α,Pf8 γo僻め婚 “徴雛溜めず7‘伽 ,Xy ‘?〃ヱ〆班αゆα, 為収めぬ2‘s

フ卿 z‘“"α77αな どが含 まれ る。

(2めシャクガ科 Geon・etridae(looper)

成虫は小形ないし中形。頭部の毛隆は発達する。小一!悪は小さく1~ 2

節。ロー吻は鱗毛に覆われない。下唇髪は 3節、単眼はしばしば欠如する。

鼓膜器はある。第 b径脈は第 4祥脈から遠くなく、多くの場合この脈と

有柄となるか、あるいは小室から出る。前一睡節には境善次irがある。雌て

は遡が選化したり完全に無理のものもいる。幼虫は腹部の後方に 2対ま

たは 3刃の腹脚をそなえ、尼脚は特に良く発達し、いわゆるシャクトリ

ムシ (looper) である。体表は普通滑らかである。静止の際には腹脚で

小枝に止まり枯枝に4婦“撰するものがいる。植物の葉を主に摂食するが、

奄や花を食うものもいる。農林業害虫の種類が多い。全世界から約

1,500属 20,000 種か知 られている。

A" 擬理卯 desは熱杵;の属 て、 A c?‘“eiわ惚α W′alke1はイ ン ドで月dz“fz

mrd 宛 "αと A れがzocep初なfs m 吻加卿 の 葉 を 食 う。 A のゞま2sゞ e超“〃′"

Dems et srhlffellmlllclは旧世界の熱帯 と卵熱常に広 く分布す る。成
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虫は倣体変異が多く、聞張‘よ約励 iflfll,幼・kは広某旧と針菓樹の菓を食 

い時に大発生する。静I口IAに‘J腹脚で食糾硫物につかまり体を硬直させ、 

告枝に楓態する。蜂‘」裸姉で」中で行う．この神の原ilit fitはイントとパ 

キスタンに分布し、Melee, a.wc/arach, Moras ciん1,Syzygnem tunern:: 

などの集を食害する。インド、パキスタソにいる血種のA sele;u' na 

,m加”lmWalke「はA linac ,rocna. Ceisuarina‘・lwsei加iuz, L)albel・ 

,"sissoo. 』ィelm azedaracli, 品”mhan aルum,&h 加c/zero oleosa. 

Shocea robusル，チーク，7'oona ct/talc‘など多故の双了葉樹木の集を加 

害する。インドて‘」年5世代を繰りi'’。パキスタンてはDc/b世書Iロ 

sissoi,の 大害虫で、パンシャブの温概川孟林他のMelsa azedh,mhに激し 

い失集被害かでたことがあり、p‘に．S!wrea to加ciaの若集に被害が現れ 

る．アフリカのサワラ砂換以i“に分布する亜I，の』 selenaria , eci-

procuria Walkciは柑価知の省dにあるが、ナイジェリア西部でチーク 

を、 ガー’ で‘2 Ce,加加”如ldril を、 ウガンダでCi A e;vcoj'piお 

jI,mmルjuts, Cl,んi Ophfffiw ('U ('lYe. Cゆ 巽16 iuulamuL Ezeca妙'us 

ioreU,anaのマイナーaにされている。lisoura suppi'eccana Guen配 

LI 東アジγに分れiし、広葉梅の集乏食へろ多fし性の仲類し、ノLazcm 

m (ethic. /1 moelesia. AkIIrZieS tflofliafl(i,（えs論l wm i'/a/a, C /es・ 

lie/a. I加/herguz 555300などか加害樹｝し（記鉢きIItいる。 中山rは茶 

にもつき、A向mie、のff' 告'kとさtにいる．少なくトもイントでは年 

3W 代ぐ、寄生相の樹皮上に卯塊て産卯する．若幼虫は這りたリ風で飛 

ばされて分散す4. Clnysocraか/a u/emma GU(・ui4e(J イントl 生息‘" 

る加長いシャクトリムシて、みzjwsiznm cu,nsnao)集を’II 'itし、助畑や 

若齢血林地で時に激しい議害か見られる．成！以」夜lHl（約100卵‘寄 

4 川の葉上にI個あるい'ci卯塊で雌ドする．蜘は市ノ~樹トで組糸の当て 

物てくっつく。ImI七は夏乍にはa剃叫で冬fCi &カ月てあリ、個休に 

は発(I I'--長短があリ、世代は車複する。 Cli・0ルacacuirm fbi電l'lv川は 

イントに分‘，する多食杵のシャクトリムシである．林ネぐCIAl 

・ “-

虫は4図体変異が多く、1銅鉱は約50“2′;ふり戸川』広葉樹と針葉樹の楽を食

い時に大発をr.する。デー争1自治には=観閲}で食餌植物につかまり体を硬直させ＼

昔枝に擬態する。軸はネ糠雨で」中で行う。この種の原亜布暖』イントとパ

キ ス タ ンに分 布 し、 掴 e/m "弾ぜr′フロメz, 贈りγ‘《ゞ ′汀無 ,$ 鶴野〃“′像柳 z'77?

な どの葉 を食害す る。イ ン ド、パ キスタンをrい る亜種の月 ~e卿 2〃“〃

けれP口躍如 Wmke 日 よ /" ゐ閉 〃かのcF氾 ,C 餌〃"“'′rz 鱒 mseだ承 )!?",0 【妨 げ‐

gm szssoo, 九物ねα‘zze化けα謬ろ sのけ須川フ? "妙"m,sc/ メビzc′≧em o/Gps〃,

Sんmm 知友‘豆化 チーク ,7
‐
bo〃〃“/?"≧"など多数の双 了葉樹木の葉色加

害する。インドては f「5世代を繰 り返す。パキスタンては [お砂ぞ裟にz

s′ssooの六雷虫で、パ ンシャブの港織用〕乾杯他の脱 e/zααzed仔mc 霧こ激 L

い失業被害かでたことがあ り、 = に、切り〆α"′の婚姻の若葉に被害が現れ

る。 ア フ リカク}サワ ラ砂漠 以南 に分布 す る亜種の月 影迄れα“α招L多

Proc〃γをz Wdu(c1 は科目高額の害虫であるが、ナイジェリア西部でチーク

を、 ガ ー ン で ‘」 Ce の‘z p“?如'?〆'復 を、 ウ ガ ン ダ で {‘} /lcrひm 秒館

か mm 勇治 "s,C/ ノ廓 〃ね/′“m Fm ノ/口, 〇の /認継 ~ 盤 M 加川 L食 お2‘cr′′ゆれfs

わγ可 ?"“"の マ イ ナぃ- 害 衷に され て い る。 彦僻′f離 礁PP おど"" “"Gucnee

は東アジアに分布 し、広葉潮の菓を食へろ多食性の師類〔、Amcz 〃

′・αfec!??‘,j 4 modes/ 〃,A 卿 〃腐 り m “加“", じ " ・′" 〃“ 掴 //鰭 ",( ノ カs

!′‘/〃,D α恥g7ぎ′" 秘"肌などか加害樹 4 錆すぎ下されている。 -rill‐l r、は茶

に もつ き、 A/〃′““〃~の市費′害虫とされている。少な くき′もイこ ・ては年

3 世代で、寄生樹の樹皮上に卵塊て座り廿する。老幼腹は這ったり風で飛

ばさィで (分散す る。αとかの 留めp血 〆emm Gu 叩座 {jイン トと′L棲、す

る細 長いシャク トリムシ で、幼町燈郷“ノα m ′z‘2の葉 を加害 し、 i¥dinや

若齢造林地で時に敬 Lへ・被害か見られる。成虫ご‘~夜行1′Lて約 100卵を寄

生1材の築上‐0こ"繕1あるいは卵塊て産卜する。館-銭奇′{樹 rで絹糸の当て

物てくっつく。 11ー代は夏季には 3煽情!で冬季は 5 カ月てあり、個体に

は発育む長短があ り、 世 f は雨樋す る。α m〆〃 "mc′"“〃 BO1qduva 目ま

イン E・」分布す る多食料〃)シ ャク トリムシである“ *ネネ ごとJ A/



scot/cゆline semetttゆ加tea, Cass危ノ?stula,マンゴ、Shorea rohustaなど 

が寄生樹として記録されている。Cusiala raptaria Walkerはインドと 

パキスタンに分布し、加害樹はA cac音inc/lea, A Ibezea procera, Gussia 

戸sic山,Dalbergw siscoo, Lannea coroncan庇tica, Schleichera oteosa, 

助mmn 功us/a，みzygium cumin“などである。土壌中の蛹で越冬する。 

成虫は4 月に出現し、幼虫は6 月以降に現れ、葉を食害する。Ectropis 

bhurm,tra Walkerは南ョーロッバとアジアに広く分布する。双子葉樹 

木の多食性の食集虫で、 インドではAleuntes montana, Bone hex 

''mk加neum, Dathergi“んt加ha,G ,wil/cam鼻おM, Schleichera 

oleosa, Shorea robusta, Syzygium cuminu, Taxodium 山stechuin，チ 

ーク、Yennenatw んmen losaなどが加害樹種として知られている。また 

カカオ、ガンピア、茶、その他の作物のマイナー害虫としても知られて 

いるり幼虫はやや開ljた森林に多く、生長すると体長30mmに達する。 

色彩は変化があるが、普通灰緑色で掲色の斑紋と線条をそなえる。幼虫 

は若菓をほとんど食いつくし、旧葉では葉脈を食い残し骸骨状にする。 

また葉を食いつくすと若枝の樹皮を噛むことがある。土中で蛹化する。 

インドでは年数世代を繰り返す。E 鹿odarae Proutは北西インドとパ 

「
 /
 

図129 Ectropis deodarae 

上幼虫（体長約24mm）下左雄成虫（開張3 8mm) 

下右雌成虫（Beesori より） 
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seo如かん ze sem 叱の沙赤 α々,Cqss 如 月緊"‘", マ ン ゴ、 Sなoだα mb 俗云αな ど

が寄生樹として記録されている。 Czβ幻如〆α〆の海 Walker はインドと

パ キス タ ンに分 布 し、加害樹 は Amc なす?ば Z旗 ,A ‐′bzz筋 Pγoce〆",Cqssz α

元s"‘超 D" の e増 m szsゞ oo,LQ “'zm のチリ粥の 2de欲 α,Sc 粥〆物 ""o ‘βo班 ,

S′70γβαγo鰯 s′", 紗 z招 ?z〃ねα‘““mi などである。土壌 中の師で越冬する。

成虫は 4月に出現し、幼虫は 6月以降に現れ、葉を食害する。Ecかゆzs

oね"粥“云加 Walker は南 ヨーロッパ とア ジアに広 く分布する, 双子葉樹

木 の 多 食 件 の 食 巣 虫 で、 イ ン ドで は A を"“Zes '“oれAz72α, おomる偶

　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り/eo棚 ,S 卿 7m γo無 s超 ,Sy2 埋 粥粥 c““2z"zz,7 T解 od 瑠朔 dz潮解彰の2, チ

ーク、雷g“腐れα卿 わ粥細めsαなどが加害樹種 として知 られている。また

カカオ、ガンビア、茶、その他の作物のマイナー害虫としても知られて

いる。幼虫はやや開けた森林に多く、生長すると体長30mm に達する。

色彩は変化があるが、普通灰緑色で褐色の斑紋と線条をそなえる。幼虫

は若葉をほとんど食いつくし、旧葉では葉脈を食い残し骸骨状にする。

また葉を食いつくすと若枝の樹皮を噛むことがある。土中で姉化する。

インドでは年数世代を繰り返す。E,α8odの口e Proutは北西インドとパ

図 -29 Ect 「oprs deodarae

上 幼虫(体長約24mm) 下左 雄成虫(開張38mm)

下右 雌成虫 (Beeson より)
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キスタンに生息し、ヒマラヤ周辺地域でCednバdeodara の 食菓性害虫 

であリ、A bier pindrowも加害樹種として知られている。雌成虫は翅が 

退化しているが、雄は幅広い白色で黒のぶちのある翅を持ち、開張は35 

~40mm ~ 1 年］世代で3月に羽化する。交尾した掛「は樹冠に這い上が 

り針葉に産卵する。幼虫は緑色で白い毛をそなえ、生長すると体長25 

mm に達する。 6 月まで葉上で食葉する。成熟すると絹糸で地上に降り 

落葉層内で裸で蛹化する。大発生の間隔は10年ぐらいで、 2 - 3 年は統 

き、繰り返し被害を受けた木は枯損する。ある森林では枯損率が30％に 

なったことがある。Gelasma goniarea Felderはインド、パキスタンに 

分布し、双子葉樹木の葉上で葉を食う多食性のシャクトリムシである。 

加害相種はAnogeissus La切hi概 Shorea robusta, Syzygiurn cuminu, 

i 'ernnnaha arjuna, T . myreocaゆa, Ttome niosa が知られている。 

Gonodon (is c/ella Cramerはインドに生息し、多食性で各種の双子集樹 

木の葉を食べる。寄生樹としてAdina cordIoha, メリナ、マホガーー、 

チークが記録されている。1-1cm/thea coslipunc ia/a Moore はインドやマ 

ラヤなどの東洋区に分布している。成虫の開張は約20mm.翅はコバル 

ト・グリーンで3木の銀白色の波状線をそなえる。幼虫は緑色、体長は 

約25mmに連する。インドでは森林に被害をあたえたことはないが、マ 

ラヤではゴムノ吉とマンゴの花序を加害する。卵は花や花序に普通1粒 

すつか、まれに短い列状に産下する。幼虫は花を、後に菓も食う。日中 

は静」I二し、体を硬直させて花茎や葉柄に擬態する。蛹は尾部末端を寄主 

につljぶら下がる。マラヤでの卯、幼虫、蛹の期間はそれぞれ2 ~4 , 

17 -25, 8 -11日、 1 世代は4 ~6 週間である。Hlp加ICんis 危vilon 

(a)伽Gueneeは 北インドで時にQuercus di危ia/aに発生する。成虫は4 

月から6 月初句まての間に出現する。Pingasa c/dora Stom才インドで 

Xylia xylocaゆ“の食菓性害虫である。P ruginana Guen6eは東南アジ 

アとウガンダにいてTenninalia toenentosaとxylia tylocal)aの葉を食う。 

Pseudalc為inゆinana Walkerはイントてユーカリ類とチークの食葉性 
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キスタンに生息し、ヒマラヤ周辺地域で Ce卿れs dのdαm の食業性害虫

であり、Abzes pz“の鰍ノも加害樹種として知られている。丑餅成虫は紐が

退化しているが、雄は幅広い白色で黒のぶちのある翻を持ち、開張は35

~40mm 。 1年 1 旭代で 3月に羽化する。交尾した雌は樹冠に遠い上が

り針葉に産卵する。幼虫は緑色で白い毛をそなえ、生長すると体長25

mm に達する。 6月まで葉上で食菓する。成熟すると絹糸で地上に降り

落葉層内で裸で踊化する。大発生の間隔は10年ぐらいで、 2 ~ 3年は続

き、繰り返し被害を受けた木は枯損する。ある森林では枯損率が30%に

なったことがある。 GB‘簾“煽 ぎ醐 zの粥 Felder はイン ド、パ キスタンに

分布 し、双子楽樹木の葉上で葉を食う多食性のシャクトリムシである。

加 害 糊 種 は A“oge?稀婚 姻断〆幻 Sた〃βα mb 俗云", 沙矧ぎm'〃‘"伽 2mz,

7を“′“"αと2αα“mm,T. 粥 ynom ゆα,T fo“28“!o鍵 が 知 ら れ て い る。

Go“odomzs c海産α Cramer はイン 料こ生息 し、多食性で各種の双子葉樹

木の葉を食べ る。寄生樹 として Adz“α cのば頻o卿 , メ リナ、マホガー -

チ‐ークが記録 されている。彊e雛立た節 cD繊鋭‘タzc海粥 Moore はイン ドやマ

ラヤなどの東洋区に分布している。成虫の開張は約20mm 、週はコバル

ト・グリーーンで 3小の銀白色の波状線をそなえる。幼虫は緑色、体長は

約25mm に達する。インドでは森林に被害をあたえたことはないが、マ

ラヤではゴムノキとマンゴの花序を加害する。卵は花や花序に普通」粒

すつか、 iLれに短い列状に産下する。幼虫は花を、後に業も食う。日中

は静止し、体を硬直させて花茎や葉桶に擬態する。輔は尾部末端を寄主

につけぶ ら下がる。マラヤでの卵、幼虫、姉の期間はそれぞれ 2 ~ 4、

17~25 、 8 ~]IF1 、 1 世代 は 4 ~ 6 週 間 で あ る。 " 凄め〃 cルヱ‘s 月αひ歩′o〃-

畝“"Guenee は北イ ン ドで時 に Qz‘erc郡 山忽如/〆こうた生す る。成 虫は 4

月から 6月初旬まての間に出現する。PZ“gosq cね/oαStollはインドで

Xツムロリ-/o僻め"の食菓丹害虫であ る。 P mgと7難“α Guenee は東南ア ジ

アとウガ ンダにいて のっm れ"ねα rome'z紗那とxy/?α“わcm沙αの葉 を食 う。

凡 e′′〆"‘‘特′“spz“〃77α Walker はイ ン トてユーカ リ類 とチークの食柴性
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マイナー害虫にされている。Plo CI?ゆ如Ic toga/a Fabricitisはインドて― 

Syzygium cumini,の食菓性害虫である。Semio/h,sa emersaria Walker 

はスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に分布し、各種の双子集樹木 

の葉を食い、マラヤではAIbたIa falcatana，インドではA procera, Ca.s 

sic 声tula, Term加αha Iomentosa が記録されている。S 血Ioniata 

Guen6eは インドでAcacia ca/cc/u‘に大発生す る。年数世代を繰リ返し、 

土壌中で蛹化する。Spルvia/a Fabriciusはインドとパキスタンに分布 

し、豆科植物の集を加害する。卵は光沢ある緑色で莢や若葉に1個ある 

いは卯」児て,;iトされる。幼虫はIi、 L25rnrnにノI .1<.し、灰色あるいは緑色て 

黄色の横帯をそなえる。蝋化は土中でする。世代長は6 -7 週間である。 

S. sfreniataria Walkerはイントとパキスタンに分布し、Acacea induca 

幼齢林の食東刊IIl虫として時に人発りする。またlh1)10)パク）東ら食う。 

24 カ k ハft4I Laswcarnpidae (tent caterpiller) 

中形ないし人形。七と鱗毛に覆われる。成虫はカイコに近いガで、夜 

行性と畳有性の6のがいる。触角は雌推ともに双櫛状、複眼は有毛で単 

眼は退化するかしない。 ド唇髪は日吻状で直線。脚は多毛。建は正常か 

大形で翅軸けない。前超の第2 中脈日中央室末端縁の中央後力から生し、 

1 本の完金な磐脈をそなえる。卯は市らかて卯形か球形。幼虫は大形で 

P］筒形、種々の色彩をト＼ち時に光抑のある極類もある。擬脚は尾脚を含 

め5対で鈎爪は2列式か多細入。テント状の巣をつくる種類もいる。全 

世界から約150属L500種か知られている。 

Beialade sunulus \1,Talkerはイ ントとパキスタンに分布し、幼虫はA 

cacia caterl'uuの葉を南酉干ンスーンのころに加害し、 S 月に蛹化する。 

成虫は0 -10月に出現する。Leheda nobu its Walkerは東中史アジア、 

インド東部、バキスタンに分布する。成虫は大きく、開張は約10cm, 

色彩は褐色、幼虫は体- 10cm になリ、立った毛束をそなえる。多食性 

て各種の広集樹と劃東樹の巣を食い、ケシアマツやQlie) CUSs Pl の害 
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マイナー害虫にされている。 P′〃後 oplzyを′Dg‘‘粥 Fabncnts はイ ン ドで

Sy矧ぎ粥閉 じ"欄朔 zfの 食 業 性 害 虫で あ る。 秘フ川口"z7s〃 ei′7cな〃′"Walker

はスリランカ、インド、マラヤなど東洋区に分布し、各種の双子条樹木

の葉を食い、マラヤでは A 肋幼αた女"ね“α,イン ドでは A,Pmcem,Cqs ‐

s加点鵜Z"‘",7 1併用おz粥超‘の“のけo~〃が 記 録 さ れ て い る。 S 方血“超如

Guenee はインドでAc傭わ c似edm に大発生する。年数世代を繰 り返 し、

土壌中で輔化する。SP 摺りm如 Fabnclus はインドとパキスタンに分布

し、豆料植物の菓を加害する。卵は光沢ある緑色で爽や苦菜に 1個ある

いは卵塊 むけ トされる。幼 虫は "・」＼25mm に′l k し、灰色あるいは緑色て

黄色の横帯をそなえる。-製m化は土中でする。世代長は 6~ 7週間である。

S,稀だれ彰如“" 帆′all〈erはイン トとパキスタンに分布 し、 Ac"""" 〆‘"

匁月給林のf朝L判浅虫として---とこjJEI する。また 7Zmm" てク)耳Lも食う。

姥4)カレハガイー Lab・ocamp1dae(tent Caterp・1ler)

中形ないし人形。毛と鱗毛に覆われる。成虫はカイコに近いガで、夜

行性と昼キ日生のものがいる。触角は雌雄ともに双櫛状、複眼は右毛で単

眼は退イヒするかしない。 Eぐ唇蛋‘Jrl吻状で直線。脚は峯毛。燭は正常か

大形で畑膝はない。前報の第 211魂R‘」中央室木端緑の中央後方から生し、

1本の完全も智脈をそなえる。卵は滑らかてリi111多力、球形。幼虫は大形で

円筒形、種々の色彩をiきち=寸に光輝1び)ある種類もある。縦脚は比i卸を含

め 5剤で釣爪は 2ルー一式か多細入。テン 1・状の巣をつくる種微もいる。全

世界から約150嵐」,500種か知られている。

βg7α忽de sz''?2′れ~ Walker はイン トとノぐキスタンに分布 し、幼虫は A ‐

cαcm Gα招じ′徽の業 を南西モンスー ンのころに加害 し、 8月に師イヒする。

成虫は 9 ~10 月に出“ する。 Le毎 "‘2 'm62/?5 Walker は束 11」リアジア、

イン ド東部、パ キスタンに分布する。成虫は大 きく、開帳は約 1()ぐnl、

色彩葛褐色ハ 幼虫は体‐k locm になり、立った毛束をそなえる。多食↑ゴー

て各種の広葉樹と針東横の葉を食い、ケシアマツや @ 矧ご"s spp の害
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l l-3G Lebeda nobslis 

成虫（開張94..) (Beesonより） ' 

血として知ら九ている。イントでは2化性で、成虫は8 j:;と10-11月に 

出現する．北部では1化注となる。卵越冬する．激しい被害は市西モン 

スーンに大径木の樹短に発生し、その後若木、曲木に及ぶ。繭はド草や 

巻いた葉の巾につくり、蝋期は2 -3 週間である．‘勿lacosoma in承‘a 

walkerUlndian tent c1Uet・pilla「 と呼ばれ、北イントとパキスタンに 

分布し、リンゴとQ'nerni-, thiatciaの有名な害血であるが、各種の双子 

葉樹木にもつく。、1世代であるが、成虫は5 -6 月に出現する。卵は 

小枝へ帯状に数百粒まとめて産みつけられ、そのまま越冬する．幼虫は 

●春3月に解化し、日中は数木の小枝を謝糸で紡んたテント内にいて、 

夜間に葉や花を食う。幼虫期p:uuio-io ri、噺期問は2 -3 週岡で、噛 

は樹上や落葉層中につくる。Philudora toe加Walker は イントてDo!. 

加なmlalリroftaとDs心α,の菓を食う。輔化は小枝に沿ったり、草の茎 

上でする．年3 世代を繰り返す．Sirebloic dons論Walker‘よ スリラン 

カに生息し、幼虫は多食性で双子葉樹木の林木や激木の葉を食う。Ii陰 

川に値我されたノIfb,z,“とEjTfbi-nut の名虫として知られている。 カカ 

オや茶のマイナー育虫でもある。ほかにButea monoゆersm，コムノキ、 

Zzz)軸us tnan; zI,anaな どにもつく．卯け枝に卯塊壮に産みつけられる。 

蘭は小枝につくられる。世代長は8 -9 週周で、幼血期間は5 -6 週間 

である．S s:mi L.efevt el」インドとパキスタンに分布し、成収は戻褐色 

と黄白色て、聞張は約7 cm。幼虫は成熱す6と休長約75iiimにケり、秋掲 

色で液スミレ色の斑教と長い毛東をそなえる。胸部に黒色、青色、白色 

毛からなる短い帯をそなえることがある。双子業“I木の多食性の食集血 
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図 一 30 Lebeda no 畑ー~

成虫 (間張 94mm)(Bee もonより) 愁棚 -グ ザ

虫として知 られている。イン トでは 2化麹-で、成 虫は 8月と10~11 月に

出現する。北部では ]化性となる。卵越冬する。激しい被害は南西モン

スーンに大径木の樹冠に発生し、その後若木、苗木に及ぶ。廟は下草や

巻いた葉の中につ くり、姉期は 2 ~ 3週間である。掴αれcoso粥α z“〆にα

Wan(er は lndlan tent GILerpillarと呼ばれ、北 イ ン ドとパ キスタンに

分布 し、 リンゴとQz‘"cm メガ‘zf""の有名な害虫であるが、各種の双子

葉樹木にもつく。年-1 阻代であるが、成虫は 5 一6月に出現する。卵は

小枝へ帯状に数百粒まとめて産みつけられ、そのまま越冬する。幼虫は

翌春 3月に膳化し、 R中は数本の小枝を船糸で勅んだテント内にいて、

夜間に葉や花を食う。幼虫期間は40~7{)1:1、箱期間姑 2 ＼3週間で、繭

は樹上や落葉層中につくる。P初無加川 忽だ超 Walker はイントてリメー

加増?"/研究ね"とD s声sooの葉 を食 う。蛸化 は小枝 {,こ沿 った り、草の茎

上でする。まだ3 世代を繰 i)返す。Szrめおとe do六郷禽 Walker はスリラン

カに生息し、幼虫は多食生で双子葉樹木の林木や滋木の葉を食う。 =陰

用に白目基された /i/るだ′′′とだか伍“〃〃の 1'忍ぼ二して知 られ ている。力カ

オや 茶の マ イナ ー害 虫 で もあ る。 ほか に及 ばβ〃 ?“o72の虎 “〃α, ゴム ノキ、

Zz為のん郷 “2"ぞ〃感傷?"などに もつ く。 g1耳才枝 に卵塊状に産みつけられる。

繭は小枝につくられる。世へ長は 8~9 週間で、幼虫期間常 5 ~ 6週間

である。 S sz〃〃 Lefev・cはイン トとパキスタンとr分布 し、成 1貝はず炎褐色

と黄 白色て、間朱は約 7cm 。幼虫は成規け ると体長屑好 5I1--nト均一)、灰褐

色で灸スミレ色の斑紋と長い毛束をそなえる。胸部に黒色、青色、白色

毛からなる短い情をそなえることがある。双子葉樹木の多食性:の食葉虫
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で、林木てはマホガニー、Am'lamんtwa，ル‘ten monosperma, Pblyal 

加a !ongzfolia, Tamonx gamm,Zizyph:バ,nauntza,zaの被告が記録さ 

れている。卯は細枝に卯塊状あいは列状に産みつけられる．曲は細長く紙 

状で細技につけられる。年2 世代を級り返す。Suana concoルr Walker 

、 
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図-31 $uana concolor上幼虫（体長約10 3n) 

下成虫（開張58mm) (13eeson よリ） 

は来洋区に分布し、成血は聞張6 - 10cm,碓は雌より小さい。色彩は赤 

掲色。幼血は生●すると体長が約IOcnlに連し、灰色で胸部に長い毛房と 

愚色の嘩毛をそなえる。双子集相木の集を食う多食性の毛虫で柑橘類の 

マイナー害虫として知られている。林木ではA品・na spp , 二75$白斥加亙 

Ccstanea sn/wa. Cez加加ntandra，クスノキ、ユーカリ類、Skorea 

ルん凸ル，町ljg"I, mIII,,,,,.チークなとの被害か記録されている．イント 

では年2 世代を級り返す。蔵卵数は約2,0加粒で、寄生樹の小枝に塊状に 

産卵する．幼虫'ci夜間に葉を摂食し、畳間は小枝に沿って静止する。妬 

化は樹皮の割れ月や技につくった白色の麟内でする．T,a加In vishnou 

Lelebvi eはインド、パキスタン、ミャンマーに分布し、トウコマに突発的 
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で、林 木 てはマ ホガニー、 Ac αcm ?粥 磯 鯛 , 及 ばeα i'mフ7{葛Pの jim,Po か"‘-

"〃"/o'zg 免 /海,7 砂 mn キ g似/zcq,為 2卿ね鵬 '“"zm′zqm の被害が記録 さ

れている。卵は#-琳支に卵塊状あいは列状に産みつけられる。繭は細長く紙

状で細枝 につけられる。 4F2 世代を繰 り返す。 S〃"〃" の“餌わγWalker

園 - 31 $Uana conco‘or 上 幼虫 (体長約 i0 3mm)

下 成虫(開張58mm)(Beeson より)

は東洋医に分布し、成虫は間張 6~1ocm 、雄は雌より小さい。色彩は赤

褐色。幼虫は生長すると体長が約 1om・に達し、灰色で胸部に長い毛房と

黒色の毒毛をそなえる。双子葉樹木の葉を食う多食性の毛虫で柑橘類の

マイナー′害虫として知 られている。林木ではA/bzzzα spp ,C 僻 s魚 自繊‘/〃

Cαs超欄 q 班如ノ〃,Ce26 〃 P鑓 ね72α報 , ク ス ノ キ、 ユ ー カ リ類 、 S卿 だα

mo 〃*!,S}' りぎ〃〃〃 r′!〃〃〃〃, チー ク女 との被 害 か 記録 されている。イ ン ト

では年 2世代を繰り返す。蔵卵数は約 2,000粒で、寄生樹の小枝に塊状に

産卵する。幼虫は夜間に葉を摂食し、昼間は小枝に沿って静止する。姉

化は樹皮の割れ目や枝につくった白色の藤内でする。れ"棚/"〃声/mozr

Letebv1e はインド、パキスタン、ミャンマーに分布し、 トウコマに突発的
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図-32 Trabaia vishnou 

上一幼虫（体長約5んm）下成虫（開張50mm) (Beesonよ り） 

に発生する害リに、林木ではBzsehofrn javwnca, Butea nzonoゆenna, L 

ーカ」類、Lagers/i'oenaa ゆeciosa,Quercus duo/a楓 Q .incana, Shorea 

robus厄マホガニー、5り'zygiurn C1(fllIfl1t, lerfliiflai1a sppなどを加害す 

る。Shorea to加s/aには激しい被害が発生する。年4 化性。卵は寄生樹に 

1 列あるいは2列に産卵され、幼虫は体長約6 cmになり、黒色とピンク 

色の剛毛束をそなえ、主に夜問摂食し、昼間は被覆物内に隠れる。繭は 

粘り強い紙様で幼虫の剛毛が織り込まれていて、小枝に沿ってつくられる。 

Tlanihaurni Bethune-Baket はナイジュリアてlernunaha woten5Nの 

若木に被害があり、幼虫には集合性がある。 

(25)オビガ科Eupterotidae 

小形ないし巾形。成虫の口吻は短いか欠く。前趨の径脈の支脈は第1 

中脈と右柄で、多くの場合第1径脈か痕跡的となる。第2中脈は中央室 

末端縁の中央または中央前から生ずる。後翅はよく発達した翅軌をそなえ 

る。臀脈は2 本ある。幼虫は長毛の生えた疣を持ち、巣の中に群生する種 

類が多い。全世界から約50属400種が知られている。 

EIゆ/eroie ルbia Ciamerはスリランカとイントに分右し、コーヒーと街 

路樹の害虫として知られているが、Micheha t加mpaLaを含む各種の双了 
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図 一 32 Traba ′a v′shnou

上 .幼虫(体長約5mm) 下 成虫(開張50mm)(Beeson より)

に発生 す る害 虫で、林木 では &s じれ 粥 賜りの′zcα,最‘‘班 ''zom 功βγ〃m, ユ

ー カ リ類 、 L 唯'枕繁γoB“zzα speczo 班 ,Qz ‘e7℃?‘s d""!" 超,Q" αれα,S 彰 rm

m ら""", マ ホガニー、 S夕刻砦7′〃〃 α‘粥卿鉦,7 18“れ躍 "/m spp, な どを加害 す

る。S卿だα〆のzfsf"には激しい被害が発生する。年 4化性。卵は寄生樹に

1列あるいは 2列に産卵され、幼虫は体長約 6cm になり、黒色とピンク

色の1剛毛束をそなえ、主に夜間摂食し、昼間は被覆物内に隠れる。菌は

粘り強い紙様で幼虫の剛毛カ概歯り込まれていて、小枝に沿ってつくられる。

r ‘のi透"2" ればBethul1 Bakct は ナ イ ジェ リアて 7セデ“〃〃"化 "ノore“M~ の

皆木に被害があり、幼虫には集合性がある。

鰯オビガヰi←Eupterotidae

小形ないし中形。成虫の ID吻ば短いか欠く。前蝿の性脈の支源は第 i

リ脈と右柄で、多くの場合第 1径脈か痕跡的となる。第 2中脈は中央室

末端縁の中央または中央前から生ずる。後想はよく発達した遡軸をそなえ

る。轡脈は 2水ある。幼虫は長毛の生えた沈を持ち、巣の中に群生する種

類が多い。全担界から約50属 400種が知られている。

E′助けoね危るm C1amer はスリランカとイントに分布 し、コーヒ←と街

路糊の害虫として知られているが、屑叫ば7"c卿“中低αを含む各種の親 r
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葉樹木の菜を食べる。 1 年1世代、成虫は南イントでは7 - 8 月に出現 

する。雌は約20 H 間に数百卵を産卯する。幼虫は黒味がかリ、長い灰色の 

毛と短い毒毛束をそなえ、夜問は寄生樹の菓に集まり摂食するか、登間は 

樹皮上に塊状に集って静止する。幼虫期は約6 カ月で、その後落菓層や 

土中で蛹化する。蛹期は4 -5 か月。E geminata Walkerの成虫は開張 

6 - 8cm,橙黄色で暗色の横帯をそなえる。幼虫は体長35- 40mmにな 

り、黄色の縦条紋と光沢ある赤黄色の尾紋をそなえ、白色ないし灰色で先 

端が黒色になった長毛束をそなえ、短く堅い剛毛の生えた漕かある。双了 

葉樹木の菜を食い、カカオ、綿、茶などの農作物害虫として右名てある。 

森林や苗畑ではBmlぬrnialabaricuin，メリナ、チークにつく。北インド 

やパキスタンでは1化性で6 -?月に出現するが、南部では通常2化性に 

なる。卵は加害樹の小枝に塊状に巻きつけ産下される。若齢幼虫は集合し、 

しばしば1列縦隊で移動し、脱皮時には房状に集合する。生長すると分散 

して摂食する。蛹化は土中でする。E. unda危Blanchat dは イントとパキ 

図-33 Euptercite undata 

成虫（開張約90mm) (Beeson より） 

『「蹄副「げ・ 

I
、 

/ 
フ二 

－ 、I 

スタンに分布し、チーク林の重要害虫である。英名はCaidamom hany 

caterpillar と呼ばれる。成虫は大きく、開張は約10cm,黄色で暗色紋を 

そなえる。幼虫は体長60mrriに達し、黒味を帯び、背面には灰色紋を、イ則 

面には黒紋をそなえ、長い灰色毛と先端の赤い短毛と褐色の短毒毛をそ 

なえる。農作物の害虫であるが、林木ではBombax rnalabai icum，メリナ、 

S/icrm lo加s/a，チーク、Terminalia spp ,Toona n /icEaなどが記録さ 
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菜樹木の栄を食べる。 1年 1世代、成虫は南インドでは 7 ~8 日こ出現

する。雌は約20H 間に数百卵を産卵する。幼虫は黒味がか -)、長い灰色の

毛と短い毒毛束をそなえ、夜間は寄生樹の葉に集まり摂食するか、昼間は

樹皮上に塊状に焦って静止する。幼虫期は約 6カ月で、その後7各柴層や

土中で頼化する。踊期は 4 ~ 5か月。お gB'i2272α"Walkcr の成虫は間張

6~ 8cm 、椎黄色で暗色の横帯をそなえる。幼虫は体長35~40mm にな

り、黄色の靴条紋と光沢ある赤黄色の尾紋をそなえ、白色ないし灰色で先

端が黒色になった長毛束をそなえ、短く堅い剛毛の生えた糖かある。双了

菜樹木の葉を食い、カカオ、綿、茶などの農作物害虫として有名てある。

森林や苗畑では Bo粥 b鑓 “姻如卿“c"'“, メ リナ、チークにつ く。北インド

やパキスタンでは 1化性で 6~7 月に出現するが、南部では通常 2化性-に

なる。卵は加害樹の小枝に塊状に巻きつけ産下される。若齢幼虫は集合し、

しばしば 1列縦隊で移動し、脱皮時には房状に集合する。生長すると分散

して摂食する。師化は土中でする。β,mm" 超 B1anchald はイン トとパキ

,
′′
・
,,1,
‘
r

　　　　

図 一 33 Eupterote undata

成虫(開張約9omm)(Beeson より)
ヮ~/ ・メス.

スタンに分布 し、チークネネの重要害虫である。英名はCaldan ・om halry

caterplliarと呼ばれる。成虫は大 きく、開張は約 1ocm 、黄 色で =音色紋 を

そなえる。幼虫は体長60mm に達し、常味を帯び、背面には灰色紋を、側

面には黒紋をそなえ、長い灰色毛と先端の赤い短毛と褐色の短毒毛をそ

なえる。農作物の省虫であるが、林木では日の'妙狐 m 〆妙の′L加 z, メリナ、

S旬γβα のる""", チー ク、 好 ?m “"""spp , oo“" α′?殻αな どが記録 さ
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れている。北インドとパキスタンでは1化性で、成虫は6 -7 月に出現す 

るが、南部では2化性のものもいる。雌は黄色の卯を葉の裏而に大きな卵 

塊として産下する。幼虫は集合して主に夜問に太い菓脈を残して菓を食う。 

日巾は樹皮や葉裏に集合して静止する。北剖には11月に多くは上中で繭 

をつくる。蛹期は冬眠と夏眠をするので長期問となる。 

ロ日カイコガ利 Bomhycidae (silkworm moths) 

中形。口吻は消失する。前翅の第2 -5 径脈は共同の柄脈をそなえ、 

第2中脈は第1と第3との中央か第1に近く位置する。後翅の瞥脈は完 

全て2 本。趨棟は痕跡的。幼虫は裸休で尾端前背面に尾角をそなえてい 

る。全世界から約15属100種が知られている。 

Nonバzima ノavanica Mooreは東洋区に分布し、開張7 cmの灰褐色の 

ガで、Fctバelastzca造 林 地 の 食菜性害虫である。イントでは1化性で成 

虫は12月に出現し、幼虫は8 月から10月まて活動する。0cinara sig 

”勇ta Walke「はイ ントとパキスタンに分布し、FiCUS giomerataや同属の 

樹木の菓を食害する。卵は葉へ数列に産みつけられる。貰色の繭中で蛹化 

する。 1 世代長は好条件下ては3 週間である。0 vanans Walicerは東南 

アジアに広く分布し、スリランカ、インド、パキスタンでクワ科の害虫と 

されている。 

図-34 0cinai-a varians 

幼虫（体長約21mm) (Beesonよ り） 

伽ヤママユガ科Salurniidae (giant silkworm moths, wild silkworms) 

人形、鱗題日中の最人挿を含む。触角は短く基部たりに鯖毛をそな 

える。口吻はない。翅は幅広く、基部は密な長軟毛に覆われる。趨煉はな 
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れている。北インドとパキスタンでは 1化lrで、成虫は 6~7 月に出現す

るが、南部では 2化性のものもいる。雌は黄色の卵を葉の裏面に大きな卵

塊として産下する。幼虫は集合して主に夜間に太い葉脈を残して菜を食う。

ヒ1中は樹皮や巣裏に集合して静止する。北部では11月に多くは上中で繭

をつくる。師期は冬眠と夏眠をするので長期間となる。

圏カイコガ料 Bombycidae(s111(worm moths)

中形。 [1吻は消失する。前遡の第 2 ~5 省脈は共同の柄脈をそなえ、

第 2中脈は第 1と第 3との中央か第 1に近く位置する。後超の瞥脈は完

全て 2木。遡頼は痕跡的。幼虫は裸体で尾端前背面に尾角をそなえてい

る。全世界から約 15届 100種が知られている。

Non 岱れ擢αノ"?ノα"zm Moore は東洋区に分布 し、間張 7cm の灰褐色の

ガで、凡αは〆臨海のを林地の食葉骨害虫である。イントでは 1化性で成

虫は12月に出現 し、幼虫は 8 月から10月まて活動する。oc′'mm =g

“狗′〃 Walker はインドとパキスタンに分布 し、 Fzczfs多加俸〆""べ)同属の

樹木の葉を食害する。卵は葉へ数列に産みつけられる。黄色の繭中で踊化

する。 1世代長は好条件下ては 3週間である。○〃"クマ伽 sWalker は東南

アジアに広く分布し、スリランカ、インド、パキスタンでクワネキの害虫と

されている。

図 -34 0crnara varfans

幼虫(体長約27mm)(Beeson より)

例 ヤ ママユ ガ不一SaLurn11dae (gianL sllkworm IT1oLhs,wlld sllkworms)

人形、F砕超 LI1liの最人種を含む。触角は短く基部たりに挿弁じをそろ

える。ロ吻はない。期は幅広く、基部は密な長軟毛に覆われる。縄蚊はな
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い。前翅の第I中脈は径脈と有柄ではない。後趨には1木の啓脈があり、 

尾突起をそなえる種類もいる。卵は球形か肩平。幼虫は大形で有軟突起 

をそなえる。しばしば緑色で光沢ある斑紋をそなえる。老熟すると大きな 

絹糸繭をつくる。この繭は相糸として使われることがある。 

Ac/las se/one 1-luboerはインドとパキスタンに分布する。大形のガで果 

実や仙の双子菓樹木の葉を食う。林木ではBeteila spp ,五iglans regia, 

Lagenstroezn,a spp - Lannea coronzandelzca, nrmzna/ia pan wa/ala 

が記録されている。ヒマラヤ地域で'S年1~2 世代を繰り返し、南イント 

ではそれより多くなる。幼虫は樹上で繭をつくり蝋化する。Ant/ia raea 

加1)hia LinnaeusはインFとパキスタンに生息し、瑚は幅広い翅を持ち、 

開張約12cm、光沢ある黄色で円形の透明な紋をそなえる。雄では体が小 

さく黒ずんでいる。卵は大きく、葉の上に塊状に産下される。幼虫は体長 

10cmになリ、強健、淡緑色ぐ両側に黄色の帯を持ち、金属紋と短刺群の 

生えた突起をそなえる。多食性で各種の双子薬樹木の菓を加害し、林木 

で は AnacamWit CCC?鹿ii加厄 Anoge?ssus 血I加ha,Da功01gW SI) , 

原m加his /eucoxylon，コ ム ノ キ、Lagerstroamta paro加ha, S/mica 

10加s/a, Termina/ta spp などが加害樹として記録されている。老熟する 

と菓を巻くか繭を絹組でふら下けその中で蛹化する。この種は森林害虫と 

して特に重要で目ないが、地域によっては、カイコの絹より品質は低いも 

のの絹糸生産に使われている。Anh/zeraea roy/az Mooteはインドとパキ 

スタンに生息する多食性の毛虫で、Beta/a sp., Quercus mean“に執害 

をあたえた記録があリ、果樹でも時に大発生する。Altacus at/as Liii 

naeusはAし】as mothと呼ばれ、東洋区に分布する。超大形のガて、開張 

は約25cm,翅に比べて体は小さい。趨の色彩は黄掲色から紫色味を帯ひ 

た褐色で変化があり、各姐に透明の紋がある。老熟幼虫は10cm以上て談 

緑色ないし青黄色で体表には後方に向った大きな青色の刺を持つ。 

A たun/es montana, ク ス ノ キ、Lagers/roemia sjwciosa，マ ン コ、 

Satnanea sanian,‘翫h/ezchera tnyuga,マホガニーなど各種の双子集相 
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い。前棚の第 1中脈は係脈と有柄ではない。後期には 1木の腎脈があり、

尾突起をそなえる種類もいる。卵は球形か周平。幼虫は大ヲ杉ぐ右嫌突起

をそなえる。しばしば緑色で光沢ある斑紋をそなえる。老熟すると大きな

絹糸繭をつくる。この繭は絹糸として使われることがある。

AGZ毎もsde“e Hubner はインドとパキスタンに分布する。大形のガで果

実や他の双子葉樹木の葉を食 う。林木ではβg′/血 spp ,/で増忽那 だgzα,

乙"どの綿知の郷α spp , 上の2れeα cDγの,zmzd 錫zcα,Te γ川畑 "/如 かα招じ〆 "如

が記録されている。ヒマラヤ地域では年 1~2 世代を繰り返し、南イント

ではそれより多くなる。幼虫は湖上で繭をつくり蛸化する。Aれ豹βmBα

PQP;2ずα Linnaeus はインドとパキスタンに生息 し、湖は幅広い朝 を持ち、

間張約 12cm 、光沢ある黄色で円形の透明な紋をそなえる。雄では体が小

さく黒ずんでいる。卵は大きく、菜の上に塊状に産下される。幼虫は体長

1ocm になり、強健、淡緑色ぐ両側に黄色の帯を持ち、金属紋と頬刺群の

生えた突起をそなえる。多食性で各種の双子葉樹木の葉を力ずr表し、林木

で は A'zαcの "22〃〃ひば縦の臨海 ,A77oge 郷 婚 ‘蝕め 卿 ,DQ/ 加増 zα sp ,

裁 "〃収め『z侍 膚"の卸わ〃, ゴ ム ノ キ、 L口座 符お粥 ''27α pαγ〃兎 /m,S ルor雄

γクゎz‘s如 ,Zer 間粥敏 "spp などが加害樹 として記録されている。老熟する

と菓を巻くか繭を絹組でふら下げその中で姉化する。この種は森朴害虫と

して特に重要ではないが、地域によっては、カイコの絹より品質は低いも

のの絹糸生産 に使われている。Aれ〃泌mm γロメの Moo ・eはインドとパ キ

スタンに生息する多食付の毛虫で、β敏似如 sp,,QzferLHS 観劇れ"に被害

をあたえた記録があ り、果樹 で も--おこ大発生す る。 A‐"αcm の超s LI1

naeus は Atlas moth と呼ばれ、東洋 医に分布す る。超大形のガて、間張

は約25cm 、麹に比べて体は小さい。遡の色彩は黄褐色から紫色味を帯ひ

た褐色で変化があり、各週に透明の紋がある。老熟幼虫は1ocm 以上て淡

緑色ないし青黄色で体表には後方に向った大きな青色の刺を持つ。

A′g?‘“ es 加 o鰯α〃α, ク ス ノ キ、乙α卵 な′γ肥加 7〃 sPpczosα, マ ン コ、

S"粥α“粥 蹴朔α72,& 加々納 em ′燭 "耳な, マホガニーなど各種の双子葉横
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木の葉を加害する。卯は赤く菓上へ塊状に産みつけられる。幼虫は単独で 

主脈を残し暴食する。繭は汚白色ないし汚褐色て、小枝に絹糸で縛りつけ 

た葉の裏側につくる。産卯数は約200個である。世代長は気候によって異 

なるが、赤道直下のマラヤでは約61目で、卯期間は約7 日、幼虫期問は 

29日、蝋期間は25日であるが、インドネシアでは幼虫期問は30-S0日、蝋 

期間は変異かあり、 1 -10カ月である。幼虫1頭の摂食量は多いが、林木 

への被害は少ない。しかし、マラヤではAkurites mon加”αに激しい失菓 

被害がでたことがあり、ジャワではキナノキに、スマトラでは茶樹に大発 

生した記録もある。 

囲スズメガ科Spingidae (sphinx moths) 

はとんどの成虫は大形、美麗、体は太く、日中、薄暮、夜間に活発に強 

飛する。顕著な色彩模様で密着鱗片に覆われる。複眼は顕著で裸体。触 

角は通常先端に太く先端が絢状になる。雄ては緑毛を付けるかまたは櫛歯 

状。口吻は著しく長いものから退化したものまである。鬚は存在する0 翅 

は大形で細い。前翅は後翅より大形、陰色の場合には後翅は光輝がある。 

飾毛を欠き翅の透明な挿類もいる。翅蜂はよく発達し前緑脈と径脈とは 

中央室の中央か直前で1横脈で結びつき中央室の末端まで平行に走って 

いる。腹部は太く尾端に尖がるか紡錘形。幼虫は大形で太く円筒状、表 

面は滑らかか粗1』あるいは虎を持つ。腹脚は5 ’」。通常第8 腹節背面 

に尾角をそなえるが、痕跡的になったり疣となるものもいる。老熟すると 

上中で薄い繭をつくリ蛹化する。 

クロメンガタスズメ（Acheron/ta たthesis Fabricius）は束洋区から日 

木まで分布する。各種双子葉樹木の葉を摂食する。幼虫は緑色で黄色と 

青色の斜紋があり、スズメガ固有の尾突起をそなえる。インドとバキスタ 

ンではMel2a azedarach，めathodea campani‘た加，チークなどを加害す 

る。 1 唄の摂食量は多いが、小径木を除き被害はさIJど激しくない。北イ 

ンドでは3 化性、幼虫で越冬し、土中で蛹化する。メンガタスズメの原亜 
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木の葉を加害する。卵は赤く菓上へ塊状に産みつけられる。幼虫は単独で

主脈を残し暴食する。繭は霧白色ないし汚褐色て、小枝に絹糸で縛りつけ

た葉の裏側につくる。産卵数は約200個である。世代長は気候によって異

なるが、赤道直下のマラヤでは約6]ljで、卵期間は約 7 日、幼虫期間は

29日、蝋期間は25日であるが、インドネシアでは幼虫期間は30~50 日、輔

期間は変異があり、 1~10 ヵ月である。幼虫 1頭のず託食量は多いが、林木

への被害は少ない。しかーヘ マラヤではA を"“彰s 伽oれ如72"に激 しい失葉

被害がでたことがあり、ジャワではキナノキに、スマトラでは茶樹に大発

生した記録もある。

{28っスズメガ科 Spingidae(sphinx moth

ほとんどの成虫は大形、美麗、体は太く、日中、薄暮、夜間に活発に強

飛する。顕著な色彩模様′ぐ密着鱗片に覆われる。複眼は顕著で裸体。触

角は通常先端に太く先端が釣状になる。雄ては緑毛を付けるかまたは櫛曲

状。ロ吻は著しく長いものから退化したものまである。髪は存在する。運

は大形で細い。前組は後期より大形、陰色の場合には後期は光輝がある。

鱗毛を欠き遡の透明な紳類もいる。殻敷はよく発達し前緑脈と径脈とは

中央室の中央か直前で 1横脈で結びつき中央室の末端まで平行に走って

いる。腹部は太く尾端に尖がるか紡錘形。幼虫は大形で太く円筒状、表

面はd」if)かかり唄お′あるいけ止を持つ。}腹脚は 5対。山 i.話〉≦;'復飾背面

に尾角をそなえるが、痕跡的になったり洗となるものもいる。老熟すると

上中で鱒い繭をつくり蟻化する。

クロメンガタスズメ (Ac棚卸れ加 ‘α露 esis Fabncius) は東洋区から日

木まで分布する。各種双子葉樹木の葉を摂食する。幼虫は緑色で黄色と

青色の斜紋があり、スズメガ固有の尼突起をそなえる。インドとパキスタ

ンでは肌磯 ""2 可α“僻ん, 鋤の/zodeα m 粥卿 m ば欲α, チークなどを加害す

る。 1頭の摂食量は多いが、小径木を除き被害はさほど激しくない。北イ

ンドでは 3化性、幼虫で越冬し、土中で緬化する。メンガタスズメの原並
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図-35 Acherontia Iachesis 

上幼虫 下：(Kaishoven より） 

種（A,sりJx Westwood)は小アジアから東洋区に分布する。幼虫は体長 

図一36 Acherontia styx 

成虫（開張90mm) (Beeson より） 

8 cmに達し、明るい緑色で暗緑色の斜帯と曲がった尾突起をそなえる。 

インドとパキスタンでは助athodea canゆamula加，みzygiion cuminn, 

チークなどを加害するが、はかの双子葉樹木にもつく。幼虫の摂食量が多 

いので、小径木への被害は激しい。卵は緑色を帯びるが、次第に橙黄色に 

変る。土中で蛹化する。インドでは年数世代を繰り返し、蛹で越冬する。 

マラヤでは野菜への被害がかなり多く、 1 世代は約44日で、卵、幼虫、蛹 

期間はそれぞれ約S 、 21, 18日である。Cゆhonodes ky/us Lhrnaeusは旧 

ー印－ 

図 一 35 Acheron ねa′aches 馬

上 幼虫 下 :(Karshovenより)

種 (A.s惣寛Westwood) は小アジアから東洋区に分布する。幼虫は体長

図 一 36 Acherontfa styx

成虫(開張9omm)(Beeson より)

8cm に達し、明るい緑色で暗緑色の斜帯と曲がった尾突起をそなえる。

イン ドとパ キスタンでは SPαと如 d撚 如招Pα粥綿鰭仏 Syzyg"" “ c紛れ・れ",

チークなどを加害するが、ほかの双子葉樹木にもつく。幼虫の摂食量が多

いので、小径木への被害は激しい。卵は緑色を帯びるが、次第に構黄色に

変る。土中で蝋化する。インドでは年数世代を繰り返し、嬬で越冬する。

マラヤでは野菜への被害がかなり多く、 1世代は約44日で、卵、幼虫、姉

期間はそれぞれ約 5、21、 18日である。 Cゆれoれodes ね〆qs Linnaeus は旧
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世界の熱帯から亜熱帯に広く分布し、アカネ科の集を摂食する。幼虫は均 

一な淡緑色で生育すると幅広い縦の黒帯をそなえる。終齢幼虫は橿赤色 

ないしチョコレーート色で背面に暗色の帯と背側面に黄白色の縞があり、気 

門は赤く縁取られる。ガーナ、タンザニア、マラヤではコーヒーのマイナ 

ー害虫とされている。A dine cordifolia,チーク、均'ha xy/ocaゆαを加害 

するが、ナイシュリアではNeecka didernch.ilについた記録があ る。イン 

ドでけ春期における幼虫と蛹期間はそれぞれ3 週間である。C, /1cus 

Cramer は 東洋区に分布し、アカネ科の業を食う。幼虫は体長6 - 7 cm 

に達し、主に緑色で青白色の縦背線をそなえる。インドネシアとマラヤで 

はコーヒーの害虫であるが、インドではA所na cord加lieの葉を食害する。 

成虫は夜間非常に早く飛翔する。幼虫は若葉を好むが、旧葉、果実の外 

皮や小枝の若い樹皮なども食う。蛹化は土中やまれに落葉層中てする。、フ 

ラヤ、スマトラ、シャワで大発生したことかある。Beg/cpIi油 nero Lin 

na ensはア フリ力、南アジアに分布する。イギりスに迷い込むこもがある。 

成虫の開張は9 -'11cm～幼虫は12-15cmになり、色彩は変化に富み、通 

常淡青緑色で黄緑色のはかしが入り、白色の縞と斑紋がある。短い曲った 

尾突起をそなえる。キョチクトウとRauwo mclの マイナー害虫として知ら 

れているが、多食性て各種の双子菓樹木の菜を加害する。ウガンダで（」 

Bgirt!九v,ya aヌ器i ca, Ah7rogyna Sゆ1而sa, 77gaveha pera vianaを加害し 

ている。年数世代を繰り返し、蛹で越冬する。卯は巣や葉柄に1粒すつ産 

下される。幼虫は若く柔らかい菓を好むが、次第に全組織を食い、また花 

も食う。刺激されると威嚇の姿勢をとる。老熟幼虫は地面で褐色の絹糸に 

より落葉や腐植を綴りつけた繭をつくる。苗畑で激しい被害が発生する。 

Pり加り'cluis属は熱帯アフリカとアジアに分布し、双子葉樹木の葉を摂食 

する。ウガンダではPpygarga KarschがMaesopsis amineの葉を加害し、 

インドではP. tn /m ae/its Mooreがムラサキ科の葉を加害する。 1 世代は 

約53日で、卯、幼虫、輔期間はそれぞれ約5 -, 30. 18日である。西ナイジ 

エリアでは、この属の未同定種がTriplochiton sclero支ylo”を加害している。 
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世界の熱帯から亜熱帯に広く分布し、アカネ科の葉を摂食する。幼虫は均

一な淡緑色で生育すると幅広い縦の黒帯をそなえる。終齢幼虫は様赤色

ないしチョコレート色で背面に-璃色の帯と背側面に黄白色の綿があり、気

門は赤 く縁取 られる。ガーナ、タンザニア、マラヤではコーヒーのマイナ

ー害虫とされている。 Adz""co 縦坑鼓iQ, チーク、 Xyね" 夢 /om ゆαを加害

するが、ナイシェリアではN 伽〆如 didげ“c卿 2についた記録がある。イン

ドでは春期における幼虫と師期間はそれぞれ 3週間である。C,Pzc節

Cramer は東洋区に分布し、アカネ科の業を食う。幼虫は体長 6~7cm

に達し、主に緑色で青白色の縦背線をそなえる。インドネシアとマラヤで

はコーヒーの害虫であるが、インドではA 承れαのγば帆〆デ"の葉を食害する。

成虫は夜間非常に早くヌを粥する。幼虫は若葉を好むが、1日葉、果実の外

皮や小枝の若い樹皮なども食う。鰯化は土中やまれに落葉層中てする。マ

ラヤ、スマ トラ、シャワで大発生 したことかある。 Dez′ゆ′班α 72好′2 L1n‐

naeusはアフリカ、南アジアに分布する。イギリスに迷い込むこもがある。

成虫の開張は 9~1lcln 。幼虫は 12~15cm になり、色彩は変化に富み、通

常談青緑色で黄緑色のばかしが入り、白色の縞と斑紋がある。短い削った

尾突起をそなえる。キョチクトウと尺αz‘wo肪蘭)マイナー害虫として知ら

オごいるが、多食性て各種の双子葉樹木の葉を加害する。ウガンダでは

β?f“溺卿膨 れ鯛 szm, 肌立mgy 棚 s′ZP7‘/o細 ,T ね勿磯 " 妙の粥川 “"を力拝書 し

ている。年数世代を繰り返し、師で越冬する。卵は桑や薬柄に 1粒すっ産

下される。幼虫は若く柔らかい葉を好むが、次第に全組織を食い、また花

も食う。刺激されると威嚇の姿勢をとる。老熟幼虫は地面で褐色の絹糸に

より落葉や腐値を綴 1)つけた繭をつくる。苗畑で激しい被害が発生する。

Rひろめな認′縦属は熱指アフリカとアジアに分布し、双子葉樹木の葉をlit食

す る。ウガンダではPP 鬼の皆α Karsch が Mqgsopszs e侃 2mzの葉を加害 し、

インドではP遊蕩デれg叫ばs Moore がムラサキ科の葉を加害する。 1世代は

約53日で、卵、幼虫、姉期間はそれぞれ約 5、30、18日である。西ナイジ

ェリアでは、この属の未同定種が Trzpあげ?の れ sG趨か紗わ“を加害 している。
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Ailogramrnn men中bran Ciarnerはスリラン力、インド、パキスタンか 

らオーストラリアまで広く分布し、樹木や灘木の葉を食う多食性の害虫で 

Casuarina Spp ,メ リ ナ、Me/ia azedarach，幼at/iodea campanula慨 

チークなどの加害樹が記録されている。インドでは時にメリナとチークに 

多発する。年1 世代で、成虫の発生と蛹化は不規則である。Sa/aspesは東 

洋の属で双子葉樹木の葉を食う。S inferno/is WestwoodはAlhizia lob 

be読など、S sea/ti Jordan 11 Dalbergia sissooにつく。1五ore/ia nessus 

Dr ur yは東南ア ジアからオーストラリアで双子菓樹木の葉を食害し、イン 

ドではPo4gwnia pinnalaを加害し、落葉層巾で蛹化する。 

(29) シャチホコガ科Notodonlidae (pi ominents, puss moths) 

成虫は中形ないし大形。灰色あるは褐色。鱗毛と毛に覆われる。口吻は 

明瞭か退化する。触角は雄では櫛歯状。後脚の腿節は長毛を装う。前翅 

の後緑には背力に突出する毛房をそなえるtip預もいる。前超の』寸脈は3分 

岐する。後姐の亜前縁脈と径脈は分帥している。腹部は毛深く尾毛東を 

そなえることがある。卯は淡色で丸い。幼虫は円筒状で4 対の腹脚をそな 

え、尾脚は変形するか、あるいけこれを欠く。体表面は背癌、疣、触糸や 

棟をそなえ、鮮明な条紋がある。ある種では静止の際に体の前方と後方を 

Lける。この姿がシャチ鉾に似ていることから和名になっている。全世界 

から約650属2 .000種か知られている。 

A mpI/C CC)/O加Butiei はナイシェリア、ガーナ、力メルンに分布する。 

成虫は4 月に羽イヒlノ、乃ゅlot/li/OIl scleroxylo”の高木の葉に産卯する。 

幼虫は3 週間後に貯化して葉を摂食し、地上に降り周リの飛木や低木の 

菓表て不均一な形の淡褐色の堅い紙状の集合した繭をつくる。白然木の 

501ト生以上の高木に激しい被ブ；が発生するが、造林木ではまた被害はて 

ていない。Des;neocraera voile Janseは熱帯アフリ力に分布し、双子巣 

樹木の菓を食う。ウガンタてはクアハに普通であるが造林地で発生する 

ことむある。被J，は陳林に限定され広がらない。被害木（」衰弱し、二次 
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Pszfog 川洲粥αフルe"ゆ /“◇“ C1an ・er は ス リラ ンカ、 イ ン ド、パ キス タ ンか

らオーストラリアまで広く分布し、横木や濯木の葉を食う多食性グy害虫で

C調 ""γ粥α SD1 メ リ ナ、屑物 ααzedα打僻ん,S め鑑なode α cα捌か"““ね如 ,

チークなどの加害樹が記録されている。インドでは時にメリナとチークに

多ぢきする。{F I世代で、成虫の発生と姉化は不規則である。S鰯偶め8ふむま東

洋の嵐で双子葉樹木の葉を食 う。 S Z〃たγ7と〆婚 Weshvood は A 肋 zm Zの‐

彰 c々 な ど、 S scα fz Jordan ‘JD α妙e牌解 " 蚊 )oに つ 772好物 惣 〃Fs瀞鱒

Druryは東南アジアからオーストラリアで双子葉樹木の葉を食害し、イン

ドではPD 解α〃""P “加川αを加害 し、落葉層中で師化する。

(2の シャチホコガネト Notodont1dae(p1oml-lents,puss morhs)

成虫は中形ないし大形。灰色あるは褐色。鱗毛と毛に覆われる。ロー吻は

明瞭か退化する。触角は雄では櫛歯状。後脚1の腿節は長毛を装う。前地

の後緑には背フJに突出する毛房をそなえる称頚もいる。前遡の肘脈は 3分

岐する。後畑の並前緑脈と秤脈は分削ぎしている。腹部(↓毛{築く尾毛束を

そをズることがある。卵は淡色で丸い。幼虫は円筒状で 4対の腹膜1をそな

え、尾脚は変形するか、あるいはこれを欠く。体表面は首精、疾、稗IE糸や

敷をそなえ、解明な条紋がある。ある種では静止の際に体の前方と後方を

[ける。この姿がシャチ鉾に似ていることから和名になっている。全世界

から約650届2,000種か知られている。

Aノ′〃/)/だれご〃‘ノm HuLra はブーイシェ リア、ガーナ、カメル ンに分 布す る。

成虫は 4月に羽化 し、万 の‘o戊申)〃ゞc腐り刈ノ/o“の高木の集に産卵する。

幼虫は3週間後に跡化して葉を摂食し、地上に降り周りの灘木や低,木の

葉汝てイ・均一なiEラの次褐色の堅い紙状の集合した繭をつくる。自然木の

50年生以上の高木に激しい扱う;が発生するが、メき林木ではまたネ安寿はて

ていない。 Pep 卿併用β7“〃‘2rm Janse は熱帯アフ リカに分布 し、双子葉

樹木の東を食う ウガンタてはクアハに普通で )るが造林蓑皆で発9ョする

こともある。被古銭藤林に限定され広がらない。被害木は衰弱し、二次
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性害虫に攻撃されるようになる。ウカンタてはnIcl山ゆtns tiegliゆh/のほ 

かユーカリ類やit cacia cyan”あ’llaを加害したことがある。Dum(SI? 

noheles \Valkerは東洋区に分布する。成虫は大きく開張7 5- 10cm,褐 

色で前翅に暗色の斜帯をそなえる。幼虫は10~ 11cmになり、突出した 

棟をそなえ、通常Schleechera t切“gaの旧葉を摂食する。繭をつくらす 

十中の穴で蛹化する。インドでは1化性で、成虫は6 U に出現し、幼虫 

期間は7 '-10月であるが、シャワでは世代か亜複し、幼虫は升中兄られ 

る。F7)2CCT/I1Y/ pulvenelefita HampsonはガーナでTei mJinutia 1 vorensis 

の巣を食う。老熟幼虫は休長25 - 30rnrn 淡褐色で背向に暗色帯かある。 

蛹化は地上てする。被害は5 , 6 月に多く、 8 , 9H にも兄られる。被 

害木は初め梢端が失菓し、次第に樹幹全休に及ひ、 3 -4 週問後には完 

全に失葉する。Neocemm.na feline Ia Walkerは東洋区に分布し、基木的 

にはイイギリ利の集を加害するか、イントではポプラやTとTin加(il/el 

tomnentosalこもつく。幼虫は胸部に鈍い刺と木端節に長い先細の刺状突 

起を持った右妙な形態をしている。老熟幼虫は小枝や樹冠に浅い卵形の 

穴を堀り、扁平な繭内で蝋化する。成虫は昼行性。シャワでは世代長か 

40-S0日て、イントでは7月に蛹期間が23日とされている。Neop/ceosma 

excum vata Hampsonは インドに生息する。幼虫は体長約30mmに辻し、 

ピンク色で長い曲った尾突起と胸部と腹部に若干の短い刺をそなえ、 

Anogemssus 1(11加leaの集を食害し、蛹化は士中の堅い繭内てする。 

/切alein i-uya Mooreはインドとミャンマーに分布し、双イ巣樹木の多 

食性の食葉性害虫で、Cassea fistiela, Oiegeenia 山the; gloides,QiCe/tI?,', 

SeTTataなどに被害かでる。Staenvpem etlte,フ71e5 \tVa]lcerは東洋区 に広く 

分布し、英名はlobstar caterpillarである。成虫は開弘4 - 6 cmて灰色 

のカである。幼虫は脚か艮く奇妙な形をし、驚くと威嚇姿勢をとる。ス 

リランカ、インド、ジャワでは茶の害虫とされ、双了葉相木につく多食 

性の省虫でAaicea Caたelm,A 鹿αルα加，Ai//can/se?, AIbezia chum 

enses, Cassea 恥te丸 C yavanica, Greyルi (Oh//S/u, マンコ、Ougeu 1116' 
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1生者虫に攻撃されるようになる。ウカンタてはE〃m/}の′〃ふ‘/曜/′少々′のほ

かユ ー カ リ類 や Amq αり郡 ?0の/り′"" を加 デした こ とが あ る。 D′fぬrm

ノ2の′/為 Walker は東洋区に分布する。成虫は大きく間張7 5~1{)cm 、褐

色で前遡に--音色の金尋端‐をそなえる。幼虫は10~1loll になり、突出した

疎をそなえ、通常&/?‘e?c庇招 かり′唇"の旧葉を摂食する。繭をつくらす

土中の穴で轍化する。インドでは 1化性で、成虫は 6月に出現し、幼虫

期間は 7~10 月であるが、シャワでは世代か重複し、幼虫は4十中見られ

る。 EP 化e粥 川 ばひ8那 加 “"Hanll)son は ガ … ナ で 7を“〃〃?"/′α′粥ノゼ“s′s

の巣を食う。老熱幼虫は体長25~30mnl 、談褐色で音曲に=音色帯かある。

リ順化は地」二てする。被害は 5,6 月に多く、 8,9 月にも兄られる。被

害木は初め梢端が失業し、次第に樹幹全体に及び、 3~4 週間後には完

全に失菜す る。那加cの′〃"/ “〃'〃!α Walker は東洋区に分イーiし、外イ・的

にはイイギリ不一の集を加害するか、インドではポプラや e捌けノ′"/"ぞ

′omemo 鉱にもつく。幼虫は胸部に鈍い刺と末端節に長い先細の康明人突

起を持った給妙な形態をしている。老熟幼虫は小枝や掛冠に浅い卵形の

穴を堀り、扇平な繭内で鮪化する。成虫は昼行性。シャワでは世代k か

40~50F- て、イン トでは 7月に蟻期間が 23日とされている。対の〆′のsm

・c′rim 超 Hampson はイン ドに生息す る。幼 虫は体辰約 30nlnlに達 し、

ピンク色で良い曲った尼突起と胸部と腹部に者 1二の短い“きりをそなえ、

ノレ70ge鵜 "ふ微小磯 "の巣を食害 し、師化は土中の堅い菌内てする。

!)脳ね竹 7の収 Moore はイン ドとミャンマーに分布 し、双子葉樹木の 多

食性の食菓社告虫で、 Cqss脇方立川“, α省e〃〃" 〆〃あのぜひ′des,Q 〃“ "△

sgrim" な どに被害かで る。瀞伽如かfも "/‘好〃裕 Wa1ker は東洋区に広 く

分布 し、英名はlobstar oaterplllarである。成虫は間族 4 ~ 6 0111て灰色

のガである。幼虫は輝か長く奇妙な形をし、驚くと威嚇姿勢をとる。ス

リランカ、インド、ジャワでは茶の害虫とされ、双ず菓樹木につく多食

性 の古 虫 で Amcm cq海流 〃,A d微 妙婿〃,A 〃?e"〆′?s′7,A 飯 沼‘! c履か

eれs嵐 C‘mm 自助‘!α,C メ御 αほどcα,G だひげを(z r通 船 /", マ ン コ、 0′増どmm
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dalbergioldes, Pa/aquzum 伊‘t加,Syzj'giun ci,'iniflii, 7)vnza 

re nthis f/I (1/1hZ, 乃'ewla fl/Id/f/OW, X 'yhaxylotrn加なとの加舌樹秤か知ら 

れている。成虫は夜行性て、雌は不i舌発に飛翔し寄主の葉に産卯する。 

蛹化は組糸て綴った葉の中や小枝上でする。世代長は南インドやスリラ 

ンカでは6 -8 週間で、卵、幼虫、蛹期問はそれそれ約1, 4-5, 3週間 

である。スリランカで大発生したことがある。Stenadonta indmhS 

Gaede は インドで幼虫がDeiidi'oca/wnns s/i'imβの菓を食い、南西モン 

スーン期に活動する。蛹期間は6 -7 日である。 

琶 
図―31 Pha!era raya 

幼虫（体長約65mm)(Katshoven より） 

(30) Vクカ 'I Lymantriidae (tussock moths) 

成虫は中形。体は太く、触角は櫛歯状ないし鳥毛状。日吻は痕跡的か 

欠く。雄は有超であるが、雌では無翅の種類かいる。通常超棘をそなえ 

る。」廿Iク）腹部には尾毛東をそなえる。幼虫は円筒形で長毛をそなえ、毛 

房をそなえることかある。これらの毛は刺激性の毒毛であることが多い。 

世界から約200屈2,500種か知られている。 

Dasyclnra dalbergiae Mooreはインドとパキスタンに分布し、幼虫は 

Dizihergia hehto ha, D S/SSOO， マンゴ、Sliorea robu,s加 Syzygnim 

ti//li/n/i, Teniiina/ia niyriotai加などの双子菓樹木の葉を加害する。北 

インドや西パキスタンでは年3世代。成虫は2 -4 月、 4 -5 月、 9 -

一71-

dalt)ergioides,R 〃/〃似′粥川 gど雌鶏 Sツ切要粥川 czf′粥川′,7 1‘r“′"-

mm ′′′′′‘/ノ班 ,Trez りm m 頭呪 om,Xj ′/mxy ′錠 mp αな とのカー1′iた朝種 か知 ら

れている。成虫は夜行性て、雌は不信死に飛期し寄ー1;の葉に産卵する。

蝋化は絹糸て綴った葉の中や小枝‐たでする。世代長は南インドやスリラ

ンカでは 6 ~ 8週間で、卵、幼虫、師期間はそれそれ約 1、 4~5 、 3週間

で あ る。 ス リラ ンカで大 発生 した こ とが あ る。 Sfe'?"ダリizm 招請"′′s

Gacde はイン ドで幼虫が Dのzdmm/ ‘z';?〃s s′γ′け〃sの葉 を食い、南西モ ン

スーン期に活動する。鰯期間は 6~7 日である。

図 一 37 Phalera raya

幼虫(体長約65mm)(Kalshovenより)

燈の1クカ料 Lymantriidae (tL・ssock moths)

成虫は中形。休は太く、触角は櫛歯状ないし鳥毛状。-」吻は痕跡的か

欠く。雄は有地であるが、駈けEでは91妻麹の種類がいる。通常超疎をそなえ

る。難の腹部には尾毛束をそなえる。幼虫は円筒形で長毛をそなえ、毛

房をそなえることかある。これらの毛は刺激性.の毒毛であることが多い。

世界から約200厨 2,500種か知られている。

D〃夢′cん用‘市あの忍液e Moore はイン ドとパキスタンに分布 し、幼虫は

功 !めど増 !" 中断 o/′",D s′sso‘', マ ン ゴ、 Sたの宮" 'の鰯 加, 鱒ノz鬼 m77

"〃〃〃"z,7 Te“〃mα加 “小れり餌物αなどの双子葉樹 くの葉 を加害する。北

イン ドや西パキスタンでは年 3世代。成虫は 2 ~ 4月、 4~ 5 月、 9 ~
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11 Nに出現する。繭は体毛と絹糸てつくる。D gemgeunti Fawcettは熟 

'III-アフリカに広く分布する。幼虫は双了樹木の多食性の食菓虫で、ケニ・ 

ヤてAeec/a mew'nsee, A /ne/ano.%y/a”とコーカリ類を、ガーナではチ 

ークを加害した記録かある。1), gm /ce Mooreはイントとパキスタンの 

海抜2, 000mの平原に生息する。幼虫は体長3 ~ 5 ci-nになリ、談緑色な 

図一38 Dasychira grotei 

上幼虫（体長約38mm）下成虫（開張約44mm) 

（日cesori より） 

いし黄緑色、非常に長い白毛房をもち、円錐形の黄毛をそなえる。A 

cue/a dee/ba加 A oid,ca, Lagees/roemia 助Ct/OV/,Quel'6u5 I//CC/illQ 

serra概 S‘カ[etc/cern o/eosa, Sliorea robusta, チーク、1切71//I/a [a 

1fl )70C pa の菓を摂食する。年間を通じて加害し、通常4 世代を繰り 

返すロ 8 月から10月の被害か大きく、各樹齢のものが加害される。 

S/torea robi.tstaに激しい被害が兄られ、繰リ返し加害された被害樹は枯 

れることがある。1). /iorゾe/di Saundersは東洋区の西部に分布し、幼 

虫は各種林木の葉を食い、農作物や果樹も加害する。東パキスタンで 

S/mica roblお[aの亜要告虫にされている。D ;nendosa Hubnerは東南ア 

ジア、オーストラリアに広く分布し、成虫は前趨に褐色の不規則な斑紋 

をそなえ、後翅は淡色てある。幼虫は体長4 cmになリ、休は灰色ない 

し黄色で、赤色の斑紋と白色の毛房をそなえ、頭部は赤い。カストール、 

トウモロコシ、茶、コーヒーなどの葉を加害し、林木てはAcetic catec/lu, 

A /cure tes pide, A montana, Bc/ca monosperina, Cassia 戸sIII白,Cci加 

pen tune/ru, Cinnu,nomum zey/anzcwn, Da/bergea stssoo, Fecl鳶spp , 

Lagerstroemea 功eceosa, マンコ、Pi/aqeceune gut/a, San/u/eec a/he/n, 

Sc/tie/c/cemtrejiega, 5 /co rca robl鳶慨 チーク、Ternecewba be//erica T 

一721ー 

11月に出現する。繭はイ4・毛と絹糸てつ くる。 Dgeo 増加 ?‘′Fawcett は熱

帯アフリカに広く分布する。幼虫は双「樹木の多食ィ生の食葉虫で、ケニ

ヤ て Ac αcm 〃?〃α川 洲 ,八 〃28/ののり'/"〃とユ ー カ リ類 を、 ガ…ナ で は チ

ークを加害 した記録かある。 D,gr ααぞMoore はイン トとパ キスタンの

海抜2,0oom の平原に生息する。幼虫は体 k3~ 5cm になり、渉を緑色な

　　　
上 幼虫(体長約38mm) 下 .成虫(開張約44mm)

鋤

図ー総 Dasych1ragrote1

(Beeson より)

いし黄緑色、非常に長い日毛房をもち、円錐形の黄毛をそなえる。A ‐

m αα ぬ〆加たろ A “?〆?‘‘も L"ge 憾散形““" 功αの ~"Q"e た胎 ′izmi?" @

sermfq sc/疑似c/沼地 o誇りs仏 SZZOだ " 光)ムrsfq, チ ー ク、 7をr〃〃〃"/ノ"

'〃yr′ocロフカ〃の葉を摂食する。年間を通じてカー]′,だし、通常 4世代を繰 り

返す。 8 月から10月の被害か大きく、各樹齢のものが加害される。

Sたのセ"γの′′sfdに激 しい被害が兄られ、繰り返し加害された被書棚は枯

れ るこ とがある。 D. 廟γ所α/dz saunders は東洋区の西部 に分ィliし、幼

虫は各種林木の葉を食い、農作物や果樹も加害する。束パキスタンで

S加川α rの """ の重要害虫にされている。 D 〃‘ei′"…"Hubner は東南ア

ジア、オーストラリアに広く分布し、成虫は前週に褐色の不規則な斑紋

をそなえ、後想は淡色てある。幼虫は体長 4cm になり、体は灰色ない

し黄色で、赤色の斑紋と白色の毛房をそなえ、頭部は赤い。力ストール、

トウモロコシ、茶、コーヒーなどの葉を加害 し、十小木てはAc〃cm の fec霞も

A′8′fmes 劾 m な A ′柳 川口im,&! ′e‘ぞmom ゆどrim,Cqssm 方霊山 ,Ce 中α

Pe橋口ブ?〆?記 Cばれi74′;?の川柳 7 2砂′の ?mm?,Dq 形のgm 寂ssoq 強 姦婚 sPP,

L"gB'sf 劣鑑 “?′"sP 鑑 zps", マ ン コ、 P 〃/〃q〃?z"i′ g" “",S の z′"/" 〃′ 〃助川 ?乙,

&/z 彰に/′β'"f γ〃〃罫も Shore α robぞ!豆α, チ ー ク、 7を“〃′77‘!‘?“ム可をrに伍 71
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，多ダ男ぎ）-’ ーリい、I'『 U' 

図一39 Dasychira mendosa 

上 4 齢幼虫 下 老熟幼虫（体長45mm) 

mI助I）α，Ttome川os ', ZizyplIFtS nianrittanaが加害樹種にされている。 

4H川を通して加害し、 5 - 6」」ト代を繰り返し、時に激しい被害をあたえ 

る。卯は黄色て卵塊状に産みつけられる。蛹化は絹糸と毛でつくった疎 

な繭内てわう。D strtgata Moore はインド、パキスタン、マラヤなどの 

東洋区に分布し、北インドてはQaercas i/lean aの 食葉虫である。Eup 

wcf,s bipanctapet Hampsonはインド、パキスタン、マラヤ、シンガポ 

ールなど東洋区に分布する。インドではSho ea )'Ob/ata, Syzygium 

Cit/Il/fl/i, Tei'niinutiu )ns'i ioca ,a,T 加mJ7en toga が加害樹種として記録 

されている。Ejasciata Walkerは熱帯ア フリカに広く分布し、ケニヤで 

は時に若いAmaucamiaや苗畑の Amua などに食菓被害が見られる。E 

加lerna Mow eはスリランカとインドに分泊iし、柑橘類の害虫であるか、 

林木ではAんit)? tes ル1(1/i,A montana, マンゴ、Ougeinta dalber 

gioictes, Slioi'eo yobusta, チーク、 Fem'ntnalia I uyrzocaゆa, T (omen 

tosa,T rewiti nitdif/ora,乃zyphus mnaitritiamnaの食葉舌虫として知られ 

ている。E, gattata Walker はイントに分布し、多食性て樹木では 

山10gt155/t5 acamninata，マン工 5ho rea mbiお/a,Tcnn /11(1ha niyrtoca 

pa T tomnentostlの食菓虫である。E latifascia Walker はカシミルから 

印度支那まで分布し、イントでは南西モンスーンのHl季に盾発に食害し、 

Shorea mobus加の幼木への被舌は激しく粘損させることもある。E 

pamdoxti Butlerはオーストラリアに生息する。幼虫は広菓樹と針葉樹のい 

すれの葉も食害する。ニューサウスワレスの海岸地方ではラシアータマツ 
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図 一 39 Dasychira mendosa

上 4齢幼虫 下 :老熟幼虫(体長45mm)

c〃mpp 仏 T fの'卿 "o 〃ゞ, 教為の/〃rs iiだz" 中傷 ?(zが 加 害樹 種 に され てい る。

年間を通して加害し、 5~ 6世代を繰 1)返 し、時に激しい被害をあたえ

る。ジーJは黄色て卵塊状に産みつけられる。蝿化は絹糸と毛でつくった疎

な繭内てヰ]う。 Dふか埋燭"Moore はイン ド、パキスタン、マラヤなどの

束汗区に分布 し、北イン ドては Q!!8′℃′ずs z′2鯛ノ似の食菓虫である。 & ゆ

ioc"s 板P′“?ほめ 桝 1 anlpson は イ ン ド、ノぐキスタ ン、 マ ラヤ、 シ ンガ ポ

ール な ど東洋 区 に分布す る。 イン ドでは S/?のβα room ね,$ 部翌〃〃“

cz′mm ′ら erimm"m i〃-mom 中〃,7 T′伽 ?のけosαが 加 害 *豹種 と して記 録

されている。 E ん s乙′〃南 Walker は熱帯アフリカに広 く分布 し、ケニヤで

は時:≧こ若 い Aノmば""" や i¥細 =の Acα"〃な どに食菓被害が兄 られる。お

方merノ郷 Moole はスリランカとインドに分布 し、柑橘類の害虫であるか、

林 木 で は !1/e′rr′′硲 危〆ぬら /l mo 〃Zmm, マ ン ゴ、 0′増段〃′" 〆"/ber

gのきdes Shore" γobi!sm, チ ー ク、でe朔・i'm/姫 川yriocn 珍伍 丁 海胆 g“-

わふ",7 1 rezひばり ?〃〆〆 om, ゑ 2卿 粥 s ii?‘zf′rけどαi'm の食 菜害 虫 と して知 られ

て い る。 E,g ′艦橋" 駅「alker はイ ン トに分 布 し、 多食性 て樹木では

Aタ70g 昭 紺 ふ f7c" “2〃惚 r‘z, マ ン ゴ、 S/′orm ro fs′",7 Ter〃?zi?"/脇 川 y“ oc"r

/)4 T fomemos 〃の食葉虫である。お /"′前zsc!"Walker はカシミルか ら

印度支郡まで分布し、イントでは南西モンスーンの雨季に活発に食害し、

S/とりだ〃 m 無敵!の幼木 への被害 は激 しくふき,損 させ るこ ともあ る。 E,

加川加川 Butlerはオース 1・ラリアに生息する。幼虫は広葉樹と針葉樹のい

すれの集も食害する。ニューサウスワレスの海岸地方ではラシアータマツ
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の害虫にされている。F sc/n/i/fans Walkerは南アシアに分布する。幼 

虫は約3 cmになリ、黄色で暗色の毛房を持っている。双1巣相木の葉 

を食へ多食性であるか、林木ではAcacia inearnit,Ainc/ica,Akuntes 

montana, A nacartham occiden tale, &issea 戸stuル Castaicea sativa, 

IルIbe卿a SおS00, Accおgtomera勿 ,ゴムノキ、マンゴ、1うmccclんbmm 

読dcc, Qaercus incana, Shorea robusta, Tamann血s inc/tea, Thr 

nunalia bellerica,Tcatap )aの記録かある。卯は通常加害樹の菜に塊 

状に産みつけられ、雌の体毛で覆われる。幼虫は葉、花、若い果実に群 

かり摂食する。菓上に薄い繭をつくり蛹化する。マラヤでは年間を通し 

て発育する。 1 世代は6 -7 週間である。F saひliurescens Mooreはイ 

ンドとパキスタンに分布する。幼虫は多食性で広葉樹と激木の菓と花を 

摂食する。加害樹としてDal加,gw575500, Monおaib化Shorea robusta 

が記録されている。南西モンスーンでの世代長は52-57日で、卯は9 

月に産ドされ、功虫は11月まで摂食し、蛹で越年する。E /enennahc 

Walkerは 南アフリ力に生息する。アカシアの菓か木来の餌てあるか、 

乃nus leiop加l瓦P 加tula,Rlaedaなどマツ類の重要害虫てある。年 

1 世代。成虫は1 -2 月に出現する。雌は約100-200卯を通常寄生樹の 

小枝のト側に長い卵塊で産む。若齢幼虫は小枝を絹糸て綴リ秋から冬ま 

で集合して葉を摂食する。 8 -9 月に出現する終齢幼虫の被’iが激しい。 

蛹化は上中て行い、蛹期問は4 -6 週間である。この種の分布は年巾量 

725mm以 トの地域に限られる。大発生には5 -8 年の周期がある。F 

inrguncafa raffcerは東洋区に分布する。双子葉樹木の葉と草を食へる 

多食性の食葉虫で、インドではI九Ibergia sLsooの害虫にされている。 

Ladm カ'acm Schausは熱帯アフリカに分布し、ケニヤで若い乃mな 

palula の葉を加害するが、重要害虫ではない。Leucomo ode,'ゆCs 

Moore はイント、パキスタン、マラヤ、シンガポールに分布し、 

Saptuin sebルnetnを含む広集樹の多食性の食葉性害虫で南酉イントて 

は1年2世代である。第1世代の幼虫は南西モンスーンにi舌発て9 -10 

-'74ー 

の害虫にされている。 E s """ 加川 Walker は南アシアに・分布する。幼

虫は約 3cm になり、黄色で暗色の毛房を持っている。双了楽観木の葉

を食べ多食性であるか、林木では Acαc′"〃?弧γ粥ら A md?c 〃,A/ez′r′fes

“zm 鯖α77α.A “4mm 粥“z occノダe“超ね C"ssm 方針"!"C"sf" 〃m s"卿 ",

D"/ 彰増加 s?ssoo,Fzc"s g′の7犯フ“超 , ゴム ノ キ、 マ ン ゴ、 /)′"だ犯 //o m'?

〆z′′ce,Q 肥フで"s "に僻徽 S′?のせαノリ鰯 "", 劣伽 ?αr"?〆"s 閉山じ仏 7セr

712′“"/′αる〆誇れcα,T c解"妙αの記録かある。卵 は通常加害樹の葉に塊

状に産みつけられ、雌の体毛で覆われる。幼虫は葉、花、若い果実に群

か 1月共食する。葉上に荷い繭をつくり姉化する。マラヤでは年間を通し

て発育する。 1 世代は 6~ 7週間である。 E 組め/77rrescemMoore はイ

ンドとパキスタンに分布する。幼虫は多食壮で広葉樹と瀧本の葉と花を

摂食する。加害樹 として Dαあの狸‘rs?ssoo,ハイ卵俗 解虚ろ S"mm 形も〃sm

が記録 されている。南西モンスーンでの世代長は 52~571:1 で、卵は 9

月に産下され、幼虫は11月まで摂食し、堀で越年する。β 卿“〃〃メバ

Walker は南アフリカに生息する。アカシアの業か木来のゑlfてあるか、

P′〃?′ふを′op/り′/毎.P,P α′〃′", 如edq などマツ類の重要害虫てある。 IE

I世代。成虫は 1~2 月に出現する。雌は約 100~200 卵を通常寄生樹の

小枝の 側に長い卵塊で産む。若齢幼虫は小枝を絹糸て綴り秋から冬ま

で集合して葉を摂食する。 8~ 9月に出現する終齢幼虫の被告が激しい。

師化は上中て行い、輔期間は 4~6 週間である。この種の分布は年中量

725mm 以 ドの地域に限られる。大発生には 6 ~ 8年の周期がある。E

m 夢"に"超 Walker は東洋区に分布する。双子葉樹木の葉と学:を食べる

多食性の食菜虫で、イン ドでは Dα妙g7習′o s′ssooの害虫にされている。

L‘肥加 方て!c′α Schaus は熱 菩アフ リカに分布 し、 ケニヤで若い Pmm

P"Z〃!〃の 葉 を加 害 す るが、 重 要 舎 虫 で はな い。 Le確り〃?"oc/ 増加 s

Moore は イ ン ド、 パ キ ス タ ン、 マ ラヤ、 シ ンガポール にタナイーjし、

S砂“〃〃seク兎“〃〃を含む広葉樹の多食′凶-の食菜?生害虫で南西イントて

は 1年 2世代である。第 1世代の幼虫は南西モンスーンに話発て 9~10
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)1に葉Lで蝋化する。成虫は10 - 11月に羽化する。卵は葉に1列に産ド 

される。第2 世代の幼虫は寒期に食害し、発育は遅く5 月まで蛹化しな 

い。赤道地域では世代が重複し、継統して被害が発生する。勾inanirta 

"”ゆLa Walker はマイマイガイと同属でイント、スリランカ、ミャンマ 

ーに分布する。推は開張3 cmで斑のある褐色、雌は未発連の翅を持っ 

ている。双子菓樹木の林木、農作物、庭園木の葉を食う多食性の害虫て 

ある。Lagerstroeinた ん川幻1105(1, Sbm'mrebus仙チーク、7'erntina/za 

caf“りw,T pan ten/a妃Trewea nadWora が加害樹に含まU -Cいる。卯 

は体毛に覆われた卯塊として加害樹に産みつけられる。幼虫はほとんど 

褐色で長毛束をそなえ、体長は成熟すると35-50mrnに達する。敵をつ 

くらす蛹化する。インドでは1-世代6 -10週間で、年4 世代を繰リ返し、 

成虫は1, 4 , 6 , 10月に出現する。L bivittata Moore は北束イント 

とパキスタンに生息し、Qne ret鳶serrate, S/wrenmhiバ概 Term inn加 

alyrtoca)加 などの菓を加害する多食性の告虫である。勾m dl功in 

mat/tarn Mooreはイントとパキスタンに分布する。珊は開張10cm、白 

とピンク色で黒色の斑紋をそなえる。雄は小さく主に褐色と黄色て黒色 

の斑紋をそなえる。幼虫は灰色で胸部に黄色の横帯と長い毛房をそなえ 

る。多食性て双f樹木の菓と花を摂食する。An thocep/ta/us cadamn加, 

マンコ、Qlien/is /)lCafla, Q serrra妃 Sliorea rohasta,めzygiam 

cunititti, Term lila//Ct utijiina, z mnyr,ocaゆaか加害樹として記録され 

ていてる。 I 年2世代て幼虫は4 月、夏季と雨季の初期に活動する。 2 

"I代Ilの卯は10)］に産みつけられ越冬する。卯塊は通常加害樹の樹幹や 

大枝に産みつけられる。幼虫は群をなしがちで葉と花あるいは若い新梢 

の樹皮を食害する。蛹化は枝か落菜層中でする。北イントと東パキスタ 

ンではS/wren rob,バmに大発生する。L o如Is‘・‘1111 Walkel は西北イン 

ドとバキスタンの山地に生息し、果樹園とSnhr造林地の害虫として知 

られている。林地における重要な加害樹種はPOpu/us spp ,Qitem-ens 

許(eta慨Se/tx a/ha, S babylonica, S 加gusである。年1 世代て成虫 
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月に葉 1二で蝿化する。成虫は10~11 月に羽化する。卵は葉に 1列に産下

される。第 2世代の幼虫は大畑に食′害し、発育は遅く5月まで蛸化しな

い。赤道地域では世‐代が重複 し、継続 して被害が発生する。 Lyii2α照れ"

‘〃77〆α Walker はマイマイガイと同属でイン ト、ス リランカ、 ミャンマ

ーに分布する。雄は開張 3cm で斑のある褐色、雌は未発達の紐を持っ

ている。双子葉棚木の林木、農作物、庭園木の葉を食う多食性の害虫て

あ る。乙"ge7s′′り釧 7/"fo'?′e'?′o5",S 卿γm 知るz!s′", チ ー ク、 7セγ〃功 2"/粥

m云ゆか〃,T P"'"躍′燭々,“例ジm 7md 扉 om が加害樹 に含 まれている。卵

は体毛に覆われた卵塊として加害樹に産みつけられる。幼虫はほとんど

褐色で長毛来をそなえ、体長は成熟すると35~50mm に達する。菌をつ

くらす師化する。インドでは 1世代 6~10 週間で、年 4世代を繰り返し、

成虫は 1, 4, 6,10 月に出現する。 L OZのご函超 Moore は北東イン ト

とパ キ ス タ ンに生 息 し、 Q′ずerc′!ss"m 海 ,S/‘oだ " 川棚 si偽 grim “〃ね"

〃′y“ocmp 〃な どの 葉 を加 害 す る多 食性 の害 虫であ る。勿珊α72′""

〃2"′/〃〃てz Moore はイン トとパキスタンに分布する。雌は間張 1ocm 、 E1

とピンク色で黒色の斑紋をそなえる。雄は小さく主に褐色と黄色て黒色

の斑紋をそなえる。幼虫は灰色で胸部に黄色の横帯と長い毛扇をそなえ

る。多食性て双 F樹木の葉 と花 を才葵食す る。 A‐77f卿 cep化霧s Lα‘/"ii7能

マ ン コ、 Q"g 鶏那 加錆溜 z,Q sαr刀閉口,S 加 7m 〆o棚 "" 姥埋 〃“"

α“〃"zば,ze γ〃“〃"/′"" り"77α 71 mi'ゞ ′oc"ノカ" か 加 害 樹 と して記 録 され

ていてる 1年 2世代て幼虫は 4月、夏季と雨季の初期に活動する。 2

111-代員の卵は10月に産みつけられ越冬する。卵塊は通常加害樹の横幹や

大枝に産みつけられる。幼虫は群をなしがちで葉と花あるいは若い新楠

の樹皮を食害する。蟻化は技か溶菜層中でする。北インドと東パキスタ

ンでは S/′orβ‘z roo′rs′"に大発生す る。 L D琴 fs鋸南 Walkel は西北 イン

ドとパキスタンのーk地に生息し、果樹園とS疑獄造林地の害虫として知

られ てい る。 林地 における重要な加害樹種は POP〃‘′‘s spp,Qzr の似rs

‘/飯南南,S‘‘/′× "′脳 ,S 蹴るコノ/リブ"‘",S カロ郡/符である。年 1 世代て成虫
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は6月ド旬と7 月に出現する。」廿「は姐か退化し、蛹化場所近くに黄色の 

体毛に覆われた卯塊を産みつける。卵越冬し、春に羽化した幼虫は樹冠 

に移動し、集合して食巣する。夜11性で昼間は加害樹の被覆物ドや下層 

植生中あるいは地上で集合する。蛹化は7月初旬に1[II着性のある絹糸の 

網の下てする。0rgyta basalis Walkerは熱帯アフリカに広く分布し、 

幼虫は多食性で広葉樹と針葉樹の葉を食害する。ガーナてはカカオの害 

虫であリ、林木ではEucaりゆlas camaicluf ens瓦 Efarrell危flu,月11115 

j2atula,ラシアータマツ、チーク、Term/na ha superhaなとの苗木や各 

樹齢の樹木の菓を食害する。ローデシアで大発生したことがある。Or 

gy/a in tx/a Snellen は熱帯アフリ力に広く分布し、広葉樹と針葉樹の両 

方の菜を摂食する。ガーナでカカオを、マラウィでは各種の農作物を加 

害している。加害林木はAcac危mearitshI A ルtIi-tIes SPP ,a ゅルsi;t菖 

lusilaneca, Eucab,II八p1/flたulata,ラジアータマツ、Sc,'nnus inolleであ 

る。マラウィではAleuritesの重要害虫とされている。ケニヤては極め 

て普通で苗畑や危林地では小規模の大発生か見られるか、ほとんどの場 

合天敵によって終息する。Orgyta posfica Walkerはインド、パキスタ 

ン、スリランカ、マラヤ、シンガポール、香港などに分布する。雌は謁 

色で黒斑かある。雌は翅が退化する。幼虫は頭部が赤色で黄色あるいは 

褐色の毛房をそなえる。キナノキ、相橘、コーヒー、茶などの多年性作 

物の食集性の害虫である。林木ではAル/2 ta たbbeck, Anogeissus んl加f/Il, 

Casnanna spp , Emlめり51,菖leu easyんル E 一 inultitlora, コムノキ、 

Lagers/roemm m 請αi, L ゆeciosa ,マンゴ、Ocん-onm lagop,偶Etero 

CII )j/パinai'sapiuin - San taluni album, Shorea ; obus加，チーク、Ter 

nunalia belfereca, Tl云な,tia CU]痴m xylia xj山taゆa, Z /zy,bhuc 

inauritiana などの葉を食害する。イントでは年5 -7 世代を繰リ返す。 

ジャワでは卯から成虫まで3 -5 週問である。雌は通常繭の上に卵塊状 

に産卯する。若幼虫は群棲して若い菓を食うが後に分散する。老熟幼虫 

は葉の間か小枝に繭をつくって蛹化する。0rgy/a It,功ala Butler はマラ 
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は 6月ド句と 7 iJtqt」,魂する。雌は畑か退化し、姉化場所近くに黄色の

f不毛に覆われた卵塊を産みつける。卵越冬し、春に羽化した幼虫は掛冠

に移動し、集合して食柴する。夜行性で昼間は加害欄の被覆物ドや下層

植生中あるいは地上で集合する。幅化は 7月初旬に粘着性のある網糸の

網の下てする。の割けαゐ餌〃お Walker は熱帯アフリカに広 く分布し、

幼虫は多食性で広葉樹と針葉樹の葉を食害する。ガ ナてはカカオの害

虫であ り、林木 ではβ〃α収か衡 "〃7徽勧庵〃s′s,E forγ詔′mm 丹 ims

pαればα, ラ シア ー タマ ツ、 チ ー ク、 718γ〃7初の z"s ゆ erbαな との苗 木 や 各

樹齢の樹木の葉を食害する。ローデシアで大発生したことがある。 or

め′′"“?度数 Snellenは熱帯アフリカに広く分布し、広葉樹と針葉樹の両

方の粟を摂食する。ガーナでカカオを、マラウィでは各種の農作物を加

害 して いる。加害林木 は Amc 中 “?粥川 sれ A 卿′mes spp,Cz 少′硲洲 s

数s〃"mm E7rcαもめ′〃s 刀"" 化"ねZ", ラ ジア タマ ツ、 Sぬ′'?′ぞs〃20撫 で あ

る。マラウィでは A/8′rmes の重要害虫 とされている。ケニヤては極め

て普通で7?燐=や造林地では小規模の大発生が見られるが、ほとんどの場

合天敵 によって終息す る。の樽増 加煎じ"Walker はイン ド、パ キスタ

ン、ス リランカ、マラヤ、シンガポール、香港などに分布する。雌は褐

色で果肉-がある。雌は想が退化する。幼虫は頭部が赤色で黄色あるいは

褐色の毛房をそなえる。キナノキ、柑橘、コーヒー、茶などの多年性作

物の食菓性の害虫である。 *本木では AZO′zzα′8肋 ecな,A770ge′ss〃s′‘z′所o/≧〃,

C〃s〃"川 70 spp,E? ′僻むのれrs ′8〃co卸 /o“,E. 〃粥〃鯛の竹 , ゴ ム ノ キ、

L"ge ′s"oe 〃“‘! 閉山 cα,L sPeqosq, マ ン ゴ、 oc/?mm α 超歓 ,山裾,P 迄ノリ.

c"′“′fs 班の似ゆ躍増 Sαノ?南島"〃 〃′ら′r′だ,S 脳γe〃 'o ずsm, チ ー ク、 雷er

フル加須 m be‘/の常々 “′観 "“!" cの脆′′fd,Xy/m x yわLのめα,Z Z2卿 殻パ

フ〃α冴けmm などの葉を食害する。イントでは年 5 ~ 7 世代を繰り返す。

ジャワでは卵から成虫まで 3~5 週間である。雌は通常菌の上に卵塊」大

に産卵する。若幼虫は群棲して若い葉を食うが後に分散する。老熟幼虫

は葉の聞か小枝に繭をつ くって蟻化する。 0ノ邪 '"′〃“'‘z′〃Butler はマラ
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図一40 0rgyja postica 

上幼虫下繭（Kaishoven より） 

ヤ、 ミャンマーに分4iする。雄は体長25mmて姑褐色。蝉は題か痕跡的 

になる。幼虫は黒色で長く分岐した毛をそなえる。若齢幼虫は木質的に 

はMimosapIi血」・Ilのような下層の呈f」植物の葉を摂食するか、発青する 

と寄主選択性か低くなリ他植物に移動して食害する。マラヤではコム生 

産地のト木の豆利作物の害虫として良く知られているか、コムノキの槃 

やゴム採取部位の癒合樹皮を加害することがある。 1 世代は約1か1」で 

ある。"Utは蛹化場所からほとんど移動せす数百粒の卵塊を産み、去向を 

黄色の体毛で覆う。繭を菓の下面につく り蛹化する。ル万//(/ 1/U山 

Fahi icius はイント、パキスタン、マラヤ、シンカポールに分布し、幼 

虫は主としてAmUnpus と Ficusの菓を加害し、マンゴにもつく。 

P肋lig pe;i;ia/uルFabriciusはケニヤ、ウカンタ、イント、マラヤに分 

布する。幼虫は普通稲や砂糖キヒにつくが、Shorea I ohusta,チークの 

菓も加二liする。脚は非常に多くの卵を産み、寄主上で」！面化する。シャワ 

には普通で、卵から成虫になるまて7 週間かかるロ 

Gりヒトリガ利A rctii山e (liger moths) 

中形ないし大形で体は太い。白色、灰色、禍色、緑色、桍黄色あるい 

は赤色の派丁な色彩て煤色や黒色の斑紋や線条をそなえている。下唇鬚 

は短く直線か上方に曲かる。触角は縁毛を持つか櫛歯状。甲眼をそなえ 

る。翅はよく発達する。後題には2 本の瞥脈をそなえ、翅軌かある。腫 

節の距棘はよく発辻する。幼虫は刺激されると丸まる。全旦~界から約 

600種10 ,000種か知られている。 

Amsocta Iact,,iea Cramerは南・東アシアに分布する。成虫は白く、 
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図 一 40 0rgy ′apostica

上・幼虫 下 繭 (Kalshoven より)

ヤ、ミャンマーに分布する。雄は{小長25mm て輪禍色。湖は趨かチ良跡的

になる。幼虫は黒色で長く分-岐した毛をそなえる。若齢幼虫はィ・質的に

は屑′〃m撒か′‘/ば〃のような下層の立科植物の巣をlit食するか、発育する

と寄主選択性か低くなり他植物に移動して食害する。マラヤではゴム生

産地のト木の豆料作物の害虫として良く知られているか、ゴムノキの栄

やゴム採取部位の癒合樹皮を加害することがある。 1世代は約 1か月で

ある。雌はリ順化場所か )ほとんど移動せす数百粒の卵塊を産み、表面を

黄色の体毛で覆う。曲を葉の下面につくり蟻化する。′℃“〃" 〃〃〆〃

Fab11c1uもはイン ト、パ キスタン、マラヤ、 シンカポールに分布 し、幼

虫は主 と して Arf('cmかぼと Fた′岱の葉 を加害 し、マ ンゴに もつ く。

Ps〃/′ 刀e〃〃"′′′/"Fabrlclus は ケ ニ ヤ、 ウガ ンダ、 イ ン ト、 マ ラヤ に分

布する。幼虫は普通稲や砂糖キヒにつ くが、 S/?ひだ"m 棚 sf口,チークの

巣も加映 する。雌は非常に多くの卵を産み、寄主↓で蛸化する。シャワ

には普通で、卵から成虫になるまて 7週間かかる。

(31)ヒ トリガネ一 Aノ′cm〆"e( “ge'′〃′所廓 )

「1'11ラないし大形で体は太い。白色、秋色、褐色、緑色、情黄色あるい

は赤色の派丁な色彩て煤色や黒色の斑紋や線条をそなえている。下唇霜

は短く直線か上方に強かる。触角は緑毛を持つか梅山状。単眼をそなえ

る。想はよく発達する。後燭には 2本の轡脈をそなえ、地獄かある。暦

節の珪周東はよく発辻する。幼虫は刺激されると丸まる。全山界から約

600種 10,000種が知られている。

A〃?班 c′"!‘!cm?〃〃Cran・erは南 .東アシアに分布す る。成虫は白 く、
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前趨の前縁に沿って赤い条をそなえる。幼虫は士としてド層の双子葉樹 

木の菓を摂食する。マラヤではコム栽」音地の地表作物に普通の告虫であ 

るか、コムノキの害虫にもなる。インドとパキスタンてはチークと他の 

クマツズラ利の菓を加害する。モンスーン期に1 世氏は約8 週問て、蛹 

期は約20F1である。卯は黄色で葉の下面に数百粒からなる扉平な卵塊と 

して産みつけられる。若幼虫は灰黄色、ビロート状黒功から生えた黒色 

剛毛をそなえ、群をなして葉を骸骨状に加害する。老熟幼虫は体長約35 

mm になリ、やや長い褐色毛に覆われ、側方に赤い毛房をそなえ、分散 

して葉の全組1哉を摂食する。若幼虫はチークの菓を食うが、成熟すると 

他植物に移動して摂取する。蛹化は土中で幼虫の毛に覆われた繭内です 

るロインドネシアでは茶や各種の果樹を加害する。Crea/ono/as ban 

siens Walke「は東南アジアに分布し、成虫は頭部と胸部がii色、前翅 

は暗色紋のある淡褐色。幼虫は褐色て、背面には淡色条と灰色の毛をそ 

なえる。多食性で双了葉相木の菜を摂食し、インドではToona ci/icita 

の害虫にされ、マラヤては各種作物の突発害虫である。雌は1,500粒以 

Lの卵塊を産む。土中の灰色繭内て蛹化する。イントでは南西モンスー 

ン期にln［代か約45-50日、ジャワでは40-50日である。Diac rzsw oh 

/iqua Walkerはインドとパキスタンに分布する。成虫は開張約40-50 

flhlTi,深紅色で黒斑のある体を持っている。幼虫は老熟すると体長25-

35mmになり、両端が暗色で腹部にはオレンジ色の幅広い横帯をそなえ、 

暗色と黄色の良毛を装う。多食性の食菜虫でジュートを含む多くの農作 

物や庭園の害虫として知られている。林木ではButea iiioiioゆei'iiia, 

mc /Ic/rn c/ianゆacm M01115 a/ba,チーク、TOona c//iamの食葉性害虫 

として知られている。南インドでの世代長は5 -10週て季節により変わ 

る。年7 -8 世代を繰り返し、蛹で越冬する。北部では年3 世代が普通 

である。卵は寄生樹の集上に約百粒産みつけられる。幼虫は切め集合し 

て骸骨状に菜を食い残すが、後に分散して全葉を食う。絹糸と体毛とで 

つくった十中の繭中で蛹化する。 
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前超の前縁に沿って赤い条をそなえる。幼虫は1;としてド層の双子葉樹

木の集を摂食する。マラヤではゴム栽i斉地の地表作物に普通の害虫であ

るか、ゴムノキの害虫にもなる。インドとパキスタンてはチークと他の

クマツズラ科の葉を加害する。モンスーン期に 1世代は約 8週間て、蛸

期は約20トーである。卵は黄色で葉の下面に数百粒か )なる扉半な卵塊と

して産みつけられる。若幼虫は灰黄色、ピロートコ大黒斑から生えた黒色

!卸i毛をそなえ、群をなして葉を骸骨状に加害する。老熟幼虫は体長約35

mm にな 1)、やや長い褐色毛に覆われ、“剛方に赤い毛房をそなえ、分散

して葉の全組織を摂食する。若幼虫はチークの葉を食うが、成熟すると

他植物に移動して摂取する。蟻化は土中で幼虫の毛に覆われた曲内です

る。イン 1ネシアでは茶や各種の果樹を加害する。 Cγmmmm もfm7?

Me7?s Wall(erは東南アジアに分布し、成虫は頭部と胸部が h 色、前想

は=音色紋のある淡褐色。幼虫は褐色て、背面には淡色条と灰色の毛をそ

なえる。多食性で双 f葉横木の葉を摂食し、インドでは 71oom c′/′"!"

の箸虫にされ、マラヤては各種作物の突発害虫である。雌は1,500粒以

1二の卵塊を産む。土中の灰色繭内て蛸化する。イントでは南西モンスー

ン期 に 1ltL代か約 45~50 ロ、 ジャワでは40~50 日である。 Dノ化γ揺moo ‐

/′q′′α1valkerはインドとパキスタンに分布する。成虫はけ=張約40~50

mm 、深紅色で黒斑のある体を持っている。幼虫は老熟すると体長25~

35mm になり、両端が1暗色で腹部にはオレンジ色の幅広い横帯をそなえ、

暗色と黄色の長毛を装う。多食そ生の食菜虫でジュートを含む多くの農作

物や庭 園の害虫 として知 られてい る。林木ではβmm 〃′‘Ji70ふPeri'm,

財叫ば 7α c/mm β"餌 , 個 oms q/る仏 チーク、 oo77α〆/?雄〃の食事≦性害虫

として知られている。南インドでの 1旦代長は 5~]0 週て季節により変わ

る。年 7~8 世f を繰り返し、蟻で越冬する。北部では年 3世代が普通

である。卵は寄生樹の業履こ約百粒産みつけられる。幼虫は初め集合し

て骸骨状に菜を食い残すが、後に分散して全葉を食う。絹糸と体毛とで

つくった土111の繭中で蟻化する。

-78-



爨嬖爨 

、菱懲 
図-41 D 'acrista obflqua 

上幼虫（体長約411mm）下成虫（開張約36mm) 

／ 湖 (Seeson より） 

(32tfl4I Noctujdae (owlet moths and under wings) 

中形ないし大形。成虫は陰色のものが多い。体は太短く、頭部は小さ 

く、複眼は大形。日吻は通常よく発連する。下唇髪は普通長く、直線か 

L向きに突出する。触角は長く、鋸歯状、雄ては櫛歯状になることがあ 

る。胸部背面は厨状になった鱗片をそなえる。前姐には脊脈生かあリ、 

ill'前縁脈は基部で自由、第2 中脈は退化する。後翅は前翅よリ普通幅広 

く淡色てあるか、種類によっては鮮明色となる。幼虫は…般に円筒形で 

裸体であるか、一部には右毛の種類もいる。普通鈍色て種々な斑紋や線 

条をそなえ、頭部は人形。前胸気門の前癌は2 刺毛を、巾胸の算7瘤は 

I 刺毛を牛する。胸脚はよく発達し、擬脚は普通5刈ある。鈎爪は2列。 

幼虫は普通夜盗虫や根切虫で夜間に行動摂食することか多い。世界から 

約4,000属25,000種が知られている。 

Acliaea Itejiani, Boisduval はアフリカに広く分布し、成虫は果実の 

I吸Hl七，虫で、ガーナではマンゴの果実の汁を吸う。幼虫は腹脚が少な 

くシャクトリムシ様でアカシヤなとの菓を食害する。南部アフリカとナ 

イシェリアでA‘・mm mm "I'S'jの害虫とされ、カーナでは1ンrmm"iii 

SfleI'bL?のマイナー告虫である。Anomis flava Fabnciusはエチオピア 

区、東洋区、ポリネシア亜区を含むオーストラリア区などに広く分布す 

る。成虫はいわゆる小カで開張は約30mm,前趨は褐色、後翅は白色で 

ある。幼虫はシャクトリムシ様で生育すると体長約5 cmになる。綿の 

害虫と してよ く 知られているか、Bomba,t i iala加I'?( ill/I 角JIia 
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灘灘鱗艶' '

図 一 41D1acrista ob′iqua

上 幼虫(体長約40mm)下 成虫(開張約38mm)
(Beeson より)

麹戸 ,ガイ一 Noctuidae (owlet1notlls and under ＼vings)

rl111ラないし大形。成虫は陰色のものが多い。体は大短く、頭部は小さ

く、複眼は大形。…」吻は通常よく発達する。下唇猪は普通長く、-嬢~きか

ヒ向きに突出する。触角は長く、鋸歯状、雄ては櫛歯状になることがあ

る。胸部背面は扇状になった鱗片をそなえる。前廻には径"匿室かあり、

ilーリiみ緑脈は基部で自由、第 }明麗お基化する。後趨は前超より普通幅広

く淡色てあるか、種類によっては鮮明色となる。幼虫は一般に円筒形で

裸体であるか、一部には市毛の種類もいる。i酢遊鈍色て種々な斑紋や線

条をそなえ、頭部は人形。前…向気門の前癌は 2“詞毛を、中胸の第 7癌は

1刺毛を身する。胸脚はよく発達し、縦脚は普通 5刃ある。奉句爪は 2列。

幼虫は普通夜盗虫や根切虫で夜間に行動榎食することか多い。 =ト界から

約 4,000属 25,000 種が知 られている。

Ac/mm /′g〃α可′Boisduva 目まアフ リカに広 く分布 し、成虫は果実の

吸iH生害虫で、ガーナではマンゴの果実の汁を吸う。幼虫は“切り}が少な

くシャクトリムシィ於でアカシヤなどの葉を食害する。南部アフリカとナ

イ シ ェ リア で Ac‘zcz" 〃だ〃ノば“の 害 虫 と され、 カ ー ナ で は 7セmm7"/ ′〃

MpgrO" のマ イナー暑虫てある。 A 〃o〃鷹 月々 〃"Fabrlclus はエチオピア

区、東洋区、ポリネシア並医を含むオーストラリア区などに広く分布す

る。成虫はいわゆる小力でtin張は約30mm 、前想は褐色、後遡は白色で

ある。幼虫はシャクトリムシ様で′E育すると体」ミ約 5cnlになる。綿の

害 虫 と して よ く知 られ て い るが、 &)i77戊鶴 川〆α加 mm ′?,′寺 dm
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m ろ,C//Ia,その他の林木や酔木の菓を加害する。中川では蛹で越冬する 

か、熱帯地域では年間を通とて発青する。イントてのl jil'代は約5 週間 

で卵、幼虫、輔期間はそれそれ約4 - 5 II、 18-20日、 8 '-9 日てある。 

マラウィの低地ては1 III,代25 - 35日、幼虫期間は12-16 II 蛹期間は6 

~Ill-Iであるが、高所ては蛹期間が15-' 21 Hに伸びる。マラヤでは蛹期 

間は約7 日てある。雌は寄主の葉の1に1個すつ1腹で約700卯を産む。 

幼虫はE脈を残し食告するが、蓄や柔らかい新梢もしばしば食へる。輔 

化はゆるい繭の内か士壌「~1あるいは巻葉内てする。Alto//I/s Ito//U 

Sch a us はアフリ力に分布する。成虫はガーナでマンコの吸汁忙‘J；虫と 

して知られ、幼虫は各種の双了葉樹木の菓を摂食する。カーナとナイシ 

エ リアではCci加 加”加/1(11W, Nest雪onion/a pacioer勇17/, S /cnn加 

I'//il/oJ) etaな,乃ゆんeliiton ,stlero.j'んaを力岬i樹としている。カーナては 

被害はあまリ問題にならないか、ナイシュリアの高所の森林帯では苗木 

もと林木にかなりの被害がある。A I/o/fl/S sabulifera Gueneeは旧世界の 

熱帯と亜熟帯地域に広く分布する。成虫の聞張は32-38u'im,趨は鈍褐 

色て暗色の斑紋をそなえる。幼虫は体長約40mmに達し、緑色のシャク 

トリムシ型で暗色の毛の生えた突起をそなえ、シュートの害虫てあるか 

各歯種の菓を食害し、イントではDa/bergia 5/SSO0 0）食菜性舌虫とされ 

ている。蛹は~川-iか尾部の鈎を絹糸で菜に結ひつけて垂下し蛹化する。 

1 世代は夏季に25flて、越冬は蛹でする。A;uia 力ゆliatitoides \\TaIker 

はインドとバキスタン分布し、引菓樹と広菜樹の集を摂食する多食‘且 

の害虫である。林木ではP/n//s tosba;gbit, S /to;でa iobitsta, Syzygutin 

m "mm の記録かあるが、 重要告虫てはない。Autoba a;;giil施Ia 

Moore はイントに生息し、マンコの花を加害する。卯は1個すつ小花 

柄に産みつけられる。l，了化幼虫は数日間曽片を食い、その後巣をつくっ 

て蓄と花を食い、最後に円錐花庁を加害し、花の基部て繭をつくり蛹化 

する。Aidoba silictela Swmhoeはイントに生息し、 Bit/ca 1/10//Uゆer/na 

とマンコなと各種の双子菜樹木の者、葉、花、果実を食う凸BU/li 
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m かmm, その他の林本や薄木の葉を加害する。中国では蝿で越冬する

か、熱帯地域では年輩"を通じて発育する。イントての月iHヒは約 5週間

で卵、幼虫、蛸期間はそれそれ約 4 ~ 5 日、 18~20 日、 8 ~ q llてある。

マラウィの低地ては 1綴代25~35 日、幼虫期間は12~16= 、蛸;期間は 6

~1IH であるが、高所ては踊期間が15~21H に伸びる。マラヤでは銅期

間は約 7「1てある。雌はZEI の葉の-Lに 1個すっ 1腹で約moりほを産む。

幼虫は同派を残し食害するが、奮や柔らかい新柄もしばしば食へる。蛸

化 は ゆ るい繭の内か 1-壌「11あ るいは巻 菓内てす る。 Amm ′ /mm

Schaus はアフリカに分布する。成虫はガーナでマンコの吸汁十臣 ;虫と

して知られ、幼虫は各種の双了菜樹木の巣を榎食する。ガーナとナイシ

ェ リア で は Ce′b‘z 加 川の ?あれ,Nes 切りγdo77m pの 仰 げ虎 m,S ′g光昭′"

船中 opFた!/",“ゆ /僻ん′′oinde' り那加 ?を加害樹 としている。カーナては

被害はあまり問題にならないか、ナイシェリアの為所の森林帯では苗木

や造林木にかな りの被害がある。 Amii 〃s救助!/≠em Guenee は IHHI界の

熱帯と亜熱帯地域に広く分布する。成虫の開張は32~38mm 、濁は鈍褐

色て=音色の斑紋をそなえる。幼虫はf本長約40mm に達し、緑色のシャク

トリムシ型で1暗色の毛の生えた突起をそなえ、シュートの害虫てあるか

各越す種の葉 を食害 し、イン トでは D"" だ′ぎ媛 M spひの食条 1′1′,ii虫 とされ

ている。輪は土中か尾部の釣を絹糸で菜に結びつけて垂下し輔化する。

1世代は夏季に2511て、越冬は堀でする。Amm か少ん解〃房森ふWalker

はインドとパキスタン分布し、針葉樹と広梨樹の巣を摂食する多食性

の 害 虫 で あ る。 林 木 で は自 用は めェ鰯 増加ぞ,S ルリメβ〃 m わ〃s′‘!,$ 町 g′その?

mm 〃〃?の 記 録 か あ る が、 市 要 害 虫て は ない。 Amob" ‘′〃#〆吻 m

Moore はイントに生息し、マンコの花を加害する。卵は 1個すつ小花

柄に産みつけられる。鞘化幼虫は数 F1n"43jrを食い、その後巣をつくっ

て譜と花を食い、妓後にFT」雛花庁を加害し、花の基剤~て曲をつくり帰化

す る。 Azrfの 〃 "′′c′!/‘ぞS yinhoe は イ ン トに生 息 し、 故 !′e‘"'70 〃〃~Per〃?"

とマ ン コな と各種 の双子葉細 木 の諸・、 葉、花、果実を食 う。βのが

一…80-



ho/el,“ノocosati IX (;uellee はオーストラリア区と東洋区に分布する。成 

虫は開張約3(}rnnitある。幼虫は緑色で、側面に暗色の線と紫色の現紋を 

そなえる。マンコの食集‘r「害虫てあるか、7'enn,na/ia hel/eritaなとの 

双イ葉樹木の若い葉を摂食する。成虫は夜行性で加量i樹の静i梢に小さな 

卵を産みつける。土リに蛹化する。C'area angie/ala F'abi iciusはイント 

とパキスタンから大スンタ列島までの東洋区西部に広く分布する。成虫 

は開張約40nini,褐色と白色。幼虫はSv2Jg??uh? CU/I??),??に多く、 イント 

ではRon功(LV 加I iC/I))? を、ジャワてはaIcalゆ/its (I/i加(/0)1?を加’Jf 

する食葉性害虫である。幼虫は休長約]8-30mniに達し、奇妙な形をして 

いる。色彩は淡褐色て胸部は緑色で膨らむ。虫えいや烏の糞と間違えや 

すい。若齢幼虫は菓の表皮を点々と食い白JA]を残すが、その後菓を穴た 

らけにする。蛹化は葉の下面につくった灰色の薄い繭内でする。イント 

での世代長は星に約24 -3D F!である。越冬は幼虫か」i'llてする。Cyea 

ciiloios/ignict llainpson はイントとバキスタンに牛息し、成虫は開張約 

28 - 36niiri, Syzygiuin cuuhlllllや他の双1-菓樹木の葉を加敏する。Ejiis 

加1/5 /01 icosdis MooreはイントのヘンガルてC/iitkrasea lahiclans と 

Mic/ic/ia chanipacoの菓を加告した記録かある。Fodnia s/via Guen6e 

はイントとパキスタンに分布する。成虫は開張約35- 45nini、前趨は光 

沢ある赤褐色、後通はオレンシ色と黒色である。幼虫は体長4 1) nunに辻し、 

ピロード状の黒色と黄色の横帯かあリ、頭部と腹部末端節は黄褐色てあ 

る。A lloIgeissus 白I加Imや（ソ15・gla戸s/am などの双了葉樹木の集を食い、 

土中て蛹化する。Giama scep/ica Swrnhoeはイントとノぐキスタンにり 

息し、幼虫は淡緑色で休長は約15mmになる。双子葉樹木の集と花を食 

う多食性の害虫で、パキスタンでBa/ca monoゆer)naの葉を激しく加害 

することがある。絹糸の巣をつくって菜を摂食し、葉Lあるいは上中の 

繭内で蛹化する。Grananoc/es geo)ne/r?ca Fabriciusはョーロソパ、ア 

フリ力、由アシア、オーストラリアに分布し、幼虫はシャクトリムシ様、 

各種の双子葉樹木の葉を食害する。パキスタンではZizyphies )naur?i?aflaか 
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卿仙川ノocoゞ "′′な Guenee はオース トラリア区 と東マ予区に分布する。成

虫は間張約3〔mmである。幼虫は緑色で、側面にー暗色の線と紫色の斑紋を

そなえる。マ ンコの食栄村害虫てあるか、 7を“?〃ノ′mm る訓ぜr′嫌 なとの

双子集樹木の若い葉を打1食する。成虫は夜行・性で加害樹の新科目こ小さな

卵を産みつける。土中で蟻化する。 Cdだ"〃77g川幅"lral)1lcms はイン ト

とパキスタンから大スンタ列島までの東洋区画部に広く分イーIする。成り

はげ日張約 40mm、褐色と白色。幼 虫は昂燭宏〃〃〃 c′r〃"〃掃こ多く、イン ト

ではβのめ餅 “沼南痴〃ご用i?を、 ジャワては粉に"もの霜s m ′市加川 を加害

する食葉ず生害虫である。幼虫はず小長約18~30mm に達し、奇妙な形をして

いる。色彩は淡褐色て胸部は緑色で膨らむ。虫えいやぶシの黄と間違えや

すい。若齢幼虫は葉の表皮を点々と食い白斑を残すが、その後葉を穴た

ら{ナにする。師化は葉の下面につくった灰色の薄い繭内でする。イント

での li』f 長は夏に約24~30H である。越冬は幼虫か蝉てする。 C"F 〃

〆"{ノrの′ぽ′“"Halllpson はイン トとパキスタンにごr息 し、成虫は翻りに約

28~36mm 、 Syzygmnl culllull1や他の双 f菓横木の葉を加害する。亙 }冬

P〃〃s /rir′′の鞭 /′も Moore は イ ン トの ヘ ンガ ル て C/〃揺り“s′" なめ〆 "“s と

M′破戒‘‘ 加川顔 cαの東を加害 した記録かある。 Fo‘′“m s毎々 ′Guenee

はイン トとパ キスタンに分布す る。成虫は間張約 35~45111nー、前超は光

沢ある赤褐色、後廻はオレンシ色と黒色である。幼虫は体長唄)nIIIに 適し、

ビロード;1大の黒色と黄色の横着rかあり、頭部と腹部末端節は黄褐色てあ

る。 A〃増β′ss?!s′"′求o//‘バ )C"s 挑 !みs′′rZ"などの双 f柴憧1木の葉を食い、

土中て姉化す る。 Cm" 7 sreP′′mswmhoe はイン トとパ キスタンに′ト

息し、幼虫は淡緑色でf小長は約15nlnlになる。双子菜園木の葉と化を食

う多食件の害-虫で、パキスタンで盈虚〃 mo 〃のPemm の楽を激 しく加害

することがある。絹糸の巣をつくっで菜を機食し、葉 Lあるいは-L中の

繭 内 で蛸 化 す る。 Cm ノmm グゼsg どの〃eかた‘! Fabrlcms は ヨー ロ ッパ 、 ア

フリカ、南アシア、オース トラリアに分布 し、幼虫はシャク トリムシ様、

各種の双子葉樹木の葉を食害する。パキスタンではZデz蹄霜州ノ77mm/mm か
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加害樹種として記録されている。Cranunodes s(oIi(/a Fabnciusはイン 

ドとパキスタンに分布し、幼虫はシャクトリムシ様で、双了菓樹木や漕 

木の葉を摂食する多食性の害虫て、パキスタンてはZizy,blius 
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図-42 Giaura sceptica 

上幼虫（体長約lime）下左‘繭下右成虫（開張約2 1mm) 

(Beeson より） 

Il/OhI) itia,uzか加害木として記録されている。卵は加害樹の新梢に1個 

すつ産みつけられ、 2 -4 日て孵化する。幼虫は15--22H間菜を摂食す 

る。蛹化は菓上の繭内で、または上英内ですることもある。蛹期間は普 

通10 -12日で、休眠する廿I代ては130日てある。 

Heliothis armigera Hubnerはョーロッパ、アフリカ、南アシア、オー 

ストラリアに分布する。成虫は聞張約4 em 前翅は暗黄色ないし隅色て 

暗色の斑紋をそなえ、後翅は淡色に縁取られる。幼虫は柑橘、タハコ、 

その他作物の重要告虫として知られている。イントてはA Ibina 

pmcem Dll仂ergia 5加00,P ル如I/IS 01/CUなb5,Php/I/IL CIゆbratica, 

Se/tx tetraspenfla, Sc/z/eiclzera oleo&lを、 タスマニアではEec-a加tits 

toi','el痴imを、ニューシーラントではラシアータマツ、L(IrIX 鹿C/dill, 

カラマツ、Psen山tsuga IUC/ZICS?lを、ザンビアではケシアマツを加‘iiIし 

た記録かある。卯は菓の－十面に1個すつ産みつけられる。幼虫は葉と他 
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加害横種 として記録 されている。 Gm"2'izo‘/偽 ~′り〃‘/‘′Fabrlclus はイン

ドとパキスタンに分布し、幼虫はシャクトリムシ株で、双「‐菓樹本や薄

木 の 葉 をヰ髪食す る多食性 の害虫て、パ キスタンては Zだ陣痛 s

滋闘鑓一義園霊園園園鍵圏瞳麟藤

図 一 42Giau 「a sceptlca

上 幼虫(体長約 17mm) 下左 .繭 下右 成虫(開張約21mm)

(Beeson より)

“′々 "′′Zz"“"か加害木として記録されている。卵は加害樹の新柄に l f′M

すっ産みつけられ、 2~4 日てリ醇化する。幼虫は15~22 日間粟をJ芸食す

る。師化は葉上の繭内で、または上藁内ですることもある。蛸期間は普

通10~12R で、休眠する世代ては130日てある。

Helloth ・s armlgera Htibner は ヨー ロ ッパ 、 ア フ リカ、 南ア シア、 オー

ストラリアに分布する。成虫は開張約 4cm、前超は晴黄色ないし褐色て

暗色の斑紋をそなえ、後矧は淡色に縁取られる。幼虫は柑橘、タハコ、

その他作物の重要害虫として知 られている。 イン トては A/ゎ迄?"

PrDcem,D αめの翌′" zsmo,P ′"‘の7"s( “?の7′〆 7s Po 「/"s 隣の/〃可′て・仏

飯 履 修f′謬助け〃?〃,&/z/ezc/ ′em oZeosd を、 タ ス マ ニ ア て は arc α△新婚

′〆だ /万mm を、 ニ ュー シー ラ ン トで は ラ シア ー タマ ツ、 L"r′×〆どじ′山川 ,

カラマツ、 Pseぞrd('組増z7〃彩ノ′考鱒〃を、ザンビアてはケシアマツをカーr書し

た記録かある。卵は葉の上面に i個すつ産みつけられる。幼虫は巣と他
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1-43 Heliothis armigera 

曹を加害中の幼虫（K&shoven より） 

の柔らかい部分を食い、奮に潜ったり果実に穴をあける。共食いするこ 

ともある。通常土中の上莢内で蛹化する。年2世代以上。幼虫期は2 -

5 週問てある。ニューシーランドでは苗畑や若齢造林地に普通に見られ 

る。IIyJ)enu fmem Gramerは熱帯アフリカから東洋区、オーストラリ 

ア区に広く分布する。成虫は開張約4 cm、前翅は変化ある褐色て暗色の 

帯をそなえる。暗褐色で曲がったオレンジ色か排色の縁帯あるいは途切 

れた斑紋をそなえる。幼虫は若齢では緑色で頭部は黒色で、成熟すると 

変化ある条紋あるいは斑紋を持った暗色になる。T(mmml たchebulaを 

含む各種の双イ菓樹木を食うかチークの最重要食葉性害虫である。成虫 

は昼間物影に潜み、夜間かなリの距離を飛翔する。雌は加害樹の葉面に 

1 個すつ、 1 腹て平均500-600粒産卵する。幼虫は絹糸で葉を巻いた巣 

を成育期間中に多くつくる。驚くと絹糸て垂れ下がる。太い菜脈を残し 

全葉が加害される。蛹化は某柄や紡んだ菓の間でするが、大発生し葉の 

なくなった時には下層植生や落葉問で蛹化する。世代長はインド南部で 

15日から北部で47日で、ジャワでは約20日である。インドとスリランカ 

ではモンスーン雨季直前に20 -30年生造林地に被害が多い。東パキスタ 

ンては毎年の年生長量の約13％のロスがある。パプアニューギニアでは 
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図 一 43 Heljothis arm-gera

祷を加害中の幼虫 (Kalshovenより)

の柔らかい部分を食い、議に潜ったり果実に穴をあげる。共食いするこ

ともある。通常土中の上英内で輔化する。年 2世代以上。幼虫期は 2~

5週間てある。ニューシーランドでは苗畑や若齢造林地に普通に見られ

る。 /ろの87だ‘′8川 Gramer は熱帯アフ リカか ら東洋区、オース トラ リ

ア区に広く分布する。成虫は開張約 4cm、前趨ば変化ある褐色で暗色の

帯をそなえる。暗褐色で曲がったオレンジ色か緋色の細く帯あるいは途切

れた斑紋をそなえる。幼虫は若齢では緑色で頭部は黒色で、成熟すると

変化ある条紋あるいは斑紋を持った暗色になる。 71g′i77‘ノ7"′〆αc/?助川‘ぞを

含む各種の双子葉樹木を食うかチークの最重要食葉性害虫である。成虫

は全日鍋物影に絡み、夜間]かなりの距離を飛於製する。雌は加害樹の葉面に

1イー司すっ、朝夏て平均500~600 粒産卵する。幼虫は絹糸で葉を巻いた巣

を成育期間中に多くつくる。驚くと絹糸て垂れ下がる。太い葉脈を残し

全英が加害される。踊化は菓柄や紡んだ葉の間でするが、大発生し葉の

なくなった時には下層植生や落葉間で姉化する。世代長はインド南部で

15-:1から北部で47Liで、ジャワでは約20R である。インドとスリランカ

ではモンスーン雨季直前に20~30 年生造林地に被害が多い。東パキスタ

ンては毎年の年生長皐の約 13% のロスがある。パプアニューギニアでは
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Ii畑で被告か多いか、造林地では少ない。H icon ice/is Walkciは東洋 

区に分布し、豆科植物の葉を食うが、イントではAルり胃と’/.55ノバルカ10lki, 

Be/ca nionosperma, Daidergia sissoo にもつく。Hゆoca/a rosti'aia 

Fabricusはイントとパキスタンに分布し、成虫は古紫色の人った灰色 

て、開張は3 ~ 5 cmn。前翅は暗色斑紋があり、後題はオレンシ色て前緑 

は暗褐色。幼虫はDioSyros属の葉を食うか、他の属や利の植物にもつ 

く。Odontodes aleuca Guenee はイントはパキスタンてSliorea robusia 

の食巣性害虫とされている。Puectes Salkゆicalis VaIkerはイントとパ 

キスタンに分布し、成虫の開張は約18mm。前翅は青紫かかった褐色、 

後翅は淡色で暗色に縁取られる。Shorea robas加のやや重要な食菓‘日'-I 

虫で、チークにもつく。年数世代を繰リ返す。幼虫は25mmになり、ピ 

ンク色を帯ひた麦色。普通若い葉を摂食する。繭は虫糞で被われる。し 

ばしば大発牛し、激しい失菜被害をあたえる。Pandesma qaenavadi 

Guen己eはインドでAcacia calecha, A ルzia iebbemんXy/ia り’iocarp“の 

食菓虫として知られている。Plecoptera fl?f1exa Guen6eはイントとパキ 

スタンに分布し、成虫は灰色。開張は30~35mm。幼虫は体長25mmに達し、 

縁色で白の背線を持ったシャクトリムシ様で、成熟するとピンク色にな 

る。Do/hel即α 5/5800の食葉性告虫として知られているが、D 危l加ha 

とPie 10(0)pitS )flll)51ゆlit)))にもつく。成虫は薄暮と夜問に飛翔する。卯 

は普通1枚の葉に1粒すつ産む。購化幼虫は若い集の表皮を食うか、後 

に各組織を食うようになる。とくに菓押Iや緑色の新梢をよく食う。菓を 

食いつくすと絹糸て埀下し新しい餌を求めて移動する。落菓層や土巾の 

繭内て蛹化する。 1 世代は17~ 30日て、年11世代くらい繰リ返し、蛹て 

越冬する。食葉被害は4 月から8 月に激しい。この種類はパンシャフ七 

西パキスタンの灌概造林地の重要害虫で、若木か被害を受けるとしばし 

l ー-44 Plecoptera reflexa 

成虫（開張約33mm)（日eeSOfl より） 

一84一 

ー骨畑で被告か多いか、造林地では少ない。 H momc 〃/′ Wan(c1 は東洋

区に分布し、豆オー植物の栄を食うが、イントでは八"増ごはきノ娼勿′流山仏

β可 e"'; の izosperm α, D‘山海′潔 "s 駆りo に もつ く。 "ypoc 〃/" 用材川魚

Fabrlcus はイントとパキスタンに分布し、成虫は青紫色の入った灰色

て、間張は 3~5cIn 。前超は暗色斑紋があり、後超はオレンシ色て前緑

は暗褐色。幼虫は Dおsp切り属の葉を食うか、他の届や科の植物にもつ

く。 0ぬ '?rodes "′ezfm Guenae はイン トはパ キスタンて s/′α m mわとべ′〃

の食栄作害虫 とされている。 R口pcfe s贈物′c"′?s tyalker はイン トとパ

キスタンに分布し、成虫のPH張は約18mm 。前週は青紫かかった褐色、

後遡は淡色で=音色に縁取られる。S卿 rm γの〃“"のやや重要な食亥gゴー},

虫で、チークにもつく。年数世代を繰り返す。幼虫は25mnl になり、ピ

ンク色を帯びた麦色。普通若い巣を損食する。繭は虫糞で扱われる。し

ば しば六 発牛 し、激 しい失菜被害 をあたえる。比zizdesi""α修〃"〃"〆′

Guenee はイン ドで Ac の′α c霧ec/′馬 A/も?zz"/pboe(為 Xy/′" 山 ocのかぞの

食集虫 として知 られている。理死の′〃氾ノゼメgmGuen きeはイン トとパキ

スタンに分布 し、成虫は灰色。 =胴長は30~35mm 。幼虫は体長 25mm に達 し、

緑色で目の背線を持ったシャクトリムシ様で、成熟するとピンク色にな

る。 D〃あのgm Mssm の食菜性舎 虫 として知 られているが、 D /頒施 /ー"

と丹切りcのか′s“mm α)〃〃〃にもつ く。成虫は鮪暮 と夜間に飛期する。卵

は普通 1枚の葉に 1粒すっ産む。“醇化幼虫は若い菜の表皮を食うか、後

に各組織を食うようになる。とくに葉おけや緑色の新村与をよく食う。葉を

食いつくすと絹糸て垂下し新しい餌を求めて移動する。落葉層や土中の

繭内て蝿化する。 1世代は17~30FI て、IFill“-代くらい繰り返し、蟻て

越冬する。食柴被害は 4月から 8月に激しい。この種類はパンシャブと

西パキスタンの港盤造林地の重要害虫で、若木か被告を受けるとしばし

図 ~44 P1ecopte 「a reflexa

成虫(開張約33mm)(Beeson より)
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ば枯損する。P/usia c/ia/cites Esperは東半球の温帯と熱弗に広く分布す 

る。幼虫は緑色のシャクトリムシ様で生長すると体長約25mmになる。旦、 

カカオ、 トウモロコシ、 トマト、イモ、タバコなどの農作物と濯木の食 

菓性‘占虫であるか、イントてはKydua taかifl(iの、ウカンダでは』如us 

属の告虫にされている。成虫は薄暮時に行動する。幼虫はしばしば主 

脈を残して全菓を食い、樹上て繭をつくリ蛹化する。世代長は気象条件 

によって異なるが、早、川研本ては約9週問である。1 m ,功1ルlm Guen6eは 

ョーロノパとアフリカに分布する。幼虫はシャクトリムシ様て、木質的 

には下層植生の葉を食うが、ウガンダの苗畑ではEucaム少tin sa/ugn“と 

ラシアータマツのマイナー告虫にされている。卵は葉の下面に1個すつ 

産みつりられ、葉lで繭をつくリ蛹化する。P one/ia/tea Fabi iciusは 

ョーロッパ、アフリカ、アジアに広く分布する。幼虫は緑色て細い白色 

線をそなえる。生長すると35-40miii:連する。多食性でアマ、タハコ、 

ハニラの食菓性害虫である。林木ではa(It'll /flOflOゆC)7fla,a ゅ1e5511's 

/usutaizuca, Daめeug詔sissoo, Eiitandrophragma angolense, Syzygiu,n 

C/i//lu//ui か加告樹として記録されている。若木の藥を食うか、通常寄り 

虫や鳥などによリ防除され人発生にはいたらない。ケニヤでの世代長は 

12週問てある。P litton Fabnewsはオーストラリア、東汗区、太洋州、 

アフリカ、ョーロッパに広く分布する。成虫は灰色と白色、開張約35mm, 

幼虫は牛長すると体長が約45mmになり、褐色を帯びた緑色で側方に淡色、 

背面に褐色の横帯をそなえ、外形はシャクトリムシ様。多食性の食菓虫 

である。タハコと各種の野菜の害虫として知られ、林木ではA,初mIp'us 

outegra, C,asaanna eqaiset施/za, コムノキ、マンゴ、Monts a/ba,ポ 

プラ、チーク、Tarm (na/な 切men/osa,TIl町a One/I加h5,乃'isたnua con 

fei Iaの集を加害する。食害は継続し世代は市複する。 1 世代長は4 ~ 

6 週間で、南インドでは年約5世代である。マラヤては卵、幼虫、蛹の 

期間はそれそれ約4 日、 3 週間、 7 日である。 1 雌は寄主の葉Lに500 

村以上の卯塊を産み、表面を体毛で覆う。名幼虫は初め群棲して摂食す 
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ばふき,損する。理′′s?‘! r桜!たけβs Espcrは東半球の温帯と熱帯に広く分布す

る。幼虫は緑色のシャクトリムシ様で生長すると体長約25mmになる。豆、

カカオ、 1、ウモロコシ、 トマ ト、イモ、 タバ コなどの農作物 と瀧本の食

菜 1生 {‐虫であるか、イン トては′○'‘/′‘z c‘'リノ/〃"の、ウカ ンダでは脳の〃s

属の害虫にされている。成虫は薄暮"料こ行動する。幼虫はしばしば土

脈を残して今栗を食い、樹上て繭をつくり輔化する。世代長は気象条件

によって異なるが、‐1flい個体ては約 9週間である。 P /初め〃β〃"Guenee は

ヨーロソパとアフリカに分布する。幼虫はシャクトリムシ様て、木質的

には下層植生の巣を食うが、ウガンダの青砂州ではarm ら肌〃~ふ〆増“〃と

ラシアータマツのマイナー害虫にされている。卵は葉の下面に 1個すっ

産みつけられ、葉 r.で菌 をつ くり踊化する。 P oγに/m/""Fabl lcms は

ヨーロッパ、アフ リカ、アジアに広 く分布する。幼虫は緑 色て細い白色

線 をそなえる。生長すると35~40mm に達する。多食性でアマ、タバコ、

ハニ ラの食葉 1と1早そ虫である。朴木 では最 "m “20i?Dsp好〃m,C 〃 偽釧s

殻M 如 ば α,D" 肋e?gぞα 鶏 boo,E"r"; 保存○かけ"g;" α m?go/e7ise,$} 為琶粥川

cmi〃′扱か力--告樹として記録されている。者木の葉を食うか、通享著奇′1:

虫や鳥などにより防除きれ人き′仁にはいたらない。ケニヤでの世代長は

i2週間てある。 PJ ノmm Fabrlcius はオース トラ リア、東洋区、大洋州、

アフ リカ、 ヨーロッパに広 く分布する。成虫は灰色と白色、開張約 35mm。

幼虫は′「長すると体長が約45mmになり、褐色を帯びた緑色です-班方に淡色、

背面に褐色の横帯をそなえ、外形はシャクトリムシ様。多食性の食菓虫

である。タバコと各種の野菜の害虫として知られ、林木では Ar中鯛ノかfs

〃′′昭 '復 ,C の′r"““" 幻′fzsefあ /′だ, ゴム ノ キ、 マ ン ゴ、肌 o惚ふ頭卿 , ポ

プ ラ、 チーク、 Zermm"/ 超すの'‘e7JZOSα,T れ"組 oれβノ7郷お ,Trz#" “?" の i7‐

た′たぞの葉を加害する。食害は継続し世代は市復する。 1世代長は 4 ~

6週間で、南インドでは年約 5世代である。マラヤては卵、幼虫、蛸の

期間はそれそれ約 4 u、 3週間、 7 Hである。 1轟け乍は奇土の条 いこ500

粒以上の卵塊を産み、表面を体毛で覆う。老幼虫は初め群棲して摂食す
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るか後に分散する。彼らはほとんどすへての組織を食う。食へ物か少な 

くなると共食いする。老熟幼虫は絹糸で垂れ下かり」中で営繭し蛹化す 

る。Pseudeb'c/na n（ノof/aou Walkerはイントに分布し、Terininafia 

spp の葉を食害する。繭は密に編まれ、一端が細まる。Rhesa/a tin-

pa/V/a Walker はイントに生息し、A lb/a/aの菜を食へる。アンダマン 

諸島ク万と林地に時に被害が発生する。Risoha obctructa Moot-c はインド 

に分布し、Lagers/roetnia ゆeciosa, Tcnn/na/iap(ill/Citル如 T 加))iCfl 

lose,為,I加I二）而mゆaの食葉虫である。繭は細長く紡錘形で小枝に沿っ 

てつくられる。Ricsicada 戸i/vie/a Guen己eは東洋区に広く分布し、角’mα 

calycinaを含むアオイ科の葉を食う。インドでは1 世代が3 ~5 週問て 

ある。Se/epa ce/tn Mooreはインド、パキスタンから東洋区を通ってオ 

ーストラリアに分布する。成虫は灰色、開張約20m。幼虫は生長すると 

約16mmになり、黄色で黒斑と疎な長い淡色の毛をそなえる。双1葉相木 

の葉を加害し、 多食性。林木ではAあに后SPI), I加所叩αノit vail/ca, 

DHabaiiga son nerati aides,FiC/IS g/omera厄 メ リナ、Lage is加CII? 1(1 

seciosa, Lan nea coromande/ica,マンゴ、＆/i/eic/tera /功uga, S /mica 

robasta, Syzygh'm C/Ill/i屈， Term加a/ia be//er/ca, T catappa, T 

c/iebttm を加害する。普通菓の主脈を残しほとんどの組織をむさぽリ食 

う。虫糞で覆われた繭内で蛹化する。北・中央イントでは年5 - 6 III 代 

を繰リ返し、蛹で越冬する。Westerniannia coe/istgna I-Iarnpsonはイ 

ンドてTerm inah" 加//erzcaを加害し、上「jlで薄い繭をつくり蛹化する。 

Xan//iodes transverse Guen6eはインドから東洋区、オーストラリアに 

図-45 Selepa celtis 

成虫（開張27mm) (Beeson より） 
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るか後に分散する。彼らはほとんどすへての組織を食う。食へ物か少な

くなると共食いする。老熟幼虫は絹糸で垂れ下かリーr中で営萌し姉化す

る。 凡 e〃〆均衡 m rzあ狩仰α Walker は イ ン トに分 布 し、 7卿〃?〃?"/市

spp の葉 を食害す る。繭 は密 に締 まれ、一端が細 まる。尺/2ぬ"/"′彫

β〃川南 Wall(er はイン トに生息 し、 A/蕨“"の菜 を食へ る。 アンダマン

諸島の造林地 に時に被害が発生する。凡 sob‘zoもげ〃!""Moore はイン ド

に分 布 し、乙‘増の わりemm 幼βdos 口,7 1gγ〃?/'?"/?"秘ぞ〃にmm",T ′o′肥 #

′osα,又y/Z"卸わcのめ"の食菓虫である。繭は細長く紡錘]-ラで小枝に沿っ

てつ くられる。尺〃 z鯛血 万向粥〃Guen るeは東洋区に広 く分ィ1Iし、 Ky‘/m

mらdim を含むアオイ科の葉を食う。インドでは 1世代が 3~5 週間て

ある。 Se/ePα復仇 Moore はインド、パキスタンか ら東洋区を通ってオ

ストラリアに分布する。成虫は灰色、開張約20-11n1。幼虫は生長すると

約16111mになり、黄色で黒斑と疎な長い淡色の毛をそなえる。双子葉樹木

の 葉 を卿 汚 し、 多食性。林木 では A 妙儒をr s1}p,& 〆ゞ!欲′〃ノ"〃"〃′‘〃,

D 〃"ど)o7?gz7 s()′?"の宿 り′〆es,F ‘釧 s g/o′72em 超 , メ リナ 、 L"g‐g7s′r肥 ii〃"

沙 ec7os〃, 乙の 7“〃"cp"om α72庇 成 仏 マ ン ゴ、 Sc煽げc/その口 おり′増酷 S/≧‘)rm

知友′s超 , 載 り皆mm αri粥川ぜ, 8助け"〆‘〃 乾物γにα,T c鰭ごゆめ",7 1

物の〃/"を加害する。普通菜の主脈を残しほとんどの組織をむさぼり食

う。虫糞で覆われた繭内で鰯化する。北・中央インドでは年 5 ~ 611月に

を繰 り返 し、蝋で越冬す る。 洲esreγ′imiz'?m のα脳想""Hampson はイ

ン ドて たγii7′i?mm 粥〃のzm を加害 し、上中で薄い繭 をつ くり蟻化する。

ヱα〃〃′o霞もf′mzw のsα Guenee はイン ドか ら東洋区、オース 1・ラ リアに

繍
図-5Se- ′tis

成虫(開張27mm){Beeson より)
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広く分布する。アオイ科の葉を加害し、イントてはKytha ui加iiia 2)'JI 

虫である。幼虫は体長38miに達し、若齢期には緑色てあるか、後に暗紫 

色になる0 上中で繭をつくり蛹化する。 

6 ）ハチ目（膜翅目）Hymenoptera (ants, bees, sawflies, wasps) 

微小ないし中形。完今変態。I-1器は噛み、舐め、吸うに通した構追を 

している。単眼は普通ある。触角は12節、雌ては13節。右趨または無翅、 

2対の超は膜質で比較的細長い。前翅は後翅よリ大形、緑紋は有れする。 

腹部は一般に6 -7 節で有柄の種類が多く、基節は胸部と癒合している。 

産卵管は鋸・錐・針状。幼虫の頭部は有頭または無頭で良く発達したも 

のとそうでないものかある。脚はないものとあるものかある。蛹は裸蛹、 

絹糸や羊皮紙様の繭に人ったものがある。食植性か寄生性あるいは補食 

性。アリのように高度の利会生活をする種類がいる。 

(1）ノ、ノくチ11 Tenthredinidac' (sowfhes) 

成虫は小形ないし中形で太い。頭部は幅広く、その構造は変化に富ん 

でいる。触角は鞭状で3 -6節あるいは8 -11節からなる。徐節は5 節。 

翅は大形、原始的な翅脈をそなえ、径室は分割はれたリ、されないもの 

がいる。腹部は8 節で幅広く肩平になる、胸部との着生部は広くくひれ 

ない。卯は扁平で普通植物組織内に産下される。幼虫はチョウ月幼虫に 

類似しP］筒形、各節に擬環節をそなえる。胸脚は多くはよく発辻する。 

腹脚は6 -8 対で先端腹面に鉤爪輪を欠く。全て食草性で外部から葉を 

食ったリ、葉肉内に潜藥したり、虫えいを形成する。幼虫は十分成熟す 

ると地上に落下し、落葉層や上中で薄い繭をつくリ蛹化する。 

Cibdela jantizinaはRubl侍elliptecusとR la.swcarj'usの食葉虫で、卵 

は主脈あるいは太い支脈の隙間に一列に産みつけられ、 6 -7 日で孵イヒ 

した幼虫は12-24頭が葉上で群をなして全葉を食いつくす。老熟幼虫は 
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広 く分布する。アオイ科の葉を加害 し、イン トては Xy‘/"" 〃彰〃m の′,i,

虫である。幼虫は体長38mmに達し、若齢!もぎもこは緑色てあるか、後に暗紫

色になる。工中で繭をつくり蛸化する。

6) ハ チ 目 (膜 縄 目 )Hymenoptera(ants,bees,sawflres,wasp

微小ないし中形。完全変態。 LJ器ごま-強み、孤め、-扱うに適した構造を

している。単眼は普通ある。触角は12節、雌モては13節。 fl越または無遡、

2対の超は;撲質で比較的細長い。前矧は後超より大形、緑紋は右在する。

腹部は一般に 6~7 節で有柄の種類が多く、基節は胸部と総合している。

産卵管は鋸・鋭・針状。幼虫の頭部は有頭または無頭で良く発達したも

のとそうでないものかある。脚はないものとあるものかある。姉は裸幅、

絹糸や羊皮紙様の菌に人ったものがある。食値性か寄4寸Lあるいは捕食

性。アリのように高度の社会生活をする種類がいる。

(1)ハバチ科 Tenthredlnidae(sowflies)

成虫は小形ないし中形で太い。頭部は幅広く、その構造は変化に富ん

でいる。触角は鞭状で 3~6 節あるいは 8~11 節からなる。徐節は 5節。

地は大形、原始的な迎mKをそなえ、径室は分割されたり、されないもの

がいる。腹部は 8節で幅広く周平になる、胸部との着生部は広くくひれ

ない。卵は扇平で普通植物組織内に産下される。幼虫はチョウ日幼虫に

類似し円筒形、各節に燭環節をそなえる。胸脚は多くはよく発達する。

腹脚は 6~8 対で先端腹面に釣爪輪を欠く。全て食卓性で外部から薬を

食った 1)、葉肉内に潜染したり、虫えいを形成する。幼虫は十分成熟す

ると地上に落下し、落葉層や上中で薄い繭をつくり帰化する。

α 0de毎簸フパム′〃‘“ま凡疲 rs 物 fm′sと尺 友もmm ゆれsの食葉 虫で、卵

は主脈あるいは太い支脈の隙間に一列に産みつけられ、 6~ 7 日で膳化

した幼虫は12~24 頭が築上で群をなして全葉を食いつくす。老熟幼虫は
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淡緑色で、紫がかった黒色の斑紋をそなえ、体長は22 m inでS対の腹脚を 

そなえる。腹部は通常胸を越え、U字形あるいはS宇形に保つ。 3 週間 

の幼虫期の後、13X 8inniの2 重の繭を房状に紡ぐ。 1 世代はイントのモ 

ンスーン期に6 週間であるが、蛹期は変化かあリ20 -24か月のこともあ 

る。 

(2)7リ44 Forrntcidae (ant) 

微小ないし中形、体長は0 5-25.0mrn～杜会生活をする多型昆虫で、 

町は『両性以外に働蟻と兵蟻がいる。体は滑らかで有毛。色彩は黒色、褐 

色、赤色あるいはそれらの混合色。頭部は普通大きく幅広く、可動て自 

由。触角は雌と働蟻では膝状であるが、雄では簡単、 4 -13節からなり、 

柄部は1節からなる。口器は一般によく発連する。大あごは非常に変化 

に富む。翅は有性型の多くでは2対、無性型では常にない。翅脈は簡単。 

腹部は明瞭にくひれ有柄。卵は小さく0 5ninl内外て、白色か淡黄色。幼 

虫は無朋ゆ馴恨の蛎虫型で円筒状か、前方に狭まっている。巣は多くは」 

中につくリ、孔道と室からなる。蟻塚を形成する種類もいる。また巣は 

丸人中、切株「~1、空洞の枝中、樹幹中、種子中、葉柚中などや、紙様物 

質によリ形成され、樹木、岩石、その他に付着したリ、垂ドしたりする 

ことがある。食性は非常に多様で、肉食性の種類では昆虫類や蜘」味類、 

その他の無脊椎動物や動物の死体を食する。食草性では種了一、菌類、果 

物、その他の植物生産物を食う。またアブラムシその他昆虫の出す密腺 

を孤める種類もいる。 

Occop抑/la属のアリは旧世界の熱帯地域に広く分布し、樹上棲て、巣 

は絹糸で葉を扇状に綴りつくられる。成虫の体色は赤あるいは緑色。被 

害菓や新梢は枯死する。一般に被害は少ないが、a sinaragclnia Fab 

rictus (oi iental red tree ant）ではマンゴに被害が発生し、この種類 

は陽光を好み、普通二次林や孤立木に多く、晴天日に餌を求め行動する。 

一方これは捕食虫でもあリ、中国やジャワでは柑橘なとの果樹害虫の生 
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淡緑色で、紫がかった黒色の斑紋をそなえ、体長は22mEIIで 5利の腹膜=を

そなえる。腹部は通常胸を越え、U字形あるいはS字形に保つ。 3週間

の幼虫期の後、13× 8m阻の 2重の曲を房状に紡ぐ。 1世代はイントのモ

ンスーン期に 6週間であるが、輔期は変化かあり20~24 か月のこともあ

る o

(2)ア リ科 Form1c ・dae(ant)

微小ないし中形、体長は0 5~25.omm 。社会生活をする多聖昆虫で、

鵜川f両性以外に働蟻と兵蟻がいる。体は滑らかで有毛。色彩は黒色、褐

色、赤色あるいはそれらの混合色。頭部は普通大きく幅広く、 -1強力て目

時t。触角は雌と働蟻では膝状であるが、雄では簡単、 4~13 節からな 1)、

f西部は 1節からなる。口器は一般によく発達する。大あごは非常に変化

に富む。迎は有性型の多くでは 2刃、叡普i生型では常にない。遡脈は楯〕単。

腹部は明瞭にくびれ右柄。卵は小さく0 5mnl内外て、白色か淡黄色。幼

虫は叡脚無眼のり拓虫型で円筒状か、前方に狭まっている。巣は多くは上

申につくり、札道と空からなる。蟻隊を形成する種類もいる。また巣は

メメ＼LI1、切株中、空洞の枝中、f封幹中、種子中、藁科ーLrTなどや、紙様物

質によ 1)形成され、樹木、岩石、その他に付着したり、垂 ドしたりする

ことがある。食性は非常に多様で、肉食性の種類では昆虫類や蜘敷類、

その他の無脊椎動物や動物の死体を食する。食草件では種「≠、菌類、果

物、その他の植物生産物を食う。またアブラムシその他昆虫の出す密腺

を猫める種類もいる。

0ぼりかけ〃α嵐のアリは1日世界の熱帯地域に広く分布し、棚上核て、巣

は絹糸で葉を扇状に綴りつくられる。成虫のf本色は赤あるいは緑色。被

害葉や新柄は枯死する。一般に被害は少ないが、 0,s''?"′て増山7m Fab ‐

nclus (ollental red tree allt) ではマ ンゴに被害が発生 し、この種類

は陽光を好み、習う勇二次林や孤立木に多く、晴天 Rに餌を求め行動する。

一方これは捕食虫でもあり、中国やジャワでは柑橘なとの果樹害虫の生
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物的防除に川いられたことかある。またインドではAnaco而wn oc 

cu/en加んやマンコのカイガラムシを保護し分散を助（’る。Soたfl"S/S 

gem inateはイントで土中に巣をつくリ、苗木の菜や苦を加害する。ま 

た人体への刺傷害もひどい。このアリはアブラムシ、カイガラムシ、ナ 

ンギンムシやその他幼血の重要天敵である。 

(3）ハキリバチ利 Megachilidae 

成虫は巾形ないし人形。ミツバチに類似する。暗色、普通黒色、金属 

的晴藍色、紫色あるいは緑色で、白色、黄色、褐色あるいは帯赤色の毛 

をそなえる。頭部は大形て胸部と等幅。触角は膝状て短く、H器はよく 

発達する。前翅は2肘室をそなえる。巣は腐朽木の中や樹木の空洞、樹 

幹r]に 漆喰や上中につくる。 

AJegac1aIe fron/abs Fabriciusはニューギニアに生息し、巣は各所各 

物につくり、孔道は一列に並んだ幼虫室を持っている。各室には巣Ii,の 

塊かあり、町は1卵をその士に産んだ後部屋を閉じる。幼虫は菓片塊を 

Y
に『
 

v
 

図-46 Solenopsis geivinata 

左中一働アリ 右’有廻虫（体長約8 rum) 

駅aishoven より） 
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物的防除に用いられたことかある。またインドではAim αぞ司mm oG

α‘/〃′“"/eやマ ンコのカイガ ラム シを保護 し分散 を助ける。 So/e'?()のMs

geii7′7mm はイントでゴリトに巣をつくり、苗木の葉や藷を加害する。ま

た人錘・への刺傷害もひどい。このアリはアブラムシ、カイガラムシ、ナ

ンキンムシやその他幼虫の重要天敵である。

(3)ハキ リバチオヱIMegad ・1lidae

成虫は中形ないし人形。ミツバチに類似する。暗色、普通黒色、金属

的キー賃藍色、紫色あるいは緑色で、白色、黄色、褐色あるいは帯赤色の毛

をそなえる。頭部は大形て胸部と等幅。触角は膝状て短く、u器はよく

発達する。前遡は刀村室をそなえる。巣は腐朽木の中や樹木の空洞、f劃

幹rh、漆喰や上申につくる。

財増αc/′zノe 方′oi7!"/′も Fabnclus は ニ ュー ギニ ア に生 息 し、巣 は各所 各

物につくり、孔道は一列に並んだ幼虫室を持っている。各室には巣片の

塊かあり、雌は 1卵をその上に産んだ後部屋を閉じる。幼虫は葉片塊を

図 一 46 So′enops ーs geminata

左中 .働アリ 右 :有廻虫(体長約 8眠m)

(Kalshoven より)
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食い空洞になった部屋て輔化する。成虫はカカオ、コーヒー、グアバな 

どの農作物やEitt?めゅ'ItsdtgIlゆ m の葉を切リ取る。M antluacinaはイ 

ンドての最も，『通秤で、巣は腐Iり材， ~巾あるいは竹や空洞の細枝につ 

くる。‘廿「は人あごで樹木の菓を卵形あるいは~リ形に切リ取リ、幼虫室建 

追に便う。 

-90 

食い牛津I1になった部屋て蛸化する。成虫はカカオ、コーヒー、グアバを

どの農作物や E"c‘み力むfs化雑 ?少々 zの巣を切 1)取 る。屑 の7′/加に′〃〃はイ

ンドての最も普通秤で、巣は腐朽チム LI1「あるいは竹や半券iの細枝につ

くる。跡は人あごで倒木の葉を卵形あるいは円形に切り取り、幼虫室建

造に使う。
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